








































偽りの英雄が英雄エルフちゃんを守ります！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……オ、……フィオ」

　名前を呼ばれ、フィオレンツァ・アリギエーリはハッと目を開いた。

　見慣れた庭の風景。

　風が運ぶ草花の香りに、春の匂においを感じて、フィオは背後を振り向いた。

　色とりどりの花が咲いた花壇の向こうには、外がい套とうを羽織った青年の姿。

「どうかしたか？」

「あっ……──、えっと、その……」

　言葉が喉のどの奥につかえるような、得体の知れない感覚を覚える。

　青年は眉まゆを曲げて、少し心配そうにフィオの顔を見つめる。

「どうした？　寝ぼけてるのか？」

　寝ぼけている──そうかもしれない。すっかり暖かくなったから、気が緩んでしまったのだろうか。

（いけない、いけない……留守を預かってるんだから、しっかりしないと！）

　頰ほおを軽く張って、たるんだ気分を追い出す。

　喉の奥に引っかかったものを空気と一緒に飲み下し、フィオは顔を上げた。

「今日は、お早いお帰りでしたね」

「ん。まぁ、大して報告することもないからさ。いつも通り適当にあしらって終わらせたよ」

「あはは……」

　都市の代表を相手にしての青年のあんまりな言葉に、フィオは苦笑いを浮かべる。

「さて──ちょっと早いけど、昼飯でも食いに行くか？」

「あ、それでしたら、なにか軽いものを作りましょうか？」

「それもいいな。どっか見晴らしのいい場所がいいかな。となると、時──」

「時計塔の上は、なしですよ？」

　機先を制し、フィオが駄目だしする。

「見つかったら怒られちゃいますから」

　青年は肩をすくめて苦笑。

「了解。……そうだな、北門からちょっと行ったあたりに丘があったな。あの辺にでも行くか」

「はい、かしこまりました」

　ピシ、っと笑顔で敬礼して見せるフィオに青年は微笑ほほえみ、屋敷に入ろうとする。

　と──

「……あ、あのっ！」












　──なぜだろう。居ても立っても居られなくなり、フィオはその背中を呼び止めていた。

「ん？　なんだ、フィオ？」

　焦りの混じったフィオの声に、青年はゆっくり振り返る。

　その鷹おう揚ような笑みに、得体の知れない焦りはどこかへと飛んでいた。

　伸ばしかけた手を胸元に引き寄せ、フィオは安心したように柔らかな微笑を浮かべ──言った。




「お帰りなさいませ──ヒューイット様」
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　かつて、前線都市ヴィクティムは十万人近い人口を擁する巨大な都市だった。

　街の至る所に広場が作られており、祭事や政策の布告場所として使われていた。そのうちの一つ、東門にほど近い広場は、多くの民衆で溢あふれかえっていた。

　その数、五百人といったところか。彼らの半数はこの数日の間に救助されたか、あるいは自力で辿たどり着ついた避難民だ。

「……急に集まれだなんて、いったいどうしたのかしら、領主様？」

「あまりよくないお話かしら……？」

「この状況ですもの。食糧だって、いつまでもつか……」

　疲労の滲にじむ顔で、女性たちがため息を吐つく。

　幼子を抱えた若い母親が、どうにか気分を盛り上げようと明るい声を出す。

「で、でも、ひょっとしたらいい話かもしれないですよ……？　聖王都から助けがくるとか、食料が到着するとか……」

「そ、そうよね。きっとそうに──」

「能天気でうらやましいぜ」

　同意しようとした女性の顔が強こわ張ばる。

　吐はき捨てるような口く調ちようで会話に割り込んだのは、近くの路地に座り込んでいた男。その腰には使い込んだ剣を差しており、傭よう兵へいとして生きてきたのだと察せられる。

　男は「けっ」と吐き捨てると、澱よどんだ眼めで女性たちを睨ねめつける。

「壁の外は湧わいて出た〈黙示録の獣アロステイア〉だらけ。移動するのも命がけだ。そんな状況で、どこのお人よしがわざわざ助けに来てくれるってんだ？　……現実を見ろってんだ」

　男の言葉に、女性たちは俯うつむいて押し黙る。

「……俺おれの仲間も、みぃんな獣アロステイアに殺されちまった。……ハッ、皮肉が利いてるじゃねぇか。〈黙示録の獣アロステイア〉との戦争の最前線だったこの街が、人類の墓標になるってんだからよ」

　──人類の天敵たる黒き異形、〈黙示録の獣アロステイア〉。これまで、その分布は大陸西部に偏っており、東部は比較的安全というのが通説だった。その常識を破り、レムニア大陸の各地で発生した〈黙示録の獣アロステイア〉の群れによる同時襲撃から、既に数日。壊滅した都市の数は、両手では数えられないほどだ。小さな集落も含めれば、人的被害は万を下らないだろう。

　比較的防衛体制の整っているヴィクティムにまで辿たどり着つけた者たちは運がいい方だ。それでも、状況が好転する材料のないまま息をひそめるしかない人々の不安と疲労は、ピークに達していた。

　──彼らの頭上に高らかな声が響いたのは、そんな時だった。

「諸君っ！」

　芝居がかった声に、人々の耳目が引き寄せられる。

　声の主の姿は、広場を見下ろす高所にあった。家屋のバルコニー部分から広場を見下ろすのは、整った身なりをした、カイゼル髭ひげの男。

　注目が十分に集まるのを待ってから、その男──ヴィクティム領主、エドアルト・ヴァルトシュタインは言葉を続ける。

「急な呼びかけにも拘かかわらず、集まってくれたことに感謝する」

「領主様っ、状況はどうなっているので!?　助けは来るんですか……!?」

　農夫らしい中年男性が、不安に耐えかねたように叫ぶ。

　エドアルトは鷹おう揚ように頷うなずいて言う。

「吾わが輩はいはいたずらに希望を煽あおるような真ま似ねはすまいと心に決めておる。故に、ありのままを正しよう直じきに話そう。──状況はいぜん厳しい。聖王都との連絡は未いまだついていない。食料品をはじめとした物資の補給も目め途どがつかぬ。このままでは、二週間ともたぬだろう」

　落胆の吐息が場に広がる。

「だが、望みはある。諸君らが──」

「いい加減なことを言うな……！」

　叫んだのは、先ほど女性たちの会話に難癖をつけていた傭よう兵へいの男だ。

「望みだ？　……どこにそんなものがあるってんだッ！　力を合わせればなんとかなるってか？　そんなおためごかしで誤ご魔ま化かせるか！　聖王都が陥落したってのに、こんな壊れかけの街ひとつでどうにかできるはずないだろうがッ！」

　男の不敬を咎とがめようとそばで控えていた兵士が動こうとするが、エドアルトは片手をあげて制する。

　男の怒鳴り声に同意の声こそあがらないものの、民衆の無言は男と同意見であることを意味していた。

「……先ほど、吾わが輩はいは言ったな。いたずらに希望を煽あおるような真ま似ねはすまいと。その上で──今日は諸君らに、紹介したい者がいる」

　エドアルトが背後に視線を送ると、一人の人物が進み出てくる。

　その少年は、ローブを身に纏まとい、杖つえを携えていた。

　精せい悍かんながら、まだあどけなさの残る顔立ち。身長はそう高くもなく、身体からだつきはどちらかと言えば細身だ。

　困惑する民衆に、エドアルトは告げる。

「彼の名はウェズリー・グレイフォード──二十代目の英雄である」

　しん、と──広場が静まり返る。

「この未み曽ぞ有うの危機に際し、彼は先代英雄より英雄の座を継いだ。それは、彼こそがこの局面を打破するにふさわしい英雄であると認められたからだ。彼こそが、吾輩が諸君らに示す希望だ」

　民衆の疑問に先んじて、エドアルトは言葉を続ける。

　どよめきが波となって広がる。そのほとんどは歓迎や喜びではなく、戸惑いだった。




「あんな若い子が……？」「まだ子供じゃないか！」「英雄って、五年前に十九代目に引き継いだばかりだろ？　二十代目ってのはどういうことだ……？」

　民衆から聞こえてくる声に、エドアルトは落胆するでもなく思う。

（無理もないか）

　予想できたことではある。やはり、圧倒的に説得力が足りない。

　兵士の中にも民衆ほどあからさまではないにしろ、困惑している者が多い。

　ウェズリーは若く、またその実績なども一切不明だ。この状況下において、絶望を覆せるほどの希望を示すには、ウェズリーの風ふう貌ぼうは頼りなく映ってしまう。ましてや、〈黙示録の獣アロステイア〉という絶望の形をその身をもって知っているのならばなおさらだ。

　期待外れ──民衆の目が、言葉以上にそう語っている。待ちわびていた『英雄』の実像に、多くの者が落胆を覚えていた。

　方々で不満の囁ささやきがこぼれる。やがて失意がざわめきとなって沸騰する、その寸前──

「ヴァルトシュタイン卿きよう！　あれをッ！」

　切羽詰まった兵士の叫びが、民衆の耳目をさらった。

　兵士が指さしているのは、開け放たれたままの東門の向こうだ。

　乾いた荒野で巻き上げられる砂さ塵じん。一見して小規模な砂すな嵐あらしにも見えたが、違う。砂のベールの向こうに垣かい間ま見みえるもの、あれは──

「ア……〈黙示録の獣アロステイア〉だ……！」

　その一言が呼び水となり、民衆に恐怖が伝染する。

　それは一見して、トカゲのような姿をしていた。

　皮膚が変質した硬い甲殻を背負ったその姿は、乾燥地帯に生息する、ヨロイトカゲと呼ばれる種にも似ている。だが、明らかに通常の生物とは異なる特徴があった。

　──そのヨロイトカゲは、全身が夜の闇やみを凝固させたかのように黒く、眼球にあたる器官が存在しなかった。頭部から後ろ足まで、四メートルほどか。

　獲物の肉に喰くらいつくべく前方に突出した顎あごには鋭利な牙きばがズラリと並んでいる。その体表を覆う鱗うろこは一枚一枚が反り返っており、まるで鎧よろいを纏まとっているかのようだ。

　──本来なら、街の外周を囲む防壁が人々を守ってくれるはずだった。しかし、運が悪いことにこの時、東門は偵察部隊を派遣するべく開いた状態になっていた。

　開かれた門の向こうから、砂塵を巻き上げて迫りくる獣アロステイア。たちまち民衆がパニックに陥り、我先にとその場を逃げ出そうと押し合いになる。

　兵士が誘ゆう導どうに当たるが、なにせ人数が人数だ。避難は遅々として進まない。

　獣アロステイアの到達を待つまでもなく、ケガ人が出かねない状況で、




「──狼狽うろたえるなッ！」




　──苛か烈れつな一喝が、人々を黙らせた。

　見上げる視線を受け止めたのは、線の細い少年。

　その手の杖つえが、ゆっくりと掲げられる。

　直後、虚空に浮かんだのは巨大な円形の模様──魔ま導どう式しき。

　三重に並んだ光の円は、青白い火花を散らしながら交互に回り始める。

「撃て・其そは地を這はうもの全すべてを滅ぼす神威の雷光・天上より振り下ろされる鉄てつ槌つい──」

　少年の霊体アストラルたいを通して収束された莫ばく大だいな遍在魔力アストラルが、魔導式を介することで破壊の力へと変換される。

「《穿うがて──雷神の戦鎚ミヨルニル》！」

　言下、青白く輝く紫電の奔ほん流りゆうが解き放たれる。

　落雷にも匹敵する超高電圧の閃せん光こうは、大気を浮遊する微小物質の分子構造をバリバリと音を立てて破壊しながら、一直線にヨロイトカゲへと殺到する。

　雷光がヨロイトカゲの装甲に命中した、その直後──炎熱を伴わない、純然たる魔力の閃光が膨れ上がり、爆圧がヨロイトカゲを打ち据え、引き裂き、砕き散らす。

　雷の槍やりの直撃を受けて爆散したヨロイトカゲは、すぐに黒い瘴しよう気きをまき散らし始める。

　瘴気が荒野に散っていくその光景は、〈黙示録の獣アロステイア〉にとっての絶命を意味していた。




　街の外、身を隠せる巨岩の陰から、その様子を双眼鏡越しに観察する者がいた。

「トカゲを模した獣アロステイアとはいえ、うちのモコちゃんの愛らしさには似ても似つきませんね」

　場違いなメイド服を纏まとった女は、にこりともしない怜れい悧りな風ふう貌ぼうで淡々と呟つぶやく。

「あんたの美的感覚にはちょっと言いたいことがあるが……それはともかく、どんな状況だ？　俺おれが身体からだ張って、ここまで獣アロステイア引き付けた甲か斐いはあったのかね？」

　隣で皮肉げに言うのは、狩人かりうど風の衣装に身を包んだ二十代後半と思おぼしき男。砂すな避よけのポンチョに身を包み、額に浮き出た汗を拭ふいている。

「ひとまずは成功、と言ったところでしょうか。うまいこと騙だまされてくれたようです」

「純粋な民衆を欺くとは、あんたのとこの領主もひどいことするもんだ」

「わたくしが仕える、敬愛すべき主あるじの悪口はほどほどにしておいていただきましょう。ああ見えて、そこそこ仕事はするのですよ。あのヒゲ眼鏡」

「敬愛とかなんとか言ってたのは俺の聞き間違いかね」

　にこりともせずに言うメイド──ヘルベルカに、男はやれやれと肩をすくめる。

「しっかし……すげぇ威力だな」

「ええ。あの研究者から供与された結晶体、よもやあのサイズでここまでの威力とは。なにより、特筆すべきはこの仕掛けです」

　ヘルベルカの手の中には、薄い金属板が握られている。表面を指先でなぞると、青白い紋様が浮かび上がった。

「魔導通信の技術を応用した、遠隔起爆装置、ね……事前に地面に埋めておいた罠わなを、誘ゆう導どうした獣アロステイアが跨またいだタイミングで起爆。同時に、ボウズが遠距離魔術を撃ち込む──と」

　やれやれ、と肩をすくめ、男はうんざりしたようにぼやく。

「片棒担いどいてなんだが、かなり際どかったぞ。よく見てりゃ、獣アロステイアの腹の下からの爆発の方がでかかったのもわかる。こんなイカサマで、いつまで民衆を騙し続けられるか」

「さすがにあの状況で、冷静にそこまで見ている者はおりますまい。ともあれ──ひとまず、仕事は果たしました」

　自身の仕事を誇るでもなく、ヘルベルカはヴィクティムの方向を見やる。

「後は、この演出をどう活いかすかです──ウェズリー様」




　少年の魔術がもたらした戦果に、民衆は静まり返っていた。

「──絶望の重さに俯うつむくな。俯いていては光が見えない」

　嚙かみしめるように、少年が言葉を紡ぐ。

　逃げるのも忘れていた人々の視線を集め、彼は続ける。

「天に祈るな。神は僕らを甘やかしはしない」

　一言一言を、人々の中に刻み込むように。

　ゆっくりと民衆を見渡しながら、少年は言葉を繫つなぐ。

「泥の中でこそ顔を上げろ。ひたむきに明日を見据えろ」

　苛か烈れつに。勇壮に。

　絵画に描かれる英雄のように──少年は数百の視線を受け止め、力強く告げる。

「抗あらがえ。それができた者だけが、未来をつかみ取れる！」

　そこにいるのはもはや、素す性じようの知れない少年ではない。

　確かな力を証あかし、希望の在りかを指し示す者。

　すべての者の先頭に立ち、誰よりも真っ先に苦難に立ち向かう者。

　すなわち──

「英雄……」

　誰かが呟つぶやいた。それが呼び水となり、その称号が人々の口にのぼる。

　やがて、少年を呼ぶ声は唱和され、歓声となり、波は濤とうとしてウェズリーに押し寄せる。

　安心に涙する者。期待の声をあげる者。闘志を燃やして拳こぶしを突き上げる者。

　形は違えど、その目は一様に光を宿していた。

　すなわち──熱狂の光を。




　──後戻りはできない。

　自分が始めたことがなにを意味するかを、民衆の声の圧力として肌で感じ、ウェズリーは強こわ張ばりそうな表情をどうにか冷静なままに保つ。

　民衆から向けられる、無数の期待の視線。その熱狂は、ともすれば火となってウェズリーの身を焼きかねない、妄信の光だ。

（僕が英雄としての役割を全うできなければ……期待に応こたえられなければ、そうなる）

　隣に立つ中年貴族は、普段からこんなものを背負っているのか──そう思うと、さすがに敬意のひとつも抱いてしまう。

　エドアルトの飄ひよう々ひようとした態度は、重圧をはねのけるためのものなのかもしれない。

　だが、それは自分にはできない。自分のやり方ではない。

　だからウェズリーは、自分のやり方でやる。胸を張り、顎あごをあげ、芝居がかった仕草で腕を振る。自信に満ちた眼まな差ざしで、民衆を見渡す。

　そう──自分がずっと憧あこがれていた、舞台の上の英雄のように。

「道は僕が切り開く！　続け！　絶望の荒野を切り開いた先に、僕らの未来はあるッ！」

　津波だ。

　矮わい小しような自分の身を押し流しそうなほどの歓声が、津波となってウェズリーに押し寄せる。

　その重圧を真正面から受け止め──ウェズリーは頃合を見て背を向けると、颯さつ爽そうとその場を後にした。




「なかなか堂に入った演説だったよ」

　室内に入ると、エドアルトが労ねぎらうように言う。

「……とりあえず、騙だますことはできたでしょうか？」

「そこは『信じさせた』と言うべきところだよ」

「一緒でしょう。大体僕は……っ、づ……ッ！」

　言い返そうとしたウェズリーだったが、食いしばった歯の隙すき間まから呻うめき声ごえを上げ、その場に崩れ落ちた。

　咄とつ嗟さに支えに入ったエドアルトがなにか言っているが、あまりよく聞こえない。身体からだの中で暴れ狂う痛みに耐えるので精いっぱいだった。

（耐えろ……、これしきの痛み……！）

　内臓という内臓が一斉に反旗を翻し、身体を内側から食い破ろうとしているような耐えがたい不快感。

（……っ、たった一発でこれか……先が思いやられるな……）

　徐々に痛みが引いていき、エドアルトに応こたえる余裕ができる。

「……大丈夫ですよ。ちょっと、気分が悪くなっただけです」

「やはり負担は大きいようだな。裏に馬車を回してある。屋敷で診断を受けるといい」

「ええ……」

　まだ足はふらついていたが、それ以上不調を見せないため、自分の足で立ち上がる。

「ウェズリー……」

　か細い呼びかけに振り返ると、キリエがいた。いつになく悄しよう然ぜんとした様子で、眉まゆ根ねを寄せて不安そうに──あるいは憐あわれむように、ウェズリーを見ている。

「そこまでしなきゃ、いけないの……？」

「……誰かがやらなくちゃいけないことだ」

　痛みのあまりに嚙かみ切ってしまった唇から流れる血を手の甲で拭ぬぐい、ウェズリーはキリエを見返す。

「だからって、あんたがやらなくても……」

「事情を知っていて、たまたまみんなをうまく騙だますための手品が得意なのが僕だった……それだけの話だよ」

「……それでいいの？」

　ウェズリーの言葉に怯ひるんだような顔をして、キリエは問いを重ねる。

「血ち反へ吐どはきながら、みんなの犠牲になって……それが、あんたのやりたかったことなの……？」

「……今は、やりたいかどうかなんて関係がない。そうするしかない。だから、これは僕の役割だ。僕が自分で決めた、僕だけの」

　その言葉に、キリエは置いていかれた子供のような顔をする。帰り道もわからずに途方に暮れた子供──そんな風情。

「……あたしには、全然わからないよ」

「……そうか」

　そっけないともとれるウェズリーに、キリエは俯うつむく。

　ウェズリーは震える足に活を入れて歩き出し、キリエの横を通り過ぎる。

「…………わかんないよ」












　その呟つぶやきは誰の耳にも届かず、人々の歓声に紛まぎれて消えた。





　　　２






　ヴァルトシュタイン邸の一角、人の往来が少ない静かな場所に、その部屋はあった。

　数々の実験器具や薬品、結晶鉱物が所狭しと並ぶ空間は錬金術師の工房といった風情だ。

　そんな部屋の片隅で、ウェズリーは椅い子すに座っていた。

　ぐい、と。親指で下した瞼まぶたを押し下げられ、物憂げな目に覗のぞき込こまれる。

「軽い充血。瞳どう孔こうには異常なし、と。──まったく、無む茶ちやをするね、君は」

　ウェズリーの対面で、白衣姿の女性が言った。

　ジルヴェステ・ハーシェル。この屋敷の主あるじであるエドアルトから、そう紹介された。

　なんでも、エドアルトと聖王都の学術機関における学友だったという。四十代半ばのエドアルトと同時期に学生だったのならばそれなりに年ねん齢れいを重ねているはずなのだが、ジルヴェステの見た目は二十代後半にしか見えない。

　緩やかに波打つ金髪を長く伸ばしており、身長はウェズリーより頭半分ほど高い。長いまつ毛越しに切れ長の双そう眸ぼうから流し目が送られる。白衣の下は飾り気のないブラウス、腰から下はタイトスカートという、研究者という硬い肩書にはいささかそぐわない身なりだ。

「悪い状態なのかね？」

　傍かたわらで様子を窺うかがっていたエドアルトが問いを発する。

　ジルヴェステは椅子に深く腰掛けると、エドアルトを見もせずに答える。

「ま、そこまで体質に合わないというわけでもないようだ。だからといって、こんなものを使うのはおすすめしないがね」

　机に乗っていた器具を手に取る。注射器のようなガラス筒に、銃の持ち手と引き金がくっついたような品だ。ガラス筒にはルビー色の液体が満たされている。

「こいつの調合を頼まれた時は、正しよう直じき正気を疑った。私は別に医者ではない。一応、研究に必要だから一通りの霊体アストラルたい治療の知識があるというだけだ。それでも、自分から毒を呷あおりたいと言う人間に、『はいどうぞ』と勧められるほど、人間性を放棄しているつもりもない」

「それについては、吾わが輩はいもすまないと思っている。だが、他に頼める人間もいなくてな」

　ジルヴェステはガラス筒を指先で弾はじき、ルビー色の液体を波打たせる。

「霊体アストラルたい強化薬──もともとは、何代か前の聖王の『不死の霊薬エリクサーを作れ』という頭の螺ね子じが外れた研究が生んだ副産物だ。いや、失敗作と言った方が正しいな。伝承はあくまで伝承、できると思う方がどうかしている」

　頰ほお杖づえをついたジルヴェステが、うんざりしたように肩をすくめる。

「君が先日陥ったという霊体アストラルたいの過剰励起状態は、細い管に無理やり大量の水を流し込むような行為だ。そのせいで君の霊体アストラルたいは今、ぼろぼろの状態にある。それと違って、この薬はそもそもの魔力抵抗値を一時的に低下させ、霊体アストラルたいへの負荷を小さくする。正に魔法の薬だ」

　自らの笑えない冗談に、ジルヴェステは皮肉げに眉まゆをひそめる。

　ウェズリーは本来、上級魔術を撃てるほどの魔力を扱えない。それは生まれつきの体質であり、無理やり発動しようとすれば霊体アストラルたい、さらには物質体マテリアルたいにまで深刻な障害を残しかねない。

　とはいえ──なんのリスクもなしに恩恵が受けられるほど、都合のいい代物でもない。

「確かに、これを使えば一時的に魔術の威力はあがるだろうさ。けれど、こいつがあくまで失敗作であることを忘れるな。こいつは副作用として、瘴しよう気きへの耐性まで大きく下げてしまう。つまり──戦えば戦うほど、より死に近づく」

　空気に緊張が混ざる。

「薬が効いているうちは、まだごまかしがきく。だが、薬が切れた時に待っているのは、霊体アストラルたいの損傷に伴う耐えがたい激痛だ」

　それについては、既に片へん鱗りんを味わっている。最小限の投薬でもあれだ。

「瘴気による霊体アストラルたい汚染は末端部から進む。初めは指先、それから腕を這はい上のぼり、身体からだに到達する。襲いかかる痛みは慢性化し、痛みは意識を濁らせ、やがては物言わぬ廃人となる──そういう薬だ」

　あくまで淡々とした口く調ちようが、むしろ誇張の無い真実なのだと理解させる。

「最悪の場合、君、戦場に辿たどり着つく前に死ぬぞ」

「それでも……今の世界には、必要なんですよ。英雄ってやつが」

　すべて飲み込んだうえで、ウェズリーは言う。

「……そうか。ならば、もうなにも言うまいさ」

　ジルヴェステは肩をすくめる。降参というよりは呆あきれたのだろう。

「まぁ幸いにも、君は体質的にこの薬をまったく受け付けないというわけでもないようだからね。投薬のペースと薬の濃度はこちらで調整させてもらう。……まったく、こき使ってくれるものだ。ただでさえ、他の仕事もあるというのに」

　エドアルトを横目で見やり、ジルヴェステはため息交じりに言う。

「これは大きな貸しだぞ、エド」

「それでは、吾わが輩はいも借りを踏み倒さぬよう、人類を生存させる策を練るとするかな」

　そう言って、エドアルトは逃げるように部屋を後にした。

　その直後、入れ違いでソーニャとヘルベルカが入ってきた。

「邪魔するぞ……と、ウェズリー、容体はどうじゃ？」

　入ってくるなりウェズリーの姿を目にとめ、ソーニャが心配そうに言う。

「とりあえず、大きな問題はないです」

「そうか……あまり無む茶ちやはするでないぞ」

「無茶もせずに乗り切れる状況でもないでしょう」

　苦笑するウェズリーに、ソーニャは表情を曇らせる。

「今日は来客が多いね」

　煩わしさを隠そうともせずにジルヴェステが言う。

「ハーシェル博士、これをお返しに上がりました」

「ああ、そこの台に置いておいてくれ」

　ヘルベルカが持ってきたのは、手の平大の金属板だ。

「便利なものですね」

「ああ、魔導通信技術の応用でね。対になる刻印板と共振させることで、離れた位置から魔導機関を起動させることができる。こいつの場合、魔力結晶を砕くための単純な仕掛けに繫つなげてあるだけだ」

「魔力結晶といったか。あれの破壊力も凄すさまじかったのう」

　ソーニャの視線が、壁際の棚へと向けられる。そこには、小さなガラス筒に収められた赤い多角形の結晶体が並べられていた。

「大気を循環する遍在魔力アストラルを鉱物に蓄ちく積せきさせる技術……これほど革新的な技術が、なぜ一般には伏せられているのじゃ？」

「そもそも魔力結晶は、魔導船なんていう魔術の常時発動が基本となる代物を実用化するために作ったんだ。魔力の中継を担う魔術師メイガスが居眠りした途端に墜落する飛行機械など、誰が乗りたがるものか」

　ウェズリーは先日搭乗した魔導船を思い出す。

　あの底面には、魔ま導どう式しきの形状に加工された金属の部品があった。恐らく、重力系魔術を常時発動しているのだろう。魔術を常時生身の人間が発動させるとなると、安定性に欠けるし、なにより体力がもたない。

「こいつを魔力伝導性の高い液体に浸すことで、少しずつ魔力を取り出すんだが……まあ細かい話は企業秘密だ。砕けば一気に魔力を放出することで兵器にもなるのは確かだが、それは本来の使い方ではない。むしろ安定性に欠けるのは今後の課題だ」

「しかし、兵器としてなら十分有用ではないのか？　各都市に配備すれば、獣アロステイア相手の戦いも有利になるじゃろうに」

　ソーニャの問いかけに、ジルヴェステは「残念ながら」と首を振る。

「こいつはそう大量に生産できるものではないのさ、お嬢様。生産設備はブラズニールに積んできたのをこの部屋に移しているが、あまり期待はしないでくれ」

　やはり、戦いの要かなめは人間になるということか。

「そういえば、先日、父上からの通信が途中でとぎれてしまったのじゃが、この……遠隔起爆装置、じゃったか？　これの原理も魔導通信と同じなら、起爆に失敗することもあるのではないか？」

「ああ、それについては、恐らく大丈夫だろう。魔導通信の不調についてはこちらでも把握しているが、恐らく通信の波長が大気中の瘴しよう気きと干渉し合ってのことだ。この装置の場合、用途を短距離に絞ることで解決済みだ」

「ふむ……なるほど」

　神妙に腕を組んでしきりに頷うなずくソーニャ。

　それよりも、

「ハーシェル博士。診断が終わったのなら……」

　それだけで、ウェズリーの言いたいことを察したのだろう。

「ああ。会っていくといい。その方が、患者にもいい影響があるかもしれんしな」

　言って、ジルヴェステは隣室へ続く扉に視線を送った。




　隣室は、本来は客間として使われている部屋ではあったが、今は大きく様相を変えている。ベッドを囲むように衝つい立たてが置かれ、万が一扉を開ける者があってもそこに横たわる者の姿は見えないよう遮られていた。

　わずかに香るのは、消毒用アルコールの匂におい。いくつもの医療用器具が運び込まれている様は病室を思わせたが、その実、その部屋はたった一人の少女のためにのみあった。

　ベッドに静かに横たわるのは、長い銀髪の少女。かすかに浅い呼吸を繰り返していることから、生きていることはわかる。だが──それはかろうじて生命が維持されていることの証あかしとなっているだけで、少女の存在感は極めて希薄だった。

　確かにそこにいるのに、少し目を逸そらせばベッドは空っぽになっているのではないか。こうして見ている間にもその身体からだは透け始め、ついにはこの世から消失してしまうのではないか──そんな想像をせずにはいられない儚はかなさが、その少女にはあった。

（もう、四日になるのか……）

　眠り続ける少女のそばで、ウェズリーはただじっとその顔を見つめる。あたかも、本当に少女が消失する時が来るのを恐れるように。

　ソーニャたちは既に病室を後にしている。静寂の病室の中、不意に声がかかる。

「まるで見張り役だな」

　背後のジルヴェステへと振り返り、ウェズリーは問う。

「……先生の状態は、どうなんですか？」

「私はそもそも医者ではないからね。この娘の世話をしろなどとは、そもそもお門違いも甚だしいのだが……まぁ、それは今更だな。私にわかるのはこの娘の霊体アストラルたいの状態くらいなものだが、一言で言って──わからん」

　ジルヴェステは困ったように肩をすくめる。

「どういうわけか、霊体アストラルたいの活動が極めて低いレベルにまで落ちている。いわば、霊体アストラルたいの仮死状態のようなものだ。過去に同様の事例は聞いたことがない」

「つまり、有効な手立てはないと？」

「残念ながら。瘴しよう気きによる霊体アストラルたい汚染が原因なら、外部から魔力圧をかけることで瘴気を押し流す治療もあるがね。試しに私がやってみたが、なんの反応もなかった」

「打つ手なし、ですか……」

「まあね。とはいえ、わからないで済ませておくのは、研究者としてどうにも気持ちが悪い。推論でよければ話そう」

　ウェズリーは少し考え、「お願いします」と先を促した。

「よかろう。──とはいえ、話はそう難しくはない。彼女の物質体マテリアルたい、霊体アストラルたい、双方に問題が見つからない。では、どこに問題があると考えるべきか？　その答えは物質体、霊体アストラルたいと共に人間を構成する第三要素──魂アニマだ」

「…………え？」

　思わず、呆ほうけたような声が口から零こぼれる。

「胡う散さん臭くさそうな顔をしたね」

「あ、いえ。ただ……意外だったもので」

「私がオカルトめいたことを言い出したことがか？」

　答えに窮していると、「別に怒ってはいないさ」とジルヴェステは嘯うそぶく。

「確かに、魂というものは誰も観測したことがない。霊体アストラルたいと魔術に対する理解が深まった今日び、魂の研究は私の専門である魔術機構学以上の色物と見なされており、誰も研究しようとしていない。にも拘かかわらず、民間信仰レベルではその実在を信じる者は多い。この街で毎年行われる英霊祭も、瘴気に侵された魂を浄化し、天に送るためのものだ。──さて、そんな『よくわからないが、とりあえずある』ということになっている魂アニマについて、君はどう思う？」

　話が横道に逸それている気はしたが、ウェズリーは少し考えてから答える。

「観測できていないのなら、それは存在しないのと同じです」

「確かに。それは正解だ。だが、面白くはないな」

　ウェズリーは眉まゆ根ねを寄せ、不満げにジルヴェステを見やる。

「物質体マテリアルたいがそこにある。霊体アストラルたいにも破損が見られない。にも拘らず、人として十全に動作していない──この事例から、君は他にどんな問題があると考える？」

　魂アニマ、と言わせたいのだろう。だが、ウェズリーは首を振る。

「暴論です。不可解な事柄の原因を、より不可解なものに求めている」

「そうだね。だが、現在の技術の粋を凝らしても原因を特定できないという現実が目の前にある。逆説的に言えば、それは未知の要因の介在を間接的に観測したとも言える」

　ただの言葉遊びか思考実験のようなものなのだろう。あくまで推測、いや憶測の域を出る話ではない。

「聞くに、彼女は英雄としての力を解放しようとしたさなか、君によって中断されたそうだね。──ああ、別に責めているのではないよ。ただ、私は長年疑問に思っていてね」

　難解なパズルを解こうとしているような顔で、ジルヴェステは続ける。

「なぜ英雄というものは継承される？　たかが魔導紋章イコンという後付けの器官を依より代しろとするには、『英雄』の力はあまりにも逸脱している。リソースが嚙かみ合あっていない。山を穿うがち、大地を砕き、海を割るほどの英雄の力は本来、霊体アストラルたいという矮わい小しような器に収まるものではないはずだ。それではなぜ、英雄などという規格外の存在が生まれたか？　その鍵かぎは、魂アニマにこそある──私はそう考えている」

（確かに、先生は英雄の力を最大まで解放しようとした直後に昏こん睡すい状態に陥った）

　英雄の力を解放する際、五段階の『門』を開くのだということはフィオから聞いたことがある。単に、力を解放する際のイメージだと思っていたが、そもそもなぜ『門』なのだ？

（門……入口、他の場所との境目……それが普段閉じられているのはなんでだ……？　力の消耗を抑えるため？　それとも……門を開きっぱなしにするのは、なにか不都合があるからか……？）

　例えば──門の向こう側から戻れなくなる、とか。

「先生の魂は……『門』の向こう側にある……？」

　口を衝ついて出たウェズリーの言葉に、ジルヴェステが「おや」という顔をする。

「どうやら、私と同じ推測に辿たどり着ついたようだな。英雄が力を制限するのに使う『門』という言葉は私も耳に挟んだことがあってね。私が言いたかったのはつまり、彼女は今、魂が身体からだの外に出ている状態なのではないか、ということだ」

「……どこかを漂っている、っていうことですか？」

「少し違う。魂でしか辿り着けない、あるいは魂だけが集う、ある種の『場』があると考えてみてくれ。英雄の真の力を解放する時、彼女の魂はむき出しの状態になっていたと私は推測している。伝承の中で精霊や妖よう精せいと呼ばれる存在に近いのかもしれない」

「精霊に妖精……まるで、おとぎ話じゃないですか」

「『英雄』とておとぎ話のようなものだよ。我々は英雄の実在は知っているが、そのからくりは知らない。英雄と精霊の不可解さの違いなど、その程度のものだ。──そして、肉体に戻り損ねた彼女の魂アニマは今、魂が行きつく『場』に、ある種の引力のようなもので引き寄せられ、迷子になっているのではないかな」

　黙り込むウェズリーに、「単なる推測だがね」とジルヴェステは付け加えた。

（もし、その推測が的を射ていたとして……なら、どうやって連れ戻せばいいんだ……？）

　目の前が暗くなる思いだった。

　ただ待っていれば事態が好転すると思っていたわけではない。だが、それではあまりに途方もない話ではないか。

「しかし、『場』というのは言いにくいな。なにか呼び名が必要か」

　ウェズリーが途方に暮れている一方、ジルヴェステは研究者らしい冷静さでそんなことを口にする。しばし宙を仰ぎ、

「そうだな……この世に非あらざる場所、さりとて死後の世界とも違う。そう──」

　虚空を泳がせていた視線をウェズリーに戻し、ジルヴェステは言った。

「辺獄リンボ──といったところかな」




　ウェズリーが病室を去る。と、隣接する研究室と繫つながる扉から声がかかった。

「……博士」

　扉の陰から顔を覗のぞかせたのは、薬品で変色したのだろう、まだら模様の白衣を着用した小柄な人物。針金のように瘦やせた体型で、背筋を極端に丸めているため実際の身長よりもさらに小さく見える。

　生まれてから一度も散髪したことがないのではないかというほどに長い前髪の隙すき間まから、ぎょろりとした目が覗く。肌は青白く、非常に不健康そうだ。その声は長年喫煙していたかのようにしゃがれているため、年ねん齢れいはおろか、性別さえもいまいち判然としない。

「……あいつら、もう出てった？」

　きょろきょろと病室を見渡しながら問う。そんな様子に、ジルヴェステはため息をつく。

「アーティ。姿が見えなかったが、今までどこにいた？」

「……戸棚の中」

「まったく……君の人嫌いも筋金入りだな。エドへの態度も悪すぎる。いつまでもそれでは、私の助手として問題があるぞ」

「……あの頭おかしいおっさんのテンションには付き合いきれない」

「エドの変人ぶりには同意するが、君も大概なものだぞ。……やれやれ、君はもっと早い段階から人と触れ合わせるべきだったかな」

　ジルヴェステは辟へき易えきした様子で肩をすくめる。

「……あんなバカそうな奴やつら必要ない。実験だけしてればいい」

「言葉には気をつけろ。特にエドの娘は聡そう明めいだぞ。我々とは得意分野が違うというだけだ。あれだけの説明で、魔導通信の基礎理論をつかんでいた。機能不全の原因については、私もまだ検証が済んでは……──」

　突然黙り込んだジルヴェステに、アーティと呼ばれた人物が首を傾かしげる。

「…………？　博士？」

「魔導通信の不調、間接的な観測──か」

　ふぅ、と息を吐つき、髪の毛をかきあげて天井を仰ぐ。

「……どうかしたの？」

「やれやれ──私の目も、曇っていたようだな。観測できるのならば、干渉もできる……こんな基本的なことを忘れるとは」

　ジルヴェステの目はベッドの上で眠るフィオに向けられる。正確に言えば、その左手首に巻かれたブレスレットに。

「ああ──そういうのもおもしろいな。英雄にはおあつらえ向きだ」

「……博士？　あのエルフのこと、なにかわかったのか？」

「いや、そっちはまだだ。だが、これはなかなか愉快な着想かもしれんぞ、アーティ」

　物憂げだった態度は一変、まるで格好の遊び相手を見つけた子供のように、ジルヴェステの目は爛らん々らんと輝いている。

　その様子に嫌な予感を覚えたのか、アーティが嫌そうに口をへの字に曲げる。

「……魔力結晶の生成はどうする？」

「君がやれ。私は新しい玩具おもちやを作るのに忙しい」

「……けど、二人でやらなきゃ目標数に届かないんじゃ……」

「君が二人分働けばいいだろう」

「……そんな無む茶ちやな」

「知っているか、アーティ？　一日は、二十四時間もある。つまり、寝なければ間に合う」

　あまりに無体な命令をするジルヴェステに、アーティは冷や汗をかきながら抗弁する。

「……えっと……ほら、肌とか荒れちゃうし……」

「濃硫酸をかけられた方が荒れると思うが、どっちにする？」

「…………やります」

　諦あきらめたように肩を落とし、アーティはとぼとぼと仕事に戻っていった。

「さて、忙しくなるな。まずは──」

　一方、ジルヴェステはこの非常時にも拘かかわらず、実に楽しそうな笑みを浮かべていた。

　結局のところ──ジルヴェステ・ハーシェルという研究者もまた、ある部分においてはエドアルトと共通する変人なのであった。
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　スゥ、スゥ──と。

　穏やかな寝息を立てるヒューイットの寝顔を間近から見下ろし、フィオはくすりと笑みをこぼす。

　場所によって禁制品が公然と出回るヴィクティムだが、反対に治安のいい区画もある。二人がいる木陰も、そういった区画に設けられた公園のひとつだ。こういったスペースに人手をかけられるのも、交易の中心地としての役割を持ったヴィクティムならではだろう。

　手入れされた芝生で寝そべるヒューイットは、フィオの膝ひざを枕まくらにうたた寝している。青葉の生い茂る木陰はちょうどよく日差しを遮り、草の香りをはらんだ風が頰ほおを撫なでていく。

　軽薄そうな薄笑いを浮かべていることが多いヒューイットだが、こうして眠っている顔を間近で見ると、少年のようですらあった。

　目を閉じていると、ヒューイットの体温と呼吸のリズムが伝わってくるようで、より一層ヒューイットの存在を身近に感じられた。

「まったく……わらわが仕事を片付けている間に、暢気のんきに昼寝か？」

　かけられた声に顔をあげると、青いドレス姿の子供──ではなく、気心の知れた貴族令嬢が、メイドと共にいた。

「ソーニャ様、ヘルベルカ様。おはようございます」

「うむ。と言っても、もう昼に近いがの」

　ヘルベルカは会釈すると、敷物を広げて二人分のスペースを用意する。手際よく、それでいて落ち着いた動作で、持っていたバスケットからサンドイッチなどの軽食を取り出す。保温効果のある容器に沸かした湯まで入れてきたらしく、ティーセットまで広げ始める。

「本日の茶葉は東部より取り寄せました。少々湯が冷めてしまいましたが」

「うむ、構わん構わん。はよう淹いれい」

「しかしソーニャ様、紅茶に含まれる成分は成長を阻害すると言います」

「だ・か・ら、なんじゃ！　なにか含むところがあるのなら言うてみよ！」

「いえ、所しよ詮せんわたくしめは一介の使用人。主あるじに物申すなど恐れ多い。ただ、ソーニャ様にはミルクの方がおすすめかと」

「おいこら、そこのメイド。今どこ見ながら言った？」

「もちろん、その慎つつましやかな──断だん崖がい絶壁ですが」

「言葉を選んだふりして突き落としよった！」

　そんなやりとりにくすくす笑っていると、ヒューイットが唸うなり声ごえをあげて身体からだを起こす。

「んー……？　なんだ、おまえら。仕事は終わったのか」

「なんだとはなんじゃ。こっちはお主が急に誘ってきたゆえ、急ぎで仕事を終わらせたというに」

「へぇへぇ、そりゃ悪かったね。忙しい貴族様にはもう声をかけないようにするよ」

「そ、そうは言っとらんわっ！　誘ってくれ！　寂しいじゃろ！」

「怒っている割には素直ですね……」

「それがソーニャ様のよいところです。実に扱いやすい」

　おおよそ主あるじに対する態度とは思えないヘルベルカの言葉に、フィオは曖あい昧まいに笑う。

　それからしばし、食事をしながら他た愛あいない話をして過ごす。

「平和ですねぇ……」

　青い空を緩やかに流れるはぐれ雲を見上げながら呟つぶやく。

（……なんだか、久しぶりにゆっくりできた気がするな）

　雲を目で追っていくと、ヴィクティム中央区に聳そびえる時計塔が目に入った。

「どうした、ぼんやりして？」

　心ここにあらずなフィオに、ヒューイットが声をかける。

「あ、その……ちょっと、時計塔を見てまして」

「ああ……そういや、去年の英霊祭に登ったっきりだな。また連れて行ってやろうか？」

「い、いえっ、結構です！」

　慌てて手をわたわたと振る。

　以前、ヒューイットに抱えられたまま身一つで垂直の壁を駆け上ったことがあるが、あの体験は一度で十分だ。

（…………あれ？）

　ふと──なにか、おかしなことがあったような気がした。

　見過ごしていても不思議はない、ごくごく微かすかな違和感。服の袖そでのボタンをひっかけたような、些さ細さいな引っかかり。けれど、それがなんだかわからない。

「フィオ？」

　首を傾かしげたヒューイットに顔を覗のぞき込こまれて、ハッとする。

「あの……、…………」

　なにか言おうとして、口を閉じる。

　なぜだろう。その違和感を追及するのは、よくないことのように思えた。

　そのままにしておいた方が、自分は幸福な日々を送れる──わけもわからないまま、そんな確信だけがあった。

「ん？」

「……いえ。なんでも、ありません」

　纏まとわりついた違和感を振り払うように首を振り、フィオはヒューイットに笑顔を向ける。

「ところで、今日のお夕飯はどうなさいますか？」

「そうだな──」

　他愛のない会話に意識を向ける。

　違和感は夏の日差しにさらされた氷塊のようにすぐに解け、跡形もなく消えていった。
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　ヴィクティムの北東、数十キロ地点の荒野。そこには今、おびただしい数の〈黙示録の獣アロステイア〉たちが、大地を埋め尽くさんばかりに集結していた。

　ただ一頭であっても、小さな集落であれば壊滅させかねない人類の天敵。それが数百頭も集う様は、まさにこの世の地獄と言えよう。

　異様なのは、その体たい軀くも形態も一切異なる獣アロステイアのすべてが、ある一方向を注視していることだ。

　そこは一見して、なにもないただの荒れ野だったが──不意に、周囲の大地が鳴動を始める。

　地震。この大陸において、しばしば観測される自然現象だ。だが、奇妙なことにその震源地は、獣アロステイアたちの視線が集まるその一点だ。

　突如、大地が隆起する。固い地盤を砕いて現れたのは、一本の黒い杭くいだ。杭は大地の下から押し上げられ、たちまちのうちに天に向かって屹きつ立りつする尖せん塔とうとなる。

　尖塔は押し上げられるほどにその太さを増し、放射状に地割れが広がっていく。

　やがて大地の鳴動が収まり、荒野が再び静けさを取り戻す頃──そこには、天を突かんばかりにそびえる、一本の大たい樹じゆが現れていた。

　根元の直径は、三十メートルを超えるだろうか。天高くそびえるその威容は、夜の闇やみの中にあってもなお黒く、月明かりをも寄せ付けない。

　遥はるか天を突く先端部に亀き裂れつが走る。次の瞬間、蕾つぼみが花開くように広がり、巨大な枝となる。そこから漏れ出すのは、霧状の黒い物質──瘴しよう気き。

　地上数百メートルの高さにそびえる禍まが々まがしい大樹は、それが自らの種子であるかのように、世界を腐ふ蝕しよくさせる呪のろいを吐はき出す。

　それはあたかも、大陸に寄生し、その生命を吸い上げているかのようであった。
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　夜が明け、決戦までの猶予は残り三日となったこの日。ヴィクティムの街は早朝から騒然としていた。

「なんだ、あれは……？」

　割り当てられたヴァルトシュタイン邸の自室からその光景を目の当たりにし、ウェズリーは空気を求めるように呻うめく。

　北東、恐らくは十数キロほど離れた地点か。ヴィクティム中央区の時計塔よりも遥はるかに高い大たい樹じゆが、わずか一夜にして忽こつ然ぜんと現れていた。

　あまりに距離が離れているため正確な高さは測りづらいが、百や二百メートルどころではない。

　到底、尋常な自然現象ではない。ましてや、夜の闇やみを塗り固めたかのようなその漆黒には見覚えがある。

「あれは……、〈黙示録の獣アロステイア〉、なのか……？」

　だとすれば、あまりにも異質。多くの獣アロステイアは虫や動物、鳥を模した姿をしている。先日は泥状の原始生物のような獣アロステイアも現れた。だが、植物というのは過去に例がない。

　住民たちのざわめきが、方々から聞こえてくる。

　ウェズリーは歯は嚙がみする。

　まずい状況だ。この異様な敵の姿を目にしては、住民たちの不安が高まる。

　ウェズリーはローブを引っつかむと、いてもたってもいられず部屋を飛び出していった。




　ウェズリーがエドアルトの執務室に飛び込むと、既にそこにはソーニャやヘルベルカ、キリエ、ジルヴェステといった都市防衛の主だった面々が揃そろっていた。むしろウェズリーは出遅れたらしい。

「来たか」

「状況は!?」

　勢い込むウェズリーをなだめるように、エドアルトは着席を勧める。

「こちらも大したことは把握できていない。まずは落ち着くことだ」

「そんな悠長なことを言っている場合じゃ……！」

「そうですよ～。焦ってたっていいことはありませんしー」

　聞き覚えのある声。

「……シスター・コレット？」

　エドアルトの隣で、修道女風の衣装をまとった女性が手を振りながら微笑ほほえむ。

「どもども～。お久しぶりです～。箱舟教団のかわいいシスターさん、コレットです♪」

　顔の前で横ピースしながら、コレットは言った。

「なんであなたがここに」

「やだなぁ～もう。つれないですねぇ。この一大事に動いてこその箱舟教団ですよ？」

「箱舟……ああ、あれか。王室直属の情報調査室」

　どうやら、初の顔合わせとなるらしいジルヴェステも、既に箱舟教団の裏の顔を把握しているらしい。

「なるほど……頭の悪そうな演技をすることで本来の肩書を隠しているということか」

　得心顔のジルヴェステに、コレットは小動物のようにくりっと小首を傾かしげ、

「いえ、わたしの性格は素ですよ？　室長にも『貴公は元気なだけが取り柄だな』ってよく褒められるんです～」

「それ褒めてないじゃろ」

　ソーニャが半分閉じた目でコレットを一いち瞥べつする。

「というか、いつの間にヴィクティムに入っていたんじゃ？」

「つい今しがたですよ～。重要な情報をヴィクティムの皆さんにお伝えせねばと思い、獣アロステイアひしめく荒野を命がけで駆けてきましたー」

　さらりと言うが、この状況でよくもまぁ辿たどり着つけたものだ。

「……なんとなく、お主はどんな状況でもちゃっかり生き残りそうな気がするが……まあいい。聖王都の方はどうなっておる？」

「あちらは今、生き残った人々も散り散りになってまして。生き延びるのに精いっぱいで、まとまった戦力が確保できないのですよ～」

「覚悟はしておったが、やはり東部は当てにはできんか……」

　状況の悪化に、暗い顔になるソーニャ。












「それで、情報というのは？」

　促すウェズリーに、コレットは頷うなずく。

「はーい。それでは本題に入りますね～。きっと皆さんも気にしていらっしゃるでしょうけど──あの黒い樹きのことです」

　一同の表情が引き締まる。

「あの樹が地上に現れたのは、深夜のことです。場所は荒野に集結した〈黙示録の獣アロステイア〉の群れのすぐそば、ヴィクティムから見れば、群れを挟んだ向こう側ということになりますね。付近に潜伏して、獣アロステイアの様子を観察していた仲間からの情報です」

　ウェズリーも数キロ地点まで偵察に行った場所だ。あの時、群れの周囲にそれらしい兆しはなかった。となれば、本当にわずか一夜にしてあの大たい樹じゆは現れたことになる。

「報告によると、あれの高さはおよそ四百メートル──天頂部から枝が広がり、周辺に瘴しよう気きを放出しているようです」

「つまり、枝葉のように見える部分は、すべて瘴気というわけですか」

　厳しい面持ちで確認するウェズリーに、コレットは「そうなります」と首を縦に振る。

「いったい、どういうつもりでそんなこと……」

「どうもこうもないだろう」

　ソーニャの疑問に、ジルヴェステがうんざりとしたように吐はき捨てる。

「なかなかどうして、効率のいい手を思いつく。どうやら、本格的にこちらを滅ぼすつもりらしいな」

「どういうことじゃ？」

「あの大樹は、瘴気をばら撒まく装置ということだ。気流に乗った瘴気はやがて大陸中の空を覆い、人々に降り注ぐ。そうなれば前線も後方もない、呼吸するだけで人は死ぬ」

　事態の深刻さに気付いたキリエが、顔色を失なくす。

「……それって、かなりまずくない？」

「大いにまずい。あの勢いだと、数日もあれば巻き込まれるだけでほぼ即死するほどの瘴気が大樹周辺を覆いつくすだろう。つまり──大陸の中心に不可侵領域が生まれる」

「うへぇ……」

　キリエが嫌そうな顔をする。

　不可侵領域──レムニア大陸西端に位置する、高濃度の瘴気に汚染されたため放棄された土地だ。常時高濃度の瘴気に包まれており、一刻とて人が生きていられる環境ではないと言われている。

「一度臨界値まで瘴気濃度があがれば、もはや近づくことは不可能。大樹からあふれ出した瘴気は風に乗り、やがて大陸全土を覆うだろう。猶予は……およそ四、五日というところか。この期間を過ぎれば、大樹には近づけない。つまり、人類の滅亡は不可避となる。元から設けていたあと三日という期限が、そのまま人類生存のタイムリミットになったわけだ」

　ククク、と厭えん世せい的てきに笑うジルヴェステ。

「君たちの報告にあった泥状の獣アロステイアにも驚いたが、今度は植物とはな。──まったくもって、我ら人類の仇きゆう敵てきは退屈させてくれない」

　どこか楽しむようなニュアンスで、皮肉っぽく唇を歪ゆがめてジルヴェステが嘯うそぶく。

「戦術の見直しが必要だな」

　いつになく厳しい面持ちで、エドアルトが口を開く。

「群れがなぜ動かないのか疑問ではあったが──つまり、あの軍勢は攻めるための戦力ではなく、守りのための戦力だったというわけだ。……これで、我々の敵は〈黙示録の獣アロステイア〉の軍勢だけではなくなった。あの大たい樹じゆを破壊する手段を考えねばならん」

　エドアルトはしばし黙し、

「これより、かの大樹を《破界樹イルミンスール》と呼称する」

　一同を見渡し、宣言する。

「三日後の決戦は、〈黙示録の獣アロステイア〉の群れの殲せん滅めつと、《破界樹イルミンスール》の完全撃破、この二点を目的とした両面作戦となる！　これよりの三日間、より一層気を引き締めよッ！」




「状況をまとめます」

　一同の視線を受け、進行役のヘルベルカが話を進める。

「箱舟機関の情報によれば、現在、ヴィクティム北東十数キロの地点に展開している〈黙示録の獣アロステイア〉の数は、最新の情報では約四百体。エールスベルク近郊で確認された新種、ヘカトンケイル型を含んだ群れです。特筆すべきは、かの獣アロステイアは陣形をつくるような並び方をしていることです」

「具体的な隊列は？」

　エドアルトの問いに、怜れい悧りな表情のメイドは即座に情報を並べる。

「最前列には、約二十体のヘカトンケイル型が一列に並んでいます。報告にあった砲撃能力を鑑かんがみれば──」

「砲兵部隊、というところか。人類同士が元気に争っていた頃の戦術だな。歴史にまで興味を示すとは、なかなか勉強熱心なことだ」

　ヘルベルカは頷うなずいて続ける。

「その背後には比較的小型の獣アロステイアが固まって布陣しています。これらの獣アロステイアは今も各地より集結しているようです」

「〈黙示録の獣アロステイア〉が一か所に引き寄せられている、か……五年前の防衛戦を思い出すな。だとするとやはり、破界樹は神化個体と同様の性質があると考えるべきか……いや、あれが現れるより以前に、獣アロステイアは統率が取れていたな」

　疑問を提起するエドアルトに、ジルヴェステが推測を述べる。

「恐らく、地下に潜む泥の獣アロステイア自体が情報網を構築していたのだろう。地下に広がっていた泥が一か所に集中し、破界樹の姿をとって地上に出てきたと考えれば、いろいろと説明がつく」

「既に獣アロステイアどもは地下で葉脈のように勢力を伸ばしていたということか……」

「笑えるな。地上で人間がいじらしく領土を守っていたというのに、その足元はとっくに獣アロステイアに奪われていたとはな」

　皮肉げに喉のどを鳴らし、天井を仰ぐジルヴェステ。

「いやはや、獣アロステイアどももなかなかに皮肉が効いているじゃないか。人が絶望に抗あらがい、俯うつむかずに上を向いて生きようとしている間に、その足元に潜んでいたとは」

　くくく、と可お笑かしそうに言う様子に、ソーニャが眉まゆをしかめる。

「……ハーシェル博士、笑うところではないと思うがのぅ」

「いや失敬。どうにもわたしの笑いのツボは他人とずれているようでね。こればかりは容赦してくれ、エドの娘」

「ソーニャじゃ。父上の付属物のように呼ぶでない」

「これは失敬した、ソーニャ君」

　まったく反省していないどころか、面白がるようにソーニャに視線を向ける。好奇の目に、ソーニャはむず痒がゆい思いをする。

「というか、父上とハーシェル博士が同輩ということが未いまだに解せんのだが……」

　ジルヴェステの外見は二十代後半か、せいぜい三十前後といったところだ。四十代を終えようとしているエドアルトと王立学院における旧友というのが、どうにもしっくりこない。

「エドと最初に会った時、私は十歳だったからな」

　ぎょっと目を剝むくソーニャに、エドアルトが補足説明する。

「吾わが輩はいは父上……つまり、ソーニャの祖父の手伝いもあって、学院には休学しながら通っていたのもあるが、ジルは飛び級を繰り返した天才だ。確か今年で──」

「エド、わたしが君のやんちゃの証拠をいくつ握っていると思っている？」

「うむ、ジルの年ねん齢れいはとっくにカンストしているからして。加齢という概念とは無縁なのだよ」

「父上……なにを握られておるのじゃ……？」

　脇道に逸それた会話を本筋に戻すべく、ヘルベルカが咳せきばらいをひとつ。

「話を戻します。現状、ヴィクティムに集結している戦力は、訓練を積んだ正規兵と志願した民兵が半々で、合わせて約六百。〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いでは三倍の頭数を用意するのがセオリーですので、この時点で人手不足は否いなめません」

「そこから先は吾わが輩はいから説明しよう。──人数そのものにも問題はあるが、今回に限って籠ろう城じよう戦は下策だ。ウェズリー君たちの報告から考えれば、ヘカトンケイル型の砲撃は外壁を越え、市街地に降り注ぐことになるだろう。そうなれば、避難民の被害は甚大となる。つまり──我々は、荒野で奴やつらを迎え撃たねばならん」

　わかっていたこととはいえ、心臓を締め付けられるような感覚があった。

　一般兵士にとって獣アロステイアの前に身をさらすというのがどういうことか、それは誰もが知っている。ましてや、戦力の半数は民兵なのだ。

「ひとつ、現状でこちら側に利点があるとすれば、それは危機と表裏一体。つまり──敵の指揮官と思おぼしき個体が姿を現したことだ」

　眼鏡の奥の双そう眸ぼうが光る。

「《破界樹イルミンスール》──あれを破壊できれば敵の指揮系統は瓦が解かいし、『四百頭の獣アロステイアの軍勢』は、『四百頭の獣アロステイアの寄せ集め』になる」

「推測の域を出ないな」

　ジルヴェステが反論する。

「第一、いずれにしても四百頭もの獣アロステイアを真っ向から向かい打たねばならないことに変わりはない。数の有利は以前、あちらにあるぞ」

「無論のこと、獣アロステイアたちが依然大きな脅威であることは変わらん。ましてや、こちらは獣アロステイアの軍勢を押しとどめる本隊と、破界樹を撃滅する決戦部隊とに戦力を別わける必要がある。状況は厳しい。が、いずれにせよ、破界樹を叩たたかんことには人類の命運は尽きる。選択の余地はない。──それにだ、ジル。単純な数の不利を補うためのものを、我らは持っているだろう？　知恵という、霊長類最大の武器を」

　呆あきれたように吐息するジルヴェステ。

「それを言われては、学究の徒である私としては、引っ込まざるを得ないな」

　これが、現状における最適解。綱渡りのような策を、幾度も成功させなければならない。それが上う手まくいったところで、犠牲は大きいだろう。

　なんとも頼りない策だが、策を実行できるだけの戦力をかき集められただけでも奇跡なのだ。ならば──

（さらなる奇跡を引き寄せるため、僕は僕の役割を果たす）

　自分の全霊を込めて、今にも途切れそうな細い希望を手繰り寄せる──それが、ウェズリーが自身に課した役割だ。

　だからこそ──

「本隊は吾輩が指揮するとして、決戦部隊は……」

「僕がやります」

　ウェズリーは躊躇ためらいなく手を挙げる。

「危険じゃ！　お主を失っては、元も子もないっ！」

　ソーニャが目を剝むいて身を乗り出すが、ウェズリーは毅き然ぜんと首を振る。

「逆ですよ、ソーニャ様。僕を英雄として認める空気は作りました。けど、中には懐疑的な人もいた。特に兵士の中に多い。──僕にはなんの実績もなければ、王や貴族のような信用に足る血筋でもない。だからこそ、民衆の目の前で成果を見せなければいけない。民衆を死地に駆り立てるなら、その先頭は僕であるべきだ」

　ウェズリーの硬い決意を見て取り、ソーニャは奥歯を嚙かみしめる。

「……ただでさえ人手不足なのじゃ。護衛はそう多くは出せんぞ」

「決戦部隊の人手は最小限で大丈夫です。むしろ、機動力が必要になる以上は、その方が動きやすい」

「だとしても、無む茶ちやじゃ。ヘカトンケイル型の砲撃を攻略し、四百頭の獣アロステイアの群れを突破したうえで、破界樹を撃滅する……暗くら闇やみで針の穴に糸を通すようなものじゃ」

「向かう先が暗闇でも、ロウソクの火くらいは用意できますよ。ヘカトンケイル型にしても、弱点がないわけじゃありません」

「ならば、ウェズリー君に任せよう。全体の指揮は吾わが輩はいに任せたまえ。荒野での戦術については案がある。兵士たちにもその準備をさせているよ」

「そういえば、父上はしばしば街に繰り出しておったのぅ。てっきり、仕事をさぼっていたのかと思っておったが」

「娘がパパのことまったく信用してくれてないっ！」

　大おお仰ぎように両腕を広げ、天井を仰ぐエドアルト。

「しかし父上、やはり自殺行為ではないのか？　兵とは言っても、都市防衛の訓練を受けただけの者たちに、英雄のように身をさらして戦えというのはあまりに酷というものじゃ」

「ソーニャ。人には知恵がある。歴史の中で編み上げた、戦術がある。昨日今日整列することを覚えただけの獣アロステイアなど、赤子の行進も同じだ。なにも無策で挑もうというわけではない。──そうだな、ジル？」

　エドアルトの目くばせに、ジルヴェステは唇の端に笑みを刻む。

「無論だ。大した脳髄も持ち合わせていないケダモノ風情が、人間わたしと同じ領域に上がろうなど、不快極まりない」

　口唇を吊つり上あげ、凄せい絶ぜつとすら言える嗜し虐ぎやく的な笑みで、ジルヴェステは言った。

「もう一度、這はいつくばらせてやろうじゃないか。ケダモノにはケダモノに相応ふさわしい領分があるのだと、骨の髄まで、血の一滴にまで、刻み込んでやろう。──貴様らはしょせん、知性に蹂じゆう躙りんされるべき野生なのだと」




「父上」

　会議が終わり、それぞれが持ち場に散って行く中、ソーニャはエドアルトに歩み寄った。

「あの泥は、獣アロステイアを生み出すこともできるという。これから敵がさらに増える可能性もあろう。……いっそ、今すぐに打って出るわけにはいかんのか？　これ以上、敵戦力が増えんうちに」

「……ふむ」

　神妙な顔で訴える娘に、エドアルトはやんわりと首を振る。

「ソーニャ。確かに、それもひとつの手ではある。だが、この都市に集まったのは所しよ詮せん、寄せ集めの兵たちだ。決戦に備え、訓練を施す必要がある。期限を七日間と定めたのは、それまでにできる限りの戦力を結集させるためもあるが、最低限の訓練を施すためでもあるのだ。今すぐ無理に決戦を挑んだところで、全滅するだけだ。あと三日、付け焼刃ではあるができることをせねばならない」

　エドアルトはそっと、ソーニャの肩に手を置く。

「ソーニャ。ウェズリー君が心配なのはわかる。フィオ君がいない間に、彼女の弟子を危険な目に遭わせたくないのだろう？　だが、今は成すべきことを成せ。それが、ヴァルトシュタイン家の者の務めだ」

　押し黙るソーニャの肩から手を放し、エドアルトは食堂を後にした。

　──これは、わがままなのだろうか。

（いざ戦となれば、わらわにできることはたかが知れておる……）

　五年前の戦いを思い出す。あの時、獣アロステイアに門を破られた後のソーニャはただただヘルベルカに手を引かれ、逃げるばかりだった。その果てに、ヘルベルカは自分を庇かばい、重傷を負った。

（あんな思いは、二度とごめんじゃ……もう、なにもできないままではいたくない──！）

　ソーニャはしばし俯うつむいていたが──不意に、顔をあげる。

　既に弱気はない。決然とした意志を宿した瞳ひとみ。それは、なにかを決意した者の顔だった。







　ヴァルトシュタイン邸の片隅にある馬屋。本宅から離れたその場所で、なにやら悪戦苦闘する小さな影がひとつ。

「むぅ……うまく結べんな」

　馬の鞍くらに荷物を括くくり付けようとしているのは、場違いな青いドレス姿のソーニャだ。

　やがて満足したように頷うなずき、自画自賛する。

「ふむっ。こんなもんじゃろう」

「それではすぐに落ちてしまいますよ」

「ぬなぁっ!?」

　突然背後からかけられた声に、心臓が口から飛びだしかけた。

　そこには、ヘルベルカが音もなく立っていた。

「お、脅かすでない！　気配を消して近寄るなっ、心臓に悪いわっ！」

「単にソーニャ様が鈍いだけですが」

　ヘルベルカは主あるじの目をじろりと覗のぞき込こむ。

「なにをしておいでで？」

「う、馬の世話じゃ！　見てわからぬか！　こう見えてわらわは動物が好きじゃからなっ！　ちょっと世話をと思って……」

「なるほど。では、なぜ鞍くらが装着されているのでしょう」

「は、外し忘れたのではないか？」

　視線を泳がせながら言うソーニャ。ヘルベルカは鞍を一いち瞥べつし、

「前後の向きが逆ですが」

「う……」

「馬屋を任されている者が犯すようなミスではありませんね」

　ジーっと。目を逸そらすソーニャを、ヘルベルカの物言わぬ視線が至近距離から無言のまま問い詰める。

　やがて、ソーニャは観念したようにため息。もはや隠せないと居直ったのか、まっすぐにヘルベルカに向き直る。

「食料の分配なら、メイドたちにやらせておけ。わらわは他にやることがある」

　ヘルベルカはつと顎あごに指を添える。

「これは遠出の準備ですね。この非常時に、どこへ行かれるおつもりだったのです？」

「援軍を呼ぶ」

「援軍……？」

　ヘルベルカは怪け訝げんそうに目を眇すがめる。

　現在、大陸全体が混乱の中にある。無類の機動力を誇る魔導船ブラズニールによってかき集められた戦力はわずかだ。そんな状況で、『援軍』と言えるほどの戦力を『呼ぶ』とはどういうことなのか。

「いったい、どこにそんなものが？」

　ヘルベルカの問いに、ソーニャは口にするのを一瞬躊躇ためらい──腹を決めたように、言う。

「────じゃ」

　ヘルベルカが目を見張る。

「ソーニャ様、それは」

「わかっておる、無謀だと言うのじゃろう。だからこそ、一人で行こうとしておったのじゃ。……止めるか？」

　覚悟を決めたソーニャの視線に、ヘルベルカが返事を躊躇ためらう。

　と──




「くくく……話は聞かせてもらった」




「「っ!?」」

　押し殺した含み笑いに、ヘルベルカはソーニャを庇かばうように前へ出る。

「……何者です。姿を見せなさい」

「だ、誰じゃ!?　もしや父上かっ!?」

　警戒の声をあげる二人に、声は「ふっふっふ……」とたっぷり間を置き──

「じゃーん！」

　すぐそばの干し草を撥はね除のけ、中に埋まっていたコレットが姿を現した。

「エドアルト様だと思いました？　残念っ！　清せい楚そ可か憐れんでミステリアスなシスターさんでした～！　びっくりしました？　ねぇねぇ、びっくりしまげばっ!?」

　バチン、とヘルベルカに横っ面を張り倒され、再び干し草の中に沈むコレット。が、ばね仕掛けの玩具おもちやのように、すぐさま跳ね起きてくる。

「なにするんですかーっ！　危うく馬ば糞ふんに顔面からダイブするとこでしたよっ！」

「失礼。突然起き上がってきたものですから、咄とつ嗟さに」

「咄嗟にっていう割にはわたし結構喋しやべってましたけどっ！」

「というか……なにをしておるんじゃ、コレット」

　ソーニャが割って入ると、コレットは割とあっさり引き、ソーニャに向き直った。

「あ、はい。わたし、せっかく情報をお知らせに来たんですけど、伝えてしまったらやることがなくって。でもでも、みんな忙しくしている中、お屋敷に部屋を用意してもらうのもなんだかなー、って気が引けて、お馬さんと寝床をシェアしてたんですよー」

「なにもそんな場所で寝ずとも……」

「大丈夫ですよー、慣れてますから。宿代が無いときは、いつもこうしてるんで」

「うむ……もうよい、それ以上言わんでいい……」

「視線が生暖かいんですが。それたぶん、シスターさんに向ける目じゃないですよね」

　ソーニャの視線は、不ふ憫びんなものを見る人のそれだ。

　と──

「それはともかく──さっきの話、本気ですか？」

　うやむやになればと思っていたが、そうはいかなかったらしい。

「聞いていたか。──無論、本気じゃ。伊だ達てや酔狂でものを言える状況でもあるまい」

「……無む茶ちやをなさいますね。最悪、言葉も交わさずに殺されるかもしれませんよ」

　脅すようなコレットの言葉に、ヘルベルカも頷うなずいて同意する。

「それに関しては、そこの馬ば糞ふんシスターと同意見です、お嬢様」

「あれ？　今、清せい楚そ可か憐れんなシスターさんになんて呼び方しました、この人？」

　どうにも嚙かみ合あわない二人のやり取りは置いておき、ソーニャは続ける。

「元より覚悟の上じゃ。すべて承知の上で、わらわは自分にできることをしたい。……お主は来ずともよい、ヘルベルカ。ただでさえ今、都市から出るのは危うい。それに、たとえ辿たどり着ついても、無事に帰れる保証もないからの」

　ヘルベルカはしばしソーニャをまっすぐに見据え、やがてため息交じりに言った。

「鞍くらもろくに着けられない方が、なにを言っているのですか」

「う、うるさいのぅっ！　ちょっと間違えただけじゃっ！」

　顔を真っ赤にするソーニャの横を通り、ヘルベルカは馬の鞍を装着しなおす。

「ヘルベルカ……？」

「ヴァルトシュタイン家のメイドたるもの、灼しやく熱ねつの砂漠であろうと、絶対零度の凍土であろうと、主あるじの傍そばに侍はべるが務め」

　かすかな笑みを口元に浮かべ、ヘルベルカは言う。

「付き合いましょう。この身が朽ちる、その時まで」

「……来るなと言うても、聞きそうにないのぅ」

　苦笑するソーニャ。

「よかろう──ならばついてまいれ。じゃが、わらわより先に死ぬことは許さん。生きて戻る覚悟だけ携えてくるがいい」

「御意に」

　そうして、ヘルベルカもまた自分が使う馬の準備を始める。そこへ、

「ふふ～ん。お二人とも～、な・に・か、お忘れではありませんか？」

　得意げな顔で、コレットがぴょんとステップを踏みながら近づいてくる。

　ソーニャとヘルベルカは顔を見合わせ、

「なんじゃ、お主まだおったのか」

「口止め料を所望ですか？　浅ましいですね、シスターというのは」

「あっれー？　なんかわたしものすっごく失礼なこと言われてません？　自分では割と重要な立ち位置にいると思うんですけど？　けど？」

　ソーニャはめんどくさそうにコレットを見やり、

「それで、なにが言いたいんじゃ？」

「お付き合いしますと言っているんです！　わたしを誰だとお思いですか？　乱世に揺れる人々の心を救う、箱舟教団の清せい楚そ可か憐れんな巡回シスターとは仮の姿！　その実態は～──王室直属の極秘調査機関、箱舟機関のエージェントですよっ！」

「極秘調査機関って、大声で名乗ってもいいものなのかのう」

　コレットはしばしきょとんとして、

「……はっ！　しまった、これは機密です！　だって極秘機関ですから！　誰にも言わないでくださいね！」

「こやつ、年々頭が悪くなってないか……？」

　とはいえ、箱舟機関の情報網が役に立つのは事実だ。旅をして回っているからこその土地勘もあるだろう。

　コレットは頰ほおを膨らませて憤慨する。

「むーっ。バカにしないでくださいっ。ソーニャ様の目的地については、わたしも報告書に目を通したことありますから、大体の位置はわかりますよぅっ！」

（古い文献を頼りに、大おお雑ざつ把ぱな捜索を行うよりはずっと現実的か）

　そう判断し、ソーニャは肩をすくめる。

「……まぁ、よいか。邪魔にはならんじゃろ」

「ええ。万が一、獣アロステイアに襲われた際には役に立ってもらいましょう。生いき餌えとして」

「おっとぉ、聖職者に対してなんてこと言うんでしょー、このメイドさん。神の罰が下りますよー」

「その時は丁重におもてなししましょう。神殺しくらいできずして、なにがメイドですか」

「メイドって、狂戦士かなにかの別名なのでしょうか？」

　そんな二人を眺め、ソーニャはため息をつく。

（やっぱり、この組み合わせは失敗だったかもしれんのぅ……）




　エドアルト宛あての書置きがソーニャの部屋で発見されたのは、それから一時間後のことだった。





　　　３






　ヴィクティム東部の荒野。ウェズリーとキリエは高台に馬を止め、天にそびえる漆黒の大たい樹じゆの様子を窺うかがっていた。

「──キリエ、樹きの上の方を見てみろ」

　双眼鏡を渡そうとするが、すぐに受け取ろうとしない。見れば、なにやら心ここにあらずという風に、ぼーっと荒野を眺めている。

「おい、キリエ……キリエっ！」

「……え？」

「どうした、眠いのか？」

「……別にそんなんじゃないっしょ」

　受け取った双眼鏡をのぞき込むキリエ。にわかに表情が強こわ張ばる。

「あの葉っぱに見えるとこ、あれが──」

「ああ……高密度の瘴しよう気きだ。少しずつ広がってる。このまま放ほうっておけば、空をまるごと覆いかねない。ヴァルトシュタイン卿きようが定めた決戦の決行まで、あと三日……今のペースならそれまではもちそうだけど、油断はできない」

　馬首を返し、高台を降りる。控えていた十人ほどの騎兵の中から、若い兵士が不安そうに尋ねてくる。

「英雄殿、あれはなんなのでしょうか……？」

　他の兵士たちも一様に不安や怯おびえを表情に滲にじませ、ウェズリーを見ている。

　ウェズリーは視線に力をこめ、一同を見渡す。

「あれが敵軍勢の中心となる〈黙示録の獣アロステイア〉だ」

「あ……あれも獣アロステイアなのですか!?」

「あんなの、どうやって戦ったら……」

　弱音を吐はき、ざわめく兵士たち。

「臆おくするな！」

　ウェズリーの一喝に兵士たちが静まり返る。

「敵の指揮官の位置がわかったのなら、むしろ好都合だ。あれを倒せば敵の指揮系統は乱れ、戦力は半減する」

　力強く断言するウェズリーに、兵士たちの顔に希望が戻る。

　キリエが小声で話しかけてくる。

「ものは言いようだよね。ほんとはそんな簡単な話じゃないっしょ」

　皮肉っぽく言うキリエを一いち瞥べつ。

「……そうだな。確証があるわけでもない。それでも──たとえ偽りでも、希望を提示し続けるのが、僕の役割だ」

「あんたはそれでいいの？」

　その問いには、多くの意味が込められていた。今、ウェズリーがやっていることは、彼が語ってきた夢とは真逆の行為だ。

「──今更だよ、キリエ。英雄を騙かたると決めた時から、僕は噓うそを重ねている。兵士に希望を持たせて、死地に歩かせるため、これからも噓を重ねていくさ」

　自じ嘲ちよう気味に笑い、ウェズリーは顔を背ける。

「……ウェズリーはすごいね」

　ぽつりと、キリエが言う。

「あたしは、あんたみたいにはなれない。大義とか、大勢の人のためとか……そういうの、よくわからないんだ」

　ウェズリーは怪け訝げんそうにキリエを見る。

「なに言ってるんだよ。おまえだって、先生から英雄の力を継ぎたかったんだろ」

「それは、そういう役割だったってだけ。あたしには、やりたいことって、ないから」

「役割……？」

　奇妙な物言いに、ウェズリーは眉まゆをひそめる。

「それって、どういう……、──ッ」

　言いかけ、不意に表情をこわばらせる。

「キリエ、この音聞こえるか!?」

　キリエは困惑の表情を見せてから、はっと顔色を変える。

　かすかに聞こえるのは、空気を裂くような甲かん高だかい音。

「笛の音……このパターンは──救難信号だ！」

「……あっち！」

　キリエが指さしたのは、ほぼ真南だった。

（この状況だと、獣アロステイアに襲われてると考えるのが妥当──一度ヴィクティムに戻って救援を要請……いや、それじゃあ遅い！）

　ウェズリーは即断する。

「このまま援護に向かう！　一人は援軍を呼びに行け！　残りは僕についてこい！」

　真っ先に駆けだすウェズリーに、兵士たちも慌てて続く。

（間に合うか……!?）

　恐らく、ブラズニールによる生存者の捜索から漏れた小さな村からの避難民だろう。どれだけの規模か、獣アロステイアの数はどれだけか──情報は一切ない。

　突発的な事態ではあったが、ウェズリーは懐かしいものを感じる。

（……こういう展開にも、この一年で随分慣れたな）

　ただし、これまでとは大きく違う点がある。

　普段は抜けているが、戦場においては誰よりも頼りになった師が、隣にいない。今は逆に、自分が付き従う者たちの命を守る立場だ。その重圧が、肩にのしかかる。

（先生も、こんな気分だったのかな……）

　少しだけよぎった弱気を、腹の底からの大声で振り払う。

「総員、戦闘準備ッ！」

　進む先に、砂さ塵じんを巻き上げて突き進む馬車が見えてくる。その後ろに追おい縋すがる、十頭余りの獣アロステイアの群れも。

「魔術師メイガスは最大火力をいつでも撃てるようにしておけ！　合図で側面から一斉掃射を浴びせろ！　そこから僕らが切り込んで群れを散らす！　あとは出すぎず、獣アロステイアを牽けん制せいしながら避難民を南門まで誘ゆう導どうしろッ！」

　ウェズリーは杖つえを掲げ、振り下ろすと同時に叫んだ。

「──撃てッ！」




　獣アロステイアとの接敵から、およそ十分。

「全員入った！　閉じろ！」

　最後の馬車が外壁の内側に収容されるのを確認し、ウェズリーは門を閉じるよう兵士に指示を出す。

　蝶ちよう番つがいを軋きしませ、重厚な門が閉じられる。叩たたきつけるような音が続いているのは、獣アロステイアが門に体当たりを繰り返しているからか。

　壁を背に立ち、ウェズリーは膝ひざをつきたいのを必死にこらえる。

　バケツの水を被かぶったかのように全身が汗でずぶ濡ぬれだ。心臓は胸骨を突き破るのではないかという勢いでバクバクと収縮を繰り返している。

　荒い呼吸を落ち着かせようと、細く長く肺の中の空気を一度出し切る。

（……誰かを守りながら戦うっていうのは、こんなにきついものなのか……）

　体力以上に、精神的な消耗が激しい。

（あと何回、これを乗り越えなければいけない……？）

　一瞬、暗あん澹たんたる思いが首をもたげる。その弱気を振り払うように、ウェズリーは首を振って汗を袖そでで拭ぬぐった。

　腹に力を入れ、背筋を伸ばす。失望させるわけにはいかない。どんな時でも誰かが自分を見ている。

「被害状況は？」

　手近な兵士を捕まえて問う。

「はっ！　現状、死者が一名、重軽傷者が四名となっておりますっ！」

「そうか……呼び止めて悪かった。仕事に戻ってくれ」

　敬礼して去っていく兵士の背中を見送り、ウェズリーは俯うつむく。

　死者一名──必要な犠牲だった、などとは言いたくない。

　これが現実だ。戦えば、人は死ぬ。戦わなくても、いずれ全滅する。あといくつの屍しかばねを越えねばならないのか──

「災難だったな、英雄」

　不意に、背後から声をかけられた。振り向くと、銃を肩にかけたザックがこちらに歩いてくるところだった。

　──街に逃げ込もうとする馬車に追おい縋すがる獣アロステイアに対し、壁上からの援護があったが、その中にこの男も加わっていたらしい。

「……あんたにその呼び方をされると、皮肉にしか聞こえないな」

「おいおい、ひっでぇなぁ。成り行きとはいえ、この街に守られてる身の上だ。こっちは少しでも役に立とうと励んでるってのによ」

　冗談ぽく肩をすくめるザック。相変わらず軽薄な態度ではあったが、どうにも憎めないのは相変わらずだ。

　ウェズリーはため息をつき、収容された避難民を見渡す。

　数台の馬車に乗り合わせた避難民は、三十名ほどか。ひとつの村から総出で逃げてきたにしては、少々人数が少ない。恐らく、ここにまで到達できなかった者もいるのだろう。それでも、ここまで逃げ込めたことは奇跡に近い。

　それが達成できたのは、彼らを守る存在があったからだろう。

「傭よう兵へい団……か」

　避難民は傭兵団によって守られていた。ウェズリーたちが奇襲をかけて獣アロステイアの群れに打撃を与えると、傭兵たちは即座にその動きに合わせてきた。打ち合わせもなかった割には、随分と洗練された動きだった。よほどの腕利きが揃そろっているのだろう。ここまで辿たどり着つけたのも納得できる。

　と──

「いやー、助かったぜ。あんたたちのおかげでどうにかなった」

　背後からかけられたしゃがれ声に振り向く。

　そこにいた男は、ウェズリーの顔を見るなり目を丸くした。

「ん？　おまえさんは……」

「あんたは……」

　見覚えのある男だった。深く刻まれた皺しわは年月を感じさせ、蓄えられた白い髭ひげは傷の残る厳いかめしい顔つきに、どこか愛あい嬌きようを与えている。

「妙に元気のいいのがいるとは思ったが……なるほど、おまえさんたちなら納得だ。この前は世話になったな」

　ニヤリと笑みを浮かべたのは、わずか数週間前、獣アロステイアに襲われた村で出くわした傭兵団の団長だった。

（まずいな……）

　気さくに笑みを浮かべる傭兵団長だったが、ウェズリーは内心で焦っていた。

　この男には、自分の実力を知られている。となれば、英雄を名乗る現在のウェズリーの境遇に疑問を持たれかねない。差しあたって、身近な人間から情報が漏れるのは防がなければならない。

「ザック、余計なことは……ザック？」

　小声で注意を促そうとするが、いつの間にかザックは消えていた。

「どうかしたのか？」

「……いや、なんでもない」

　ともあれ、傭よう兵へい団長に向き直り、意を決して切り出す。

「変なことを言うようだけど、僕たちと前に会った時のことは、黙っていてくれないか？」

　唐突な申し出に、傭兵団長は顎あご髭ひげを撫なでつつウェズリーを見据える。

「さっきの部隊、おまえさんが指揮をしていたな」

　さすがによく見ている。

　──現状、ウェズリーが英雄を継いだものとして認められているのは、人目を集めて行った演出の効果が大きい。

　当初、ウェズリーはできることならこの都市に避難しているすべての民衆の前で英雄の宣言を行うつもりでいた。しかし、そこでエドアルトが待ったをかけた。

『人は希望を疑うことはあまりしない。その方が楽だからね。だが、言葉だけで押し切れるほど単純でないのも事実だ。つまり──演出が必要だ』

　準備に一日使い、エドアルトの指示の下で行った『演出』はそこそこに効果があったように思う。問題は、エドアルトが集めた民衆が避難民のうちのごくわずかだったということだ。

　しかし、エドアルトいわく、

『集めなかった者たちは、君という英雄の存在を広めるための余白だ。希望を目の当たりにした人々が自ら噂うわさを広める過程で、その武勇には尾ひれがつき、民衆の中での英雄の存在は大きくなる。つまり──独り歩きする噂が、英雄の存在感を強固にするのだ』

　エドアルトはあの後すぐ、屋敷のメイドたちに平服を着せ、噂の流布を命じたらしい。いわく、新しい英雄はまだ十代の少年らしい。いわく、魔術学院のエリートらしい。いわく、一撃で山を削り取るほどの大魔術師メイガスらしい──

　事実の中に虚偽を混ぜることが、噂を広めるポイントだ。噂が順調に広まっている感触は、避難民の視線からも感じていた。

　しかし、ここにきて問題が生じた。面識のある傭兵団長の存在である。

　もしも彼がウェズリーの噂に対し、「いや、それは噓うそだ。あの小僧は上級魔術も撃てない半人前だ」などと吹ふい聴ちようして回れば、その情報は毒となって『英雄の噂』の純度を落とす。そうなれば、士気は落ち、〈黙示録の獣アロステイア〉との決戦に影響を与える。

　ウェズリーは祈るように傭兵団長を見据える。

　傭兵団長の目が鋭く細められ──不意に緩む。

「訳ありみてぇだな──ま、いいさ。おまえさんたちに助けられたのは、これが二度目だしな。オレらとおまえさんが会うのは、これが初めてだ」

　ウェズリーは内心で胸を撫なでおろす。

「……助かるよ。詳しいことは後で話すから、まずはあんたの部下を休ませよう」

「おう、さすがにこっちも強行軍で消耗しきっててな。ま、食って飲んで休ませりゃ、それなりの戦力にはなるぜ」

　腕利きの傭よう兵へいたちが加わってくれるのはありがたいことだ。見たところ、傭兵の数は三十人ほどだ。全体数から見ればそう多くはないが、この状況では貴重な戦力だ。

「しっかし、外はひでぇもんだぜ。ここにくるまで、壊滅した村をいくつも見た」

　ウェズリーは奥歯を嚙かみしめる。

（あと三日……それまでにどれだけの犠牲が出る……？）

　歯がゆい思いではあったが、それでも寄せ集めの兵士を戦力として投入するには、最低限の準備期間が必要だ。付け焼刃でも、無策よりははるかにいい。そう信じて、歯がゆい思いをどうにか飲み込む。

　と──

「アラン……そんな、アラン……っ！」

　若い女性の悲鳴が耳じ朶だを打つ。

　そこには、兵士の亡なき骸がらにすがりつく若い女性の姿があった。その傍かたわらには、三つにも満たないであろう幼い子供の姿がある。

　──避難民を受け入れるための戦いは、確かに目標を達成することはできた。だが、無傷というわけにはいかなかった。

　女性が縋すがりつくのは、二十を少し過ぎた程度の青年。ウェズリーの指揮のもと、獣アロステイアの掃討に当たった兵士だ。さきほど、ウェズリーの言葉に勇気づけられて笑顔を見せていた青年だ。眠っているようにも見えるが、その瞼まぶたが開くことは二度とない。

　──死者一名。報告を受けてはいた。だが、本当の意味で理解していなかったことに気づき、ウェズリーは愕がく然ぜんとした。

（数字じゃない……）

　書類上、その被害は死者一名として処理される。あるいは、名前が添えられるかもしれない。けれど、人は誰しもが、誰かと繫つながっている。

　一人の命が失われれば、一体何人の人間がその死を嘆くのか。

　屍しかばねを背負って進む覚悟は、とうに済ませた──はずだった。

　──本当に？

　──おまえは本当に、見知らぬ誰かの死を背負う覚悟があったのか？

　自分の覚悟の足りなさを突きつけられたように思え、ウェズリーは足を引きかけ、

（目を逸そらすな……！）

　その場に踏みとどまり、青年の亡なき骸がらと咽むせび泣なく女性の姿を瞼まぶたに焼き付ける。

（この犠牲は、僕の判断の結果だ……偽りの英雄が生み出した屍しかばねだ）

　それは、これからも増えていく。その犠牲から目を逸そらすことは許されない。

　自分に言い聞かせるウェズリーの拳こぶしは、硬く握りしめられている。身の内から湧わいてくる震えを握りつぶそうとするかのように。

　そんな姿を、傭よう兵へい団長が顔をしかめて眺めていることに、ウェズリーは気づいていなかった。




「──以上が、南門付近にて発生した戦闘の顚てん末まつです」

　ヴァルトシュタイン家、エドアルトの執務室。重厚な執務机を挟んで部屋の主あるじと向き合い、ウェズリーは報告を締めくくる。

「うむ。結果として、新たに三十六名の避難民を収容し、三十名の傭兵団が戦力に加わったことになる。適切な判断だったと言えよう」

　眼鏡の奥から、エドアルトの視線がウェズリーに向けられる。

「それにしては、随分と浮かない顔だね？　青少年」

「四名の負傷者と、一名の死者を出してしまいました」

「戦果を考えれば、最小限に抑えられたと判断できるが」

「戦果と犠牲は差し引きするべきではないと考えます」

　感情を殺した口く調ちようで言うウェズリーに、エドアルトは目を細める。

「その高潔な考え方は好ましい。が──勘違いはせぬように。権限と責任は常に表裏一体であるべきものだ。そして、この戦の総指揮官は吾わが輩はいだ。君が英雄であろうと、この責任を譲るつもりはないよ」

「……失礼します」

　返答はなく、ウェズリーは執務室を辞した。

「……ふむ。早熟で聡そう明めい、とはいえ、やはり若さはついて回るか。若いが故に潔癖で、理想高く──そして脆もろい」

　既に去った少年の内面を慮おもんばかり、エドアルトは思索を巡らせる。

「これはあれだ、吾輩が大人の嗜たしなみを教えるべきであろうか。こう、ダンディで、退廃的で、スキャンダラスな類たぐいの。どう思うね？」

　しばし待つが、返事をする者はいない。

「……ソーニャもヘルベルカもいないのだったな。物理的衝撃を伴うツッコミがないと、物足りない身体からだになっているのか……齢よわい五十を前にして、新たな一面を発見してしまった。日々成長するナイスミドル──それが吾輩！　これはもう来年の今頃には空とか飛べそう！」

　一人きりの部屋でひとしきり騒いでから、エドアルトはぴたりと止まる。

「……仕事するか」




　自分に割り当てられた客間に入り、扉を閉める。

　肺の中の空気をすべて吐はき出すように、大きく息を吐つく。

　──借り物の部屋ではあったが、それでもここに一人でいる時だけは、自分に課した役割を忘れることができる。

「……小さいな」

　自じ嘲ちよう的に呟つぶやく。

　──英雄として振る舞っている自分がこんな小物であることを知れば、兵士たちは幻滅するだろうか。

　自分を英雄として信じ、着いてきてくれる兵士たちの顔を思いだす。

　と──眠ったように目を閉じる青年と、泣き崩れる女性の姿が脳裏に浮かんだ。

「……っ……ッ！」

　胃の底から這はい上あがってくるものを感じ、ウェズリーはトイレへ駆け込んだ。

「ぐ……っ、げぁ……、ぅ……っ！」

　胃の中の物をまるごと吐き出す。

　消化器官の蠕ぜん動どうが身体からだを内側から圧迫する痛みに、指を胸に突き立てて耐える。

　喉のどの奥に残った苦みを唾つばと一緒に吐き出し、口を拭ぬぐう。

　立ち上がる気力が湧わかず、そのまま壁を背に崩れるように座り込む。

（……無様だな）

　血ち反へ吐どを吐きながらでも前に進む覚悟は済ませた。だが、流れるのが自分ではなく他人の血だというだけで、この有様か。

　嗤わらう。

　自分の口から出た言葉の重みも自覚していなかった、未熟で世間知らずなガキを嘲あざ笑わらう。

　握りしめた拳こぶしの奥で爪つめが皮膚を裂き、血が溢あふれ出でる。

　拳で背後の壁を叩たたき、鏡を睨にらみ付つける。自分を睨み返してくる虚像に牙きばを剝むく。

（──甘えるな、クソガキ。おまえはまだなにも成していない。戦え。逃げるな。心配しなくても、おまえへの罰はいずれ下される。今はただ、人類を勝たせることだけを考えていろ。そうじゃなきゃ──）

「──あの人が帰ってくる場所を、守れないだろう……」

　震える声で呟かれた悲痛な誓いは、誰に聞かれることもなく、一人きりの部屋に響いて消えた。
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　チック。タック。チック。タック──

　機械式時計の針の音を、千まで数えた頃。

　キリエは観念したように、ベッドの上で身を起こした。

「あー、もう……むしゃくしゃする」

　唸うなりながら部屋を出る。

　どこに行こうというわけでもなかったが、屋敷の廊下をふらふらと歩く。

　玄関ホールを横切り、食堂の前を素通りし、奥まった一角──客間が集中する区画に差し掛かる。深夜だというのに明かりがついている一室は、ジルヴェステが借りている部屋だ。睡眠もとらずに仕事を続けているのか、話し声と機材をいじる音がかすかに聞こえる。

　その部屋を素通りし、隣の部屋の扉をそっと開ける。

　明かりの落ちた病室。ベッドの上で眠る女性の銀髪を、窓から注がれた月光が滑る。

「……ねぇ、ししょー」

　眠り続ける少女を傍かたわらから見下ろす。かすかに胸が上下していることから生きていることはわかるが、それがなければ精巧な人形と区別がつかないだろう。

「あたし……どうしたらいいのかな……？」












　誰にも聞かせたことのない、途方に暮れた声。返事はない。

「……あたしには、無いんだ。ウェズリーみたく、やりたいことが……なにかを選ぶことが、できないんだ──」




　──キリエには過去がない。

　正確には、ヴァルトシュタイン家に使用人見習いとして住むようになった七年前より以前は、人として生きた記憶がなかった。

　この大陸ではよくある話だ。食くい扶ぶ持ちを減らすために子供が売られるのも、買った子供を用途に応じて『教育』するのも。

　ただ、キリエの場合──『買い手』となったのは、使用人を欲した金持ちでも、労働力を確保したい農場主でもなかった。

　キリエはその場所で、人ではなく『刃やいば』であることを求められた。

　鍛か冶じ師しが丹念に鋼を打ち、至高の一振りを鍛え上げようとするように──キリエは意志持たぬ刃は金がねとして鍛え上げられた。外界の情報は一切遮断されていたため、キリエはそれが当たり前だと思っていた。

　転機が訪れたのは、キリエが八歳を数えた頃。

　その施設は、武装した集団に襲撃され、あっさりと潰ついえた。その集団が前線都市ヴィクティムの精鋭部隊であり、指揮したのがエドアルトであることを知ったのは、だいぶ後になってからだ。

　ともあれ、『刃』として戦闘技術を叩たたきこまれていたキリエは、しかし武器としての完成を見る前に保護された。

　その後は、どんな経緯で決定されたかは知らないが、エドアルトの屋敷に使用人見習いとして引き取られた。

『事情は聞いていますが──なるほど。人というには程遠いですね』

　自分の教育係だというメイドの少女が初対面で口にした言葉は、なんとなく覚えている。

『笑いもしなければ泣きもしない。それならまず、あなたは人のふりを覚えなさい』

　そこで初めて、キリエは自分が社会における異物であることを知った。

　ただ刃であれ──そう教えられて育ったキリエは、人としての振る舞いを知らない。

　故に、彼女は模倣することにした。刃の振り方を覚えさせられた時のように、魔ま導どう式しきの描き方を叩きこまれた時のように。

　手本として選んだのは、時折屋敷を訪れていた少女だった。明るく、誰にでも気さくに話しかけるその少女の振る舞いを観察し、その在り方を自分の中で再現していった。赤しやく銅どう色の髪の青年と共にいるその少女は、英雄候補と呼ばれていた。

　ともあれ──キリエは人としての鋳型を構築し、そこに自分を当てはめた。人のふりを続けているうちに、やがてそれは借り物ではなくなった。──そう、思っていた。

　やがてなんの因果か、キリエは新しい英雄の弟子となることを言い渡される。

　それが、新しい『役割』だった。

　そして今──キリエは戸惑っていた。

　師である女性が眠り続ける今、『弟子』である自分がなにをすればいいか、キリエにはわからない。

　役割を演ずるための仮面は、既に用を成していない。

　新しい役割を欲しても、誰かがそれをくれるわけではない。

　故に、キリエは問う──




「ししょー……今のあたしは、なんなのかな……？」

　けれど、眠り姫は言葉を返さない。銀色の月光に照らされ、ただ瞼まぶたを伏せている。

　ここにいるのは、化けの皮が剝はがれた怪物。他者を効率よく斬きり伏せることだけを叩たたきこまれた、ただの『刃やいば』。

　共に少女に師事した少年の姿が脳裏に浮かぶ。導いてくれるはずの女性が倒れてもなお、自分で決断し、役割を果たそうとしている少年。

　彼は、誰かに道を示してもらわなくても、自分で道を選んでいける人間だ。

（あいつなら……あたしの欲しいもの、くれるかな……？）







　外壁付近の見張り櫓やぐらから、ウェズリーは荒野の様子を見渡す。

　地平線を埋め尽くさんばかりに広がる黒い影は、人類の天敵──〈黙示録の獣アロステイア〉。痛みを恐れずに向かってくる狂気の怪物は今、人類最後の砦とりでである要よう塞さい都市ヴィクティムに迫っていた。

「──来たか」

　今日という日まで、できる限りのことはした。

　あとはもう、人類の力をひとつに束ねてぶつけるしかない。

「みんな、今日までよく耐えてくれた。これが最後の戦いになる。なんとしても獣アロステイアの軍勢を討ち果たし、人類の生存圏を取り戻そう」

　声をあげるが、背後にいるはずの兵士たちから返事はない。

「…………？」

　手て応ごたえの無さに違和感を感じ、振り返る。

　──そこには、死し屍し累るい々るいと横たわる兵士の骸むくろの山があった。

「な……っ！」

　混乱と恐怖が思考を麻ま痺ひさせ、眼前の地獄絵図に目が釘くぎ付づけとなる。

「──おまえのせいだ──」

　荒野を渡る風のような、生気に欠けた掠かすれ声が足元から響く。

　胸に大きな穴を開けた死者が、光の消えた瞳ひとみでウェズリーを見上げる。

　怨えん嗟さに満ちた亡者の声が、引き裂かれた喉のどから零こぼれ出る。

「偽物」

「…………っ！」

　逃げ道などないとばかり、周囲を取り囲む死者の群れが、口々に憎悪の炎を迸ほとばしらせる。

「騙だましていたのか……？」「偽物め……！」「おまえなんか英雄じゃない」「あの人を返して……！」「偽物……」「偽物」「偽物」「偽物」

　青白い顔の亡者たちの暗い眼がん窩かが、ウェズリーを責め立てる。

「違うっ……！　僕は……僕は、そんなつもりじゃ……！」

　押し寄せる死者の群れに飲み込まれ──ウェズリーは絶叫した。







　ウェズリーの寝室。ベッドの上で悪夢にうなされるウェズリーの枕まくら元もとに、影がひとつ。

　眉まゆ尻じりを下げ、途方に暮れたように立ち尽くすのは──キリエ。

「……バカじゃないの……そんなに追い詰められてまでさ……」

　皮肉っぽく笑おうとするが、うまく表情を作れない。

　──ウェズリーなら、今の自分に役割をくれると思った。こんな状況でも、自分から前に進むことができるウェズリーなら。

　けれど、違った。ウェズリーはウェズリーで、ぎりぎりのところにいる。自ら背負うことを決めた重責に身体からだと心をすり減らしながら、どうにか前に進もうとしている。

　英雄の弟子という役割を与えられてから、しばらくはフィオと二人だけの旅だった。途中で、この生意気な少年が加わった。

　ことあるごとに張り合ってくるウェズリーのことを、めんどくさく思いながらも、どこかで好ましく思っている自分を自覚していた。剝むき出だしの感情をぶつけられると、自分が普通の人間みたいに思えたから。

（そうだった……あんたは、いつだって全力だった……）

　自分が非才であることを理解しながら、それを言い訳にして諦あきらめようとはしなかった。

「弱っちいくせに、無理しちゃってさ……」

　言葉とは裏腹に、その声には憧しよう憬けいの響きがあった。

　いや──本当はわかっている。

　本当に弱いのは、自分だ。仮面を被かぶっていれば、なにか辛つらいことがあっても、それは自分の身に起こったことではないと思える。いつだって、役割にはまることで自分の心を守ってきた。けれど、今はもう誰も役割を与えてくれない。

　──初めて、剝むき出だしの自分のまま前に進まなければならない。

　それが、途方もなく恐ろしい。キリエにとってそれは、極寒の吹雪の中を裸で進むようなものだ。一歩先も見えない雪原を、身を凍いてつかせる冷気に耐えながら、本当にあるかもわからないゴールに向かっていくに等しい。

「あんたは……ずっとそうしてきたんだね……」

　今のウェズリーを見ればわかる。それはきっと、苦しい道だ。辛つらい道だ。

　苦しみながら前に進もうとしているウェズリーを見ると、気力が萎なえそうになる。

　きっとそれは、ウェズリーだけではない。

　例えばソーニャ。書置きを残していなくなった貴族令嬢がなにをしようとしているのかはわからない。けれど、きっと自分がすべきことを見み出いだし、行動したのだろう。

　誰もがそんな、先の見えない暗くら闇やみへ進んでいる。それは他の誰が与えた役割でもない。自分自身で選んだものだ。

　──もう、英雄の弟子のふりをしていた自分ではいられない。

　ウェズリーはかつて、英雄になるために戦っていた。今のウェズリーは、誰のために戦っている？

（ししょーのため……。なら、あたしはなんのために戦える……？）

　自分には守るものがない。本当になにかを望んだことがない。

　──本当にそうか？

　ヴァルトシュタイン家で使用人見習いとして働き、ヘルベルカにしごかれ、フィオと旅に出て、ウェズリーと出会い、反目しあって──そうやって、多くの人と関かかわってきた。

　自分は今も、本当に空っぽなのか？

（……そんなことない）

　ある。この胸の中には、自分自身が抱いた気持ちが、確かにある。

　他人を真ま似ねた仮面を被かぶっていたとしても。外側だけを取り繕った薄っぺらな自分だったとしても、その中には、自分が感じてきたもの、経験してきたことが確かに詰まっている。

　だから──誰かに役割をもらうのは、もうやめよう。

「──うん」

　声に出して、強く頷うなずく。

「……、違う……僕は……っ」

　ウェズリーが苦し気に呻うめく。未いまだ悪夢は続いているらしい。その身体からだは汗にまみれ、顔色が悪いのが夜目にもはっきりわかる。

　キリエは少し迷ってから、ベッドに腰掛け、そっと、ウェズリーの頭を自分の膝ひざに乗せた。その髪を撫なでると、ウェズリーの寝顔がわずかに安らいだように思えた。

「……今日だけ、サービスだかんね」

　誰に見られているわけでもないが、わずかに頰ほおを染めて視線を窓の外に逃がす。

「先生……」

　ウェズリーの口から漏れた言葉に、キリエは仏頂面を浮かべる。

「ほんっと……ししょーのことばっかり」

　腹いせに鼻をつまむ。先ほどとは別の呻うめき声ごえをあげたのがおかしかったので、まあよしとする。

「ったく……バカやるのはあたしで、それを止めるのがあんたのはずでしょーが」

　くすっと微笑ほほえみ、

「でもまぁ──今回は、あたしがあんたのバカに付き合ってやるか」

　呟つぶやき、なにかを決意した眼まな差ざしで窓の外の月を見上げた。
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　一夜明け、決戦まで残すところあと二日となった。

「兵士たちの仕上がりはどうですか？」

　ヴァルトシュタイン邸の食堂。たまたま食事の時間が重なったウェズリーとエドアルトはテーブルを挟み、会食がてら状況確認をしていた。

「即席だが、そこそこのものにはなってきた。それぞれがやることを絞っているからこそだな。反面、あの戦術を破られれば弱いのだが……正しよう直じき、その点についてはそこまで心配していない」

「相手の戦力を過小評価するのは危険だと思いますが」

「それと同じくらい、過大評価するのも問題なのだよ。実物を越えて肥大化した影の巨大さに怯おびえ、勝手に敗走した例は歴史上幾度もある。正確な評価こそ勝利の鍵かぎだ。指揮官はそのうえで、『言うとおりにすれば勝てる』と断言してやらねば、兵たちの士気がもたん」

「なるほど……となると、目下の課題は決戦部隊の選抜になりますか」

「うむ。個人技能の高い者は何名か見繕っておるが、難航しているよ。三十人は欲しいのだが……なかなかはかどらないね」

　やはり、問題はそこか。こればかりは、エドアルトに任せるしかないだろう。

　そしてもう一つ──ウェズリーには気がかりがあった。

「ソーニャ様のこと、心配ですか？」

　エドアルトは組んだ指で口元を隠し、しばしの間をおいて訥とつ々とつと言葉を紡ぐ。

「──あれは、ヒューイット君を近くで見すぎた。そのせいか、少々思いつめすぎるところがあってな。責任感と矜きよう持じが強いのは結構なのだが……少々、自分の立ち位置を現場寄りに置きすぎている」

「そんなに心配なら、捜索の人手を出してもよかったのではないですか？」

「書置きを置いていったのは、吾わが輩はいが追いはしないと確信してのことだ。──ソーニャはね、吾輩が自分を信用することを信じているのだよ。ならば、吾輩は信じよう。あの娘こが意味のある行動をとっているのだと。そして、それは必ずや実るのだと」

　ことさら強い口く調ちようではなかったが、エドアルトの確信は本物だ。

　身内からそんな風に信頼されているソーニャが、少し羨うらやましかった。

「ところで、ウェズリー君。顔色が悪いようだが、睡眠はちゃんととれているのかね？　食事も進んでいないようだが」

　食卓に置かれたシチューはほとんど減っていない。パンもちぎった欠片かけらをいくつか口に入れただけだった。

「ちょっと、食欲がなくって」

「それはいかんな。君が倒れては、すべてはご破算となる。なにか食べやすいものを用意させよう。──おーい、誰かいないか」

　使用人を呼ぼうと声をあげるエドアルトに、ウェズリーが手を振る。

「いえ、お気遣いなく、ちゃんと食べますか──ぐっ!?」

　セリフが途中で呻うめき声ごえに変わる。エドアルトが視線をウェズリーに戻すと、そこに少年の姿はなかった。ばん、と音がした方を見ると、勢いよく開け放たれたらしい窓が揺れていた。

　給仕係のメイドに視線を向ける。

「ふむ……？　ウェズリー君はどこへいったのだね？」

　メイドは戸惑いがちに、

「えっと……今しがた、そこの窓から、その……拉ら致ちされました」

　エドアルトはしばし沈黙し、

「…………は？」

　首を捻ひねりながら、疑問の声をあげるのだった。




　ウェズリーの視界は空を飛んでいた。

　食事の最中、後ろから誰かに引っ張られた。かと思ったら、あっという間に外へ連れ出され、今は家屋の屋根を眼下に見ている。一瞬、獣アロステイアの襲撃かとも思ったが、それにしてはこちらを害そうという意志が感じられない。

　なんとなく予想はつきながらも、自分の身を肩に担いでいる相手の顔を見て。

「…………はぁー」

　たっぷり溜ためた後、ウェズリーは盛大なため息をついた。

「……なんのつもりだ、キリエ」

　ウェズリーを肩に担いで家屋の屋根を飛び回っていたのは、見知った少女だった。

「ちょっと黙って。舌嚙かむよ」

「は？　なにを言って……うぉっ!?」

　直後、地面が急速に遠ざかる。

　周囲の光景からわかったが、どうやらキリエは時計塔の外壁を駆け上っているらしい。

　加速アクセル系魔術では筋力までは強化できないのだが、よっぽどバランス感覚に優れているのだろう。ウェズリーを落とすことなく、わずかな凹凸につま先を引っ掛けて一気に時計塔の上まで登る。

「よいしょぉっ！」

「おわっ、馬鹿!?」

　辿たどり着つくなり、キリエはウェズリーの身体からだを放ほうり投げた。

　受け身を取りつつも、転がされた拍子にぶつけた背中の痛みに呻うめく。

「おまえなぁ……、今はふざけてる場合じゃないって、わからないのか？」

「うっせバーカ」

「この……っ、……」

　いつものように怒りかけ──急に気が削そがれ、ため息を吐つく。

　ここのところ似合わない沈んだ顔が多かったが、なにがあったのか、今日は飄ひよう々ひようとした顔をしている。その様子に、ついつい自分もペースを乱されてしまった。あるいは──乱れていたペースが元に戻されたのか。

「いいから、顔あげて見てみなよ」

　恨みがましい目でキリエを見るが、当の本人は知らぬ存ぜぬで塔の端から街を見ている。

　しょうがなく、並んで時計塔の縁から顔を出す。当然ながら、そこにあるのは見慣れたヴィクティムの街並みだ。

「見ろって、なにをだよ？」

「全部」

　眉み間けんに皺しわを寄せていると、

「あんたが救おうとしてるもの、全部だよ」

　付け足された言葉に、ウェズリーは表情を引き締め、改めて眼下を見下ろす。

　そこには、決戦に備えて訓練に励む兵士や、準備に奔走する避難民の姿があった。

「みんな焦ってる……怯おびえてる。だから、僕がどうにかしなきゃ」

「てりゃ」

　背中を蹴けり飛ばされた。

　縁を乗り越え、身体からだが宙に浮く。

「は？」

　縁の内と外とで、キリエと目が合い。

「のぉおおおおおおおおおおおっ……！」

　落下が始まる寸前、どうにか塔の縁につかまって事なきを得る。

「おぉ……、おまえっ！　今の本気でやばかったぞ！　死んだらどうすんだよっ！」

「そんなん、あんたが死ぬだけっしょ」

　めちゃくちゃなことを言うキリエに、ウェズリーの頭に血が昇る。

「今の僕はそれだけで済む立場じゃない！　僕が倒れれば、一気に瓦が解かいして──」

「だったらっ、ちゃんと見ろ！」

　キリエはウェズリーの頭をつかみ、もう一度街並みへと向けさせる。

　先ほどとは違う一画。そこにいたのは、走り回る子供たちや、兵士たちのものを含め食事の準備に奔走する非戦闘員の避難民たちがいた。疲労が溜たまってはいる。けれど、彼らの表情は前向きだ。

「誰が怯おびえてるって？　──いい？　あの人たちは、生きることを考えてるの。それを率いようってあんたが、そんな辛気くさいツラでどうすんのさっ！」

　言葉がなかった。

　確かに、さっきはこの光景が目に入っていなかった。それは余裕がなかったせいか、それともそこにある光景がどんなものか決めつけていたせいか。

「あんたはししょーを、そんな顔で迎えるつもり？」

「それは……」

「違うでしょ。ししょーはさ、いつも笑ってたよ。ししょーがあたしらや子供たちに、暗い顔見せたことがあった？」

（ああ……そうだな）

　記憶の中のフィオは、そんな顔を見せたりしない。

（あの人は、いつも笑っていた。楽しそうに笑っていた。困ったように笑っていた）

　キリエはウェズリーの肩をつかみ、真正面から顔を突き合わせる。

「だからさ──一人で張り切って、背負い込んで……無む茶ちやすんのやめなよ。あんたなんかが一人で頑張ったところで、英雄の代わりなんて務まるわけないんだからさ」

「う、うるさいなっ。おまえに僕のなにが──」

　ガツン。ウェズリーの目の奥で星が散った。どうやら頭突きをくらったらしい。後ずさりながら非難の視線を向けるウェズリーを、キリエは怒鳴りつける。

「わかるに決まってるっしょ！　頭よさそうなふりして単純なとことか、密ひそかに家計簿つけてるみみっちいとことか、ぐちぐち言いながら結局あたしの無茶に付き合ってくれるとことか！」

　一息に言って、キリエはウェズリーから一歩距離をとる。

「だから──あたしも一緒にやるよ」

　その手には、短銃型注射器が握られている。

「……っ、よせ！」

　止めようとするウェズリーの手が届くよりも早く、キリエは自分の首筋に先端部を押し当て、引き金を引く。

　直後、目を見開き、眩暈めまいを起こしたようによろめく。倒れかけたキリエを、駆け寄ったウェズリーが支える。

「馬鹿っ、なんてことを……！　僕だけで十分だったんだ！　なのに……！」

　やるせない思いで唇を嚙かむ。

　キリエは額に玉の汗を浮かべながらも、無理やり笑って見せる。

「……バカはあんたっしょ。弱っちいくせにいきがって、一人で全部抱え込んで、勝手に英雄名乗り始めて……ハッ、なにそれ、身の程知らずにもほどがあるっしょ。あたしにも勝てないくせに」

「っ、これはそういう問題じゃないんだ！　誰かが引き受けなきゃならないことで──」

「だからっ！　あたしが半分背負ってやるって言ってんじゃんか！」

「…………っ！」

　初投与の影響が薄らいできたのか、キリエはウェズリーから一歩離れる。

「……おまえみたいな考えなしに、務まるもんか」

「そりゃどーも。考えすぎて勝手にぶっ倒れるような奴やつよりかずっといいっしょ」

　呼吸を整え、

「あたしら両方半人前だ。だったら──二人一緒にやるくらいで、ようやく務まるんじゃないの？」

　ウェズリーは葛かつ藤とうするように奥歯を嚙みしめていたが、不意に息を吐ついて力を抜き、

「……足を引っ張るなよ」

「誰に言ってんのさ、もやしが」

「ふん……それと」

　恨みがましそうにキリエを見て、

「──家計簿のことは、とやかく言われたくない」

　一言だけ文句をつけた。




（確かに、気を張りすぎてたか……）

　それについては、反省しなければなるまい。自分がしようとしていることを自覚するのは重要だが、その重さに潰つぶされては元も子もない。

（小さいなぁ、僕は）

　一年前の自分だったら無理だっただろうが、今は素直に認めることができた。一人でできることなど限られている。自分の器はそこまででかくはない。

　いや──あるいはそれは、過去の英雄たちとて同じなのかもしれない。彼らにしろ、助けてくれる者がいたから、偉業を成すことができたはずだ。

（そういう意味じゃ、僕は最初っから失格だったな……）

　理想の高さは自意識の壁の高さとなり、理解してくれない周囲に背を向けていた。

　けれど──今は違う。

　エドアルトにキリエ、ソーニャにヘルベルカ、ハーシェル博士──自分には、助けてくれる者がいる。それだけ多くの助けがなければ、英雄の代わりを務めると息巻いたところで、自分にはなにもできなかったはずだ。

（まったく──自分の小ささが嫌になるな）

　自じ嘲ちようしながらも、どこかすっきりした気分だった。

　見渡せる範囲の大地でさえ、自分の足で踏破するのはどれだけの時がかかるかわからない。仰いだ空は大陸の外まで広がっており、果てすら見えない。こんなにも広大な世界で、自分一人でできることなど、たかが知れている。そう思うと、これまで張っていた意地がどうしようもなく的外れなものだったように思えてくる。

　そのことを言い訳にするつもりはない。ただ、地に足が着いたような感覚があった。それを諭したのがキリエというのは、どうにもむず痒がゆいものがあったが、

（まあ──こいつに背中を任せるのも、そう悪い気分じゃない）

　荷物を半分背負ってくれる者がいるということが、こんなにも心強いとは思わなかった。

　決戦まで、あと二日。それで、全すべてが決まる。

「キリエ」

「なに？」

「勝つぞ」

　拳こぶしをキリエへ向ける。キリエはふっと息を吐ついてから、

「──当然」

　敵のいる荒野をキッと見据え、拳をぶつけ合わせ、応こたえた。




　──異変の兆候は、空から緩やかに舞い降りた。




　風に乗るように、ひらりひらりと舞い落ちる様は夏の淡雪のようだが、その色は純白の真逆──黒。

　一つ二つではない。見渡せば、都市全域に降り注いでいた。

「黒い……雪？」

　落ちてきた塊を手の平で受ける。途端、焼けるような痛みが走った。

「ッ……！」

　思わず手を振り払う。火傷やけどの痕あとはない。ただ、身体からだの芯しんを焼くような疼とう痛つうが残留している。

　街から悲鳴が上がる。キリエと顔を見合わせ、同時に飛びだす。自由落下の加速が内臓を押し上げる感触。重力グラビテイ系魔術で落下速度を和らげ、キリエと共に着地。

　地上では、さきほどまで元気に走り回っていた子供が倒れ、大人は具合が悪そうに膝ひざをついていた。一帯は騒然としており、倒れた者に肩を貸して家の中に引っ張りこんでいる光景が随所で見られる。

「診みせてください！」

　パニック状態の母親のもとへ駆け寄り、子供の状態を確認する。

「脈が弱い……呼吸も浅い」

　歩けない者がいるのは、手足のしびれが原因か。とすれば、末端部の神経に異常が出ていることになる。それらの症状に、ウェズリーは心当たりがあった。

「瘴気中毒……！」

　キリエが目を見開く。

「この黒い雪は……瘴しよう気きの塊だ。クソッ、予想以上に拡散のペースが速かった……！」




　滅びの風かざ花はなが舞う。

　緩やかに舞い降りる黒い雪。

　その光景は幻想的なれど、まるで世界そのものが人類をこの世から滅ぼそうとしているかのようだった。
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「…………」

「…………」

　沈黙が、湯気に煙る空気に混ざる。

　いたたまれなくなった、というわけではないだろうが──先に声をあげたのは、ヒューイットだった。

「……なぁ？　これはどういう状況だ、フィオ？」

　なんとなく半分視線を外しながら聞いてくる主あるじに、フィオはわたわたと若干慌てながら困り顔で応こたえる。

「あの、その……とある方に聞いたのですが、日頃の疲れを癒やすには、温泉が一番だと」

「……混浴である必要は？」

「……その方が、男の人は喜ぶ、と……」

　湯気越しに見える肌色が紅潮しているのは、湯の熱さのせいだけではないだろう。

　ヒューイットは半眼で問う。

「……今度は誰に吹き込まれた？」

「それは……秘密という約束なので」

「またあの市場のおっさんか」

「ひ、秘密です。店主さんは秘密って言ってたので！」

「よし、後で締める」

　ここはヴィクティムの北、馬車で数日の位置にある湯治場だ。

　慰労も兼ねて、二人は小旅行に来ていたのだが──

「で、なんでおまえらまでいる？」

　ヒューイットは視線をぐるりと巡らせる。そこにいるのは、見知った主従。

「硬いことをいうでない。ちょうど厄介な案件が片付いての」

「それとも、わたくしたちがいれば困るようなことをするつもりだったのですか？」

「ソーニャ……ヘルベルカ……」

　ヒューイットは頭痛を堪こらえるように首を振る。

「そうじゃなくて……俺おれと温泉に入ることに抵抗はないのか？」

「水着を着ておるのじゃ、大したことはないじゃろ」

　ソーニャは紺色のワンピースタイプの水着を、ヘルベルカはセパレート型の水着をそれぞれ着用していた。フィオもまた、上下に分かれた水着姿だ。

「まぁ、どっちみち子供を風呂に入れるのと変わらないからいいんだけど」

「よーしヒューイ、そこに直れ。沈めてくれるわっ！」

　つかみかかってくるソーニャと揉もみ合あいになるヒューイットに、フィオはくすくすと笑う。そんなフィオに、ヘルベルカが話しかける。

「しかし、意外でした。よもやフィオレンツァ嬢からこのような誘いがあるとは」

「皆さん、お疲れかと思いまして。ヒューイット様も、最近は余裕があるみたいですから、ちょうどいいかな、って」

「おかげでわたくしも、久々に息抜きができます」

　息をつくヘルベルカ。

「というか……ヘルベルカ様、ヒューイット様と一緒に温泉入るの、嫌じゃないんですね」

「ああ──別に、あれの身体からだなど見慣れておりますので」












「え……？」

「あれが屋敷にいた頃、先代との修行で生傷が絶えませんでしたからね。治療を任されていたのです」

「あ……見慣れてるって、そういう……」

　妙な想像をした自分が恥ずかしくなり、フィオはお湯に口を沈めてぶくぶく息を吐はく。

「わたくしにとって、あれはまあ──出来の悪い弟のようなものですから」

　ヒューイットに対して厳しいヘルベルカだが、その裏にはいつも親しみがある。遠慮なくものを言えるのは、二人の仲がいい証拠なのだろう。

「さて、そろそろソーニャ様をお助けするとしますか」

　言って、ソーニャと揉もみ合あいになっているヒューイットの後ろに歩み寄ると、その頭をつかんで湯船に沈めた。

「仲、いいんですよね……？」

　呼吸できずにもがくヒューイットの姿に、フィオの頰ほおを汗が一筋伝った。




　温泉から上がった二人は、宿の客室でくつろいでいた。

「ひどい目にあった……」

　げんなりした様子のヒューイットに、フィオはくすくすと笑う。

「ソーニャとヘルベルカは？　一緒に戻って来たんじゃないのか？」

「なにか、板で小さな球を弾はじく遊びをしていたようですよ」

「元気だな、あいつら……」

　肩をすくめ、ベッドに腰を下ろすヒューイット。

　フィオは自分の姿をヒューイットに見せるように正面に立つ。

「これ、変わった服ですね。なんだか不思議な感じです」

　フィオとヒューイットが着ているのは、宿が用意した部屋着だ。上下が一体となっていて前で合わせるというのはバスローブに似ているが、生地が薄く、花の模様が描かれている。幅広の紐ひものようなものを身体からだに一周させて結ぶらしい。

「この辺の伝統衣装だそうだ」

「へぇ……ちょっとスースーして落ち着かない気もしますけど、面白い着心地ですね」

　フィオは袖そでをつまみ、小首を傾かしげてヒューイットに訊たずねる。

「似合ってますか？」

「ん……まぁ、そうだな……似合ってるよ」

　照れくさいのか、ヒューイットは視線を逸そらしながら下手な誉ほめ言葉を口にする。

「えへへ」

　フィオは嬉うれしくなり、その場でくるりと回って見せる。

「フィオ、あんまりはしゃぐとあぶな──」

　ヒューイットが言いかけた、まさにそのタイミングで──フィオは足をもつれさせ、体勢を崩す。

「ひゃっ!?」

　その身体が倒れる寸前──腕を力強く引かれた。

　ベッドのスプリングが軋きしむ感触。どうやらヒューイットに助けられたらしい。

「あたた……すいません」

　言いかけて、すぐ目の前にヒューイットの顔があることに気づく。

　もつれあいながら倒れた結果──ヒューイットはベッドに仰あお向むけになったフィオの上に覆いかぶさるような体勢になっていた。

「あっ……」

　身を固くするフィオ。ヒューイットもまた、驚いたような表情をしている。いつもの余裕ある表情ではない。

　倒れた拍子に衣類の前がはだけ、覗のぞく肌はほんのりと火ほ照てっている。

　ごくりと、ヒューイットが息を吞のむ。

　引かれた手を、そのまま押さえつけられるような体勢。繫つながれた手から、相手の鼓動が伝わってくるような気がした。

　フィオは強こわ張ばっていた全身から力を抜く。

　それをどう受け取ったのか。ヒューイットの顔が、ゆっくりと近づいてくる。

　微かすかな吐息が鼻先に触れる。

　ヒューイットの瞳ひとみに映った自分の姿が見える距離にまで二人の顔が近づき、フィオは目を閉じる。そして──

「戻ったぞー」

　ソーニャの声に、弾はじかれたように二人は離れた。

　入ってきたソーニャが首を傾かしげる。

「ん？　なんじゃ、お主ら。どうかしたかの？」

　ヒューイットは一瞬で窓際まで移動し、風景を眺めるふりをして。

　フィオはドアに背を向け、いそいそと服を直す。

「な、なんでもありませんっ」

　背を向けたまま答えるフィオ。その耳は真っ赤に染まっていた。

「むぅぅ……？　なんか変じゃな？」

「ソーニャ様、聞かぬが花でございます」

　首を傾げるソーニャに、続いて入ってきたヘルベルカが窘たしなめるように告げる。

　フィオはほっとしたような、残念なような気持ちで、ばくばくと早鐘を打つ心臓を胸の上から押さえた。

　倒れた拍子に乱れた髪を、なにげなく手て櫛ぐしで整える。

　髪をかきあげた拍子に、手首のブレスレットの鎖がしゃらりと鳴った。
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「随分と静かになっちまったな」

　瘴しよう気きの結晶体が降り注ぐという異常事態から一日、通りに人の姿はほとんどなかった。

　なかばゴーストタウンと化した街並みを歩きながら、ウェズリーはザックのぼやきに答える。

「しょうがないさ。幸い、昨日は軽度の瘴気中毒で済んだけど、次もそうとは限らない」

「また風向きが変われば、次はどうなるかわからないな。いよいよ明日の決戦で決めなきゃやばいってことだな」

「ああ。避難民たちの中には黒い雪への不安から、ヴィクティムから逃げようとした者もいる。どうにか思いとどまらせたけど、いつまで耐えてくれるか……僕らは一時撤退すら許されない。だからこそ、破界樹へ強襲をかける人員が必要なんだけど──」

　そこで、ウェズリーはザックの顔をしげしげと見る。

「あんたに心当たりがあるとは思わなかったな。信用できる相手なのか？」

　ザックは苦いものを舌の上で持て余すような顔をする。

「それについては、俺おれの方もちょいと複雑でね。紹介するかどうか迷ったんだが……背に腹はかえられないってやつだ」

　ウェズリーは一時間前の、ヴァルトシュタイン邸での会話を思い出す──




「問題は随伴部隊だ」

　決戦を翌日に控えた会議の席で、エドアルトが問題を提起した。

「個人技能で言えばキリエ君が飛びぬけて優秀だが、やはり手が足りない。少なくとも二十人、荒野での遊撃戦の経験がある者が欲しいのだが」

「そりゃ無む茶ちやってもんだぜ、旦だん那な」

　アドバイザーとして同席しているザックが肩をすくめて言う。

「この街に集まった兵士は、言っちゃあなんだが寄せ集めだ。集団戦術ならともかく、状況に合わせた判断が求められるような状況じゃ、荷が重い」

「うむ、それが問題だ。さて、どうしたものか……」

　案が途絶え、会議室がわりの食堂に沈黙が落ちる。

　沈黙を破ったのは、ウェズリーだった。

「戦わなければいい」

　唐突な言葉に、一同がウェズリーを見る。

「要は、破界樹に辿たどり着つければいいんです。途中の獣アロステイアの殲せん滅めつは必ひつ須す条件じゃない」

　ウェズリーの意を察したエドアルトがふむ、とカイゼル髭ひげを撫なでる。

「獣アロステイアは倒さず、道を切り開くことさえできればいい……か。確かにそれなら、壁役は必要なくなり、最小限の人員で済ませられる」

「そして、そんな経験をもっている者たちが、この大陸にはいます」

　エドアルトはしばし黙し、はっと顔をあげる。

「商隊キヤラバンの護衛を務める傭よう兵へい団か」

　ウェズリーは頷うなずいて答える。

「商隊の護衛は獣アロステイアにでくわすと、獣アロステイアを倒すことではなく、砦とりでまで依頼主を届けることを最優先に動きます。足止めすることに特化した技能と経験が必要なはず──これなら、随伴部隊にそこまで高い武力は必要ない」

「おいおい、待てよ。そうは言っても命がけの大仕事だぞ？　中途半端な奴やつらにゃ務まらない」

　ザックが冷静な意見で待ったをかける。

「獣アロステイアを振り切れるくらい馬の扱いに長たけてて、ウェズリーの秘密を守れて、腕利きの奴らが集まった傭兵団なんて、そんな都合のいい奴らがこの状況でこの街に──」

　そこで言葉を切り、視線を泳がせる。ウェズリーが胡乱うろん気げな視線を向けると、

「あー……いたな、そういや」

　帽子の下で憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべ、ザックは喉のどの奥に引っかかった小骨を気にするような、実に複雑そうな顔で言った。




　──その流れで、ザックは渋々といった風情で案内役を請け負い、今に至る。

「あんたの心当たりっていうのは、あてになるのか？　この仕事は貧乏くじみたいなものだ。どれだけ報酬を積まれても、簡単に受けてくれるとは思えないけど」

「ああ……まぁ、そうだな」

　口の中の苦さがなかなかなくならないことに辟へき易えきしているような口く調ちようで、ザックが呻うめく。

「けど、どこにでも奇特な奴はいるもんだ。……ああ、この店だな」

　ザックが足を止めたのは、中央区と東区の中間辺りに位置する酒場だった。

　避難民は緊急措置として、空き家になっている家屋に割り振られている。

「酒場か。確かに傭兵団ぐらいの規模だと、こういう場所の方がいいか」

「だな。……ウェズリー、おまえから行け」

　道を譲るザックにウェズリーは首を傾かしげる。

「顔見知りなら、あんたから話を通した方が早いんじゃないのか？」

「問題ないさ。……おまえも知ってる顔だ」

　ザックの態度を不審に思いながらも、ウェズリーは酒場の扉を開く。

　酒場には何人もの傭よう兵へいたちがたむろしていた。テーブルに突っ伏して眠る者、グラスを呷あおる者、ボードゲームに興じる者と、いかにも旅人向けの安酒場という風情。〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いが翌日に迫っているとは思えないくらい、ありふれた光景だ。

　傭兵たちの視線がウェズリーに集まる。

「ヴァルトシュタイン卿きようの代理の者だ。あんたたちのリーダーと話がしたい」

　ウェズリーが声を張り上げると、傭兵たちの視線が奥のカウンターに向く。スツールに腰掛け、こちらに背中を向けている男がいた。彼がリーダーなのだろう。

　ウェズリーがそちらに向かっていくと、ザックが後ろからついてくる。

　傭兵たちの何人かが、驚いたようにこちらを見ている。いや──見ているのはザックか？

　この傭兵団を推薦したのがザックなのだから、顔見知りがいてもおかしくはないだろう。とはいえ、それならそれで声くらいかけてもいいと思うのだが。

　ともあれ、リーダーと思おぼしき男の背中に声をかける。

「あんたがリーダーだな」

　ウェズリーが声をかけると、男は億おつ劫くうそうにこちらを振り向く。

「んん……？　おう、小僧か。二日ぶりだな」

　そこにいたのは、数週間前に荒野の村で出会い、つい二日前にも顔を合わせた傭兵団の団長だった。

「腕利きの傭兵団、って……あんたのとこだったのか!?」

「なんだ、オレがここにいるって知って来たわけじゃねぇのか？」

　こちらの反応に、傭兵団長は胡乱うろんげな顔をする。

「いや、あんたにっていうか……腕利きの傭兵団を紹介されて、ここに来たんだけど……」

「紹介？　んなもん、いったい誰に……お？」

　傭兵団長の視線が、ウェズリーの肩の上辺りで止まった。その目を細め、面白がるような視線をウェズリーの背後にいる人物に向ける。

「ほぉ……こりゃまた、懐かしい顔じゃねぇか」

「……久しぶりだな、ジジイ」

　憮ぶ然ぜんとした声でザックが言う。いまいち乗り気じゃなかったことから、そう親しい間柄でもないのかと思っていたが、遠慮のない言葉遣いからは距離の近さを感じさせる。

「どういう知り合いなんだ？」

「ちょっとした腐れ縁だ」

　ザックは苦々しい表情で曖あい昧まいに答える。

「おいおい、ご挨あい拶さつだな。なんか用があって来たんだろ？」

「話があるのは俺おれじゃねぇ。こっちのボウズが、あんたに依頼があるんだとよ」

「依頼ぃ？」

　団長は顎あご髭ひげをざりざりと撫なでながら、片目を細めてウェズリーを見やる。

「訳ありみてぇだな。とりあえず、聞こうじゃねぇか」




「なるほどねぇ」

　ウェズリーが話し終えると、傭よう兵へい団長は唸うなり声ごえをあげて腕を組む。

「つまり、小僧は英雄の代役をやってるってわけだ。酔狂なことをするもんだ」

　がはは、と団長は豪快に笑う。

　酒場の一階には他には傭兵団の団員がいる。ウェズリーは彼らから情報が漏れることを危き惧ぐするが、

「あぁ、うちの連中のことは気にすんな。そう簡単に秘密を漏らすようなのはいねぇさ。それに、おまえさんには二度も助けられたしな」

　ウェズリーに向かってジョッキを掲げて見せる団員たち。

「ていうか、この状況で酒って……」

「いつだって余裕をなくしちゃならねぇ。それがうちの団のモットーだ。──で、オレらにおまえさんの護衛をしろって話だったな」

「ああ。かなり厳しい仕事だ。命の保証はできない」

　団長は目を眇すがめ、ウェズリーをまっすぐ見据えてくる。値踏みされているような気分になるが、ウェズリーは退ひかずに睨にらみ返かえす。

　不意に団長は口の端に笑みを刻み、視線をザックへ向ける。

「おまえも行くのか？」

　突然、水を向けられて面食らっていたが、ザックは頷うなずく。

「ああ、そのつもりだ」

「ほ───う？」

　ニタニタ笑う団長に、ザックは苦り切った顔で舌打ちする。

　団長は膝ひざを打つと、スツールから立ち上がる。

「小僧。ちょっとばかし、そいつを借りるぜ。返事はその後だ」

　団長は酒場の二階へ通じる階段へ足をかけ、ザックを顎でしゃくる。

「おら、こっち来いよ」

「なんだよ」

「いいから、来いってんだよ」

　ザックは舌打ちを重ねてから、

「……ちょっと行ってくる」

　ウェズリーに言い残し、団長と共に階段を昇って行った。




　酒場の二階からさらに梯子はしごをのぼり、屋根裏部屋の窓を開けて屋根の上へ出る。

「どこまで行くんだよ」

　辟へき易えきしながらもザックが追いつくと、団長の目は外壁の向こう、北東部へと向けられていた。天を突くような漆黒の大たい樹じゆが、荒野の中で異彩を放っている。

　樹木に似ていると言えば似ているのだろう。だが、その桁けた外はずれの巨大さはそれだけで異様であり、ある種の畏怖すら覚える。根元の直径は相当なものであろうが、それでもその規格外の高さに比べれば細く、バランスが悪い。また、その途中に枝葉の類たぐいはなく、最上部から広がる枝葉のような靄もやも、その実体は高密度の瘴しよう気きだ。

　自然物に類似していながら、明らかにおかしな点があるため、どうにもグロテスクな印象を感じさせる。

「──気に食わねぇなぁ」

　顎あご髭ひげを撫なで、団長はしゃがれた声で呟つぶやく。

「なにがだよ？」

「あのでけぇのだよ。樹きってのは大概、人間より長生きで、ずっと上等な生きもんだ。それをクソったれの獣アロステイアどもが真ま似ねしてるってのが、どうにも胸むな糞くそ悪いったらねぇ」

「樹が人間より上等ねぇ……そりゃいったい、どういう理由だ？」

「人間と違って、樹は仲間を殺したりしねぇ」

「……傭よう兵へいやってるあんたが言うと、冗談にしか聞こえないな」

　ザックの皮肉に、団長は「はっ」と笑い飛ばす。

「こんな生き方してきたから言えるんだよ。そればっかやってきたからな。盗賊を追い払うよりか、獣アロステイアとやり合ってる方がよっぽど気楽ってもんだ」

「そうかい。それじゃあ、あれを倒すのも気楽か？」

　団長は目を眇すがめる。

「そうはいかねぇだろうな。そんな役割を背負おうってんだから、あの小僧も物好きだ」

「……割に合わねぇよな。英雄なんていう厄介な肩書き背負って、あんなもん相手にして。それで残るのは、偽物の汚名ってわけだ」

　団長がザックの顔を横目に見やる。

「やけに入れ込むじゃねぇか、あの小僧に」

　ザックは懐から取り出した煙草たばこに火を着け、紫煙を細く吐はき出してから訥とつ々とつと語る。

「……昔、とある身の程知らずの馬鹿がいてな。そいつは英雄願望にとりつかれた、どうしようもない野郎だった。魔術の素質がなくてもできることはある、自分にもなにかを成せる──そんな根拠のない自信を抱えて、てめぇのヘマに仲間を巻き込んで……挙句に、大勢死なせちまった。仲間も、護衛対象もな」

「あぁ、いたっけなぁ。勝手にてめぇ一人でしょい込んで、バックれやがった恩知らずが」

　深く吸い込んだ煙草たばこの煙を、細く長く吐はき出す。苦い香りが立ち込めるが、すぐに味気ない荒野の風に混ざり、千切れて消えた。

「ハッ、しょうもねぇ。あの小僧に重ねたところで、おまえは──」

「そんなんじゃねぇよ」

　団長の言葉に被かぶせ、いら立った声をあげる。

「ザックよぅ。おまえ、はやまんじゃねぇぞ」

「……なんのことだよ」

「死に場所探してるようなやつァ、戦場にゃあいらねぇ。邪魔なだけだ。それに、物事にゃ順序ってもんがあるからな」

　錆さびの浮いた声になにを感じ取ったか、ザックは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「おい。あんたまさか……」

「勘違いすんな。死ぬ気なんざさらさらねぇさ。オレのなによりの楽しみは、いい仕事して、美う味まい酒を飲むことだ。酒の味は仕事の出来栄えで決まる」

「昔から言ってたな、それ」

　呆あきれたように言うザックに、団長は笑みを浮かべる。

「そういう意味じゃ──このヤマを越えた後の酒は、格別だろうなぁ」

　沈黙に気まずいという感覚はなかった。少しの痛みと、それよりやや強い安息を覚えていることを、ザックは自覚する。あるいはそれは、郷愁と呼べるものだったかもしれない。

「──なぁ、おい。ザック」

　団長が沈黙を破り、

「おまえ、うちに戻る気はねぇか？」

　唐突な言葉に、ザックはしばし言葉を失なくす。

「はっ」

　笑えない冗談を聞いたとでもいうように、鼻を鳴らして空を見上げる。青い空にまばらに散った薄い雲に、咥くわえ煙草の紫煙が混じった。

「冗談よせよ。今更どの面下げて戻れってんだ」

「そりゃ、てめぇのその小憎らしい面だろうなぁ」

「……言ってろ、老いぼれ」

　吸い込んだ煙草の煙は、今度はさほど苦くは感じなかった。




　ほどなくして、酒場の一階へと戻った団長は、ウェズリーに依頼を受けることを伝えた。





　　　２






　ヴィクティムが異常現象に見舞われた、次の日。

　決戦を翌日に控えながら、ソーニャたちはヴィクティム北西部の森林地帯にいた。

「のぅ、ヘルベルカ。ひょっとしてなんじゃが」

「なんでしょうか、お嬢様」

　馬上の主従が言葉を交わす。

「よもや、わらわたち……迷ったのではないか？」

「ご明察です。わたくしの記憶が正しければ、この場所を通るのは三度目かと」

　どこか遠くで鳥の声が響く。

　鬱うつ蒼そうと木々の生い茂る森。枝葉の天てん蓋がいのせいで太陽の向きも判然としない。当然、道は舗装などされておらず、木の根を慎重に避よけながら進むしかない。

「さて、なにか弁明はありますか？　率先してここまでの道案内を買って出たシスター・コレット」

　びくん、と先を行くコレットの肩が跳ねる。

「えぇっとですねぇ～、そのー……」

　恐る恐る振り向き、コレットが弁解の言葉を探す。

「狩りや薬草の採取のためにこの辺りまで踏み入った者が、何者かの襲撃で追い払われる、というケースがしばしば報告されてまして……」

「それは聞きました。それで、あなたの言う『この辺り』とは具体的にどの辺りを指すのですか？　そもそも、この植生で方角は把握できているのですか？　目印は？」

　ヘルベルカの追及に耐えきれなくなったコレットが腕を振り回して叫ぶ。

「あぁーもう！　こんな森の中でそんなものあるわけないじゃないですかっ！」

「とうとう逆ギレしおった」

「駄目ですね、このシスター。今までどうやって旅をしていたのでしょう」

「人を駄目とか言わないでくださいっ！　長旅の時は、助手の子がいろいろ世話を焼いてくれてたんですよぅ！」

「そういえば最近見んな、あの小僧。てっきり愛想を尽かされたのかと思っておったが」

「あの子はわたしの元で勉強したおかげで一人前になったので独り立ちしたんですよぅ！　あれ、でもなんか最後の方、生暖かい目でわたしを見ていたような……」

　自信がなくなってきたらしいコレットは無視し、ヘルベルカがソーニャに向き直る。

「とはいえ、そろそろ馬で進むのも限界ですね。となると、徒歩で進むか引き返すかですが──」

　そこまで言って、不意に沈黙する。

「うぅ……報告自体が間違ってたんでしょうか」

「いえ、その情報は正しかったようです」

「はぇ？」

「失礼」

　突如、ヘルベルカはコレットの襟首をつかんで馬から引きずり下ろし「ぐぇ」、そのまま地面に放ほうり捨て「へぎゃ」、馬の背を蹴けってソーニャの身をかっさらう。

「ぬわっ!?」

　突然の暴挙に混乱するソーニャ。その頭が一瞬前まであった空間を、どこからか飛来した矢が貫いた。

　ヘルベルカは大木を背後にしてソーニャの矮わい軀くをかばう。

「な、なんじゃ!?　なにごとじゃ!?」

「敵襲です」

　短く答えるヘルベルカの視線は、素早く周囲を見渡している。その右手にはいつ抜かれたのか、銀のナイフが逆手に握られていた。

　深閑とした森はしかし、多数の敵意をその静寂の裏に潜ませている。

　かすかな枝の軋きしみを捉とらえ、ヘルベルカのナイフが上方から飛んできた矢を弾はじく。その直後、矢を追うようにフード姿の人影が飛びかかってきた。

　ヘルベルカの脳天めがけて振り下ろされたのは山刀ククリ。刃やいばの先端部に重心があり、その重量で骨ごと叩たたき切るという、攻撃的な刀剣だ。

　ナイフと山刀、双方の刃が嚙かみ合あい、火花を散らしながら斬ざん撃げきの軌道を逸そらす。

　メイド服の裾すそを蹴って跳ね上がった回し蹴りが弧を描き、襲撃者の頭部を捉えた。

　弾き飛ばされた襲撃者は土の地面に二度三度とバウンドしながら転がっていく。

「シッ──！」

　鋭い呼気を背後に感じ、ヘルベルカは振り向きざまに右手のナイフを振るう。

　ギャリィ、と耳障りな音を立て、金属同士が嚙み合う。

　嚙み合う刃越しに、視線が絡み合う。

　第二の襲撃者は、一人目よりも小柄だった。身体からだつきからして女か。しかしその眼まな差ざしは刃物以上に苛か烈れつ。そこにあるのは、純然たる敵意だ。

「ごきげんよう、通りすがりのメイドです。──しかし随分と変わった風習ですね。挨あい拶さつ代わりに刃を交わすとは」

　余裕ぶった言葉に、歯ぎしりが返る。

　直後、襲撃者は唐突に首を真後ろに反らした。そのまま後方宙返りを繰り返し、ヘルベルカから距離をとる。

「よい反応ですね。この暗い森では見えづらい色なのですが」

　振りぬかれたヘルベルカの左手には、黒塗りのナイフ。右手で扱う銀のナイフに意識を集中させておいて、死角から奇襲をかけたのだ。

　不発に終わった奇襲を悔しがるでもなく、ヘルベルカは淡々と呟つぶやく。

「お、おい、ヘルベルカ！　無む茶ちやは……」

「お嬢様はそこから動かないように。手を抜いていては、こちらが狩られます」

　左手のナイフに切り裂かれた襲撃者のフードが、はらりと外れる。

　浅黒い肌に長い黒髪。切れ長で鋭い眼まな差ざし。動物の革で作られた衣類を纏まとっているが、身を守るための革鎧よろいではなく、機動性を重視した作り。剝むき出だしの腕や足、腹、首にいたるまで、黒い紋様が刻まれている。

（刺青いれずみ……？）

　他の襲撃者にも同様の紋様は見受けられたが、この女の紋様が最も複雑で、範囲が広い。それ自体が地位を示すものになっているのかもしれない。

　そして──その耳じ朶だの先端は尖とがっていた。

（どうやら、シスター・コレットの情報は正確だったみたいですね）

　とはいえ、見つけた途端に攻撃されるところまで予想通りでなくてもよかったが。

「年若い婦女子が肌もあらわに。もっと慎つつしみを持ってはいかがですか──エルフの方」

「……フィオの服をデザインしたの、お主じゃったよな？」

　ソーニャの指摘はきっぱり無視しておく。

　浅黒い肌の女エルフが山刀ククリを地面に突き立てる。自由になった手を胸の前で組むと、指を複雑に組み合わせる。

「──《エルーカ・ルティア・ノクト・ウル・アスティオ》──！」

　奇妙な呪じゆ文もんを唱えた、その直後──女エルフの全身の刺青が、鮮血のような赤い光を帯びる。

（魔力圧が上がった……強化系の魔術と推測します。それも、人間のものとは別種の）

　だとすれば、全身の刺青は魔ま導どう式しきと同様のものか。自己暗示の呪文を併用することで集中力を高めているのか。

　女エルフが山刀を持ち直し、身を沈める。鍛えられた両足の筋肉が盛り上がり、引き絞られた弓弦のように力が張りつめる。

　直後、女エルフは赤い箒ほうき星ぼしの尾を引き、刹せつ那なの隙すきにヘルベルカの懐まで潜り込んでいた。

「……ッ！」

　魔術の影響か、爛らん々らんと赤く輝く眼光はネコ科の猛獣のそれ。

「《加速アクセル》！」

　喉のどを目がけて振り上げられた山刀を左右のナイフでからくも迎撃。

　散った火花が瞼まぶたに焼き付いているうちに、翻った刃やいばが横から襲い掛かってくる。迎撃のナイフが山刀ククリを撥はね上げる。刀身は見えない。視界の端で閃ひらめく銀光に反応できているのは、身体からだに覚えこませた脊髄反射のなせる業だ。

　刃の残光が十重二十重に咲き乱れる。ヘルベルカは二本のナイフでいなし、逸そらし、かろうじて回避していく。

（速度はキリエと同等……しかし、一撃一撃が重い）

　次第にナイフを持つ手が痺しびれ、握力が落ちていく。

　横に一回転して襲ってきた山刀を防ごうと左手のナイフを上げ──予想外の方向からの衝撃が、左手を打った。

　蹴けりだ。山刀はフェイント。横に回転していたはずが、背中を見せた時点で縦回転に変化するという、曲芸師じみた身のこなし。下方から伸びた女エルフの踵かかとが、ヘルベルカの左手のナイフを弾はじき飛とばしていた。

「しまっ……！」

　焦るヘルベルカに、女エルフは一歩深く踏み込む。腰の捻ひねりを加えた渾こん身しんの斬ざん撃げきをヘルベルカの胴に叩たたき込こむ──

「──てはないんですけどね」

　直前、女エルフの刃はヘルベルカの手前でぴたりと止まっていた。

　瞠どう目もくする女エルフ。その目が、わずかに光を反射する細いなにかを捉とらえる。

「鋼糸……！」

「裁縫道具はメイドの必需品でございます」

　山刀を絡めとった鋼の糸は、無手となった左手の指先に続いている。

「失礼」

　ヘルベルカの身が反転。貫くような蹴りを腹に受け、女エルフは後方に突き飛ばされる。

「…………グッ！」

　猫のように空中で器用に体勢を整えて着地し、女エルフは柳りゆう眉びを逆立てる。

「足技が自分だけの特権とでも思いましたか」

　涼し気にメイド服の裾すそを払って整えるヘルベルカ。

　女エルフはヘルベルカを睨にらみ付つけ、手を左右に広げた。

　仲間への指示かと思い警戒するが、女エルフは両手を眼前で組み合わせた。

「──《ヘルト・エスパダ・エラート・ヌル・アスティオ》──！」

　両手を地面に叩きつける。

　直後、大地が蠢うごめいた。

「…………!?」

　大地が生き物のように脈打つ。土を割って飛び出したのは、無数の木の根だ。根は意志を持っているようにうねると、津波のごとく、一斉にヘルベルカへと襲い掛かった。

「……ちっ！」

　逃れようとするヘルベルカの足に、木の根が巻き付く。腕や胴体にも木の根が巻き付いて全身を拘束される。瞬まばたきの間に、ヘルベルカは木の根の波に飲み込まれた。

「ヘルベルカっ！」

　ソーニャの叫びが響く。ヘルベルカを襲った木の根は絡まり合い、柱状になる。拘束というよりは、圧殺する術のようだった。

　女エルフは鼻を鳴らして呟つぶやく。

「しぶとい女だ」

「それが売りですので」

「…………ッ!?」

　瞠どう目もくするエルフの眼前で、柱が内側から爆砕する。

　閃せん光こうと爆風が吹き荒れ、誰もが顔を逸そらす中、軽やかな着地の音。

「やれやれ──あまりこれに頼るのは気が進まないのですが」

　ほぼ無傷のヘルベルカがそこにいた。せいぜい、エプロンが汚れている程度だ。

　その黒い左腕は、変形していた。前腕側面が横に開き、生じた隙間スリツトから煙が勢いよく排出される。

「内蔵した魔力結晶に使用者の魔力を固着させ、一気に打ち出す魔力砲──この出力で撃つのは初めてですが、それなりに使えますね。ハーシェル博士には、後で改めて礼を言わねばなりません」

「貴様……何者だ？　その腕はなんだ？」

　女エルフは奇怪なものを見る目でヘルベルカを睨にらみ付つける。

「少し便利な義手ですよ。そしてわたくしはただのメイドです」

「メイ、ド……？　それは戦士の呼び名か？」

「いかにも。わたくしの郷里では畏敬の念を込め、『メイドさん』と呼称します」

「しれっと噓うそを教えるな」

「まあ、それはそれとして」

　ソーニャのつっこみを流し、場を仕切りなおすヘルベルカ。

「なし崩し的に戦闘に入ってしまいましたが……もう襲ってはこないので？」

　女エルフは苦々しい顔をしながらも、刃やいばを向けることはしなかった。

「……必要ない。既に、貴様らの仲間は捕らえた」

「仲間？」

　首を捻ひねるヘルベルカ。

「ソ、ソーニャ様～、ヘルベルカさ～ん」

　泣き声に振り向くと、

「捕まってしまいましたぁ、助けてくださいぃ……」

　フード姿の男エルフに山刀ククリを突きつけられ、鳴き声をあげるシスターがいた。

　頭痛を堪こらえるように額を押さえ、ため息を吐つくソーニャ。

　樹上に潜んでいたのだろう、次々とフード姿の連中が現れる。完全に包囲されていた。

　ヘルベルカと立ち回った女エルフが一歩前にでる。

「ここまでだな。仲間の命が惜しくば、おとなしくしろ」

「そう仰おつしやいましても、ヴァルトシュタイン家に仕える身であるわたくしとしては、主あるじの命さえ守れれば他は二の次三の次なのですが」

「ひどっ!?　ヘルベルカさん、わたしのこと嫌いなんですか!?」

　山刀を突きつけられていることも忘れて抗議の声を上げるコレットを一いち瞥べつ。

「それなりに長い付き合いですからね。その分の情はわいていますよ──使い古したモップ程度には」

「扱いひくっ！　もっとこう、わたしの身の安全が保障されるようなこと言ってくださいよぅ！」

　ヘルベルカは少し考え、

「実はそのシスター姿の女は、わたくしを上回る武芸の達人です。しかも単独で一個大隊に匹敵するほどの大魔術師メイガス。彼女が本気を出せば半径百メートルの人間は木こつ端ぱ微み塵じんでしょう。命が惜しければ解放した方がいいですよ」

「そ、そうですっ！　神罰くだしちゃいますよっ！」

「噓うそをつくな」

「まあ噓ですが」

「なんでバラしちゃうんですかっ!?」

　涙目のコレットに、ヘルベルカはめんどくさそうなジト目を向ける。

「やかましいですね。あなたも聖職者なら、敵もろとも大爆発するくらいの自己犠牲精神を見せなさい」

「無む茶ちやおっしゃる!?　それもう聖職者っていうより、やぶれかぶれの爆弾魔ですよねっ!?」

　軽口を叩たたきながらも、ヘルベルカは目を動かして周囲の状況を把握する。

（包囲しているエルフは約二十、樹上にも伏兵多数──ここを突破しても、もっと広い範囲に潜んでいるでしょう）

　つまり、この森そのものが相手の勢力圏と見ていいだろう。

（となると、ソーニャ様だけ逃がすこともできませんか）

　現状把握に努めつつ、会話を引き延ばす。

「とはいえ、シスター・コレット。あなたを通した情報網はなにかと使い勝手がいいですからね。さすがにここは見捨てるわけにはいきませんか。……チッ」

「舌打ちした！　あの人舌打ちしましたよ!?　聞きました!?　ねぇ聞きました!?」

「黙れ。喉のどを潰つぶされたいか」

「ひぃぃ!?」

　ようやくおとなしくなるシスターから、鋭い視線を他の二人に転じる女エルフ。

「何者だ？　奴隷商人には見えんが」

「おや。話を聞く気はあるのですね、エルフの方」

「もとより無用な血で森を汚すつもりはない。それとも、ここで屍しかばねとなるか？　血を流したくないのは本当だが、必要ならば厭いとわぬぞ」

　弓を一層強く引き絞る音が方々から響く。

「ここで『はいそうですか』と帰ることができるなら、わらわも楽なのじゃがな」

　肩をすくめるソーニャを、女エルフが訝いぶかしげに見やる。

「なんだ、この子供は？」

「わらわはとっくに成人しておるわっ！　……ああいや、今はそういうことを話したいわけではなくてじゃな」

　かぶりを振って仕切り直し、ソーニャは切り出す。

「わらわはソーニャ・ヴァルトシュタイン。ヴィクティム領主、エドアルトの娘じゃ。父の代理として、ここに来た」

　実際には、エドアルトから正式に代理としての権限を任されたわけではないが、そこは黙っておく。

「まずは、お主らの土地に踏み入った非礼を詫わびよう。じゃが、直接押しかける以外、方法もなかったのでな。それについてはご容赦願いたい。そのうえで言うが……まずは武器を収めてくれんか？　わらわは話をしに来たのだ」

　ソーニャの言葉に、女エルフは眉まゆをひそめる。その後ろに控えるフード姿のエルフ──恐らく男だろう──が前に進み出て、女エルフに進言する。

「……イグレシア。聞く必要はない。さっさと始末しろ」

「黙っていろ。それを決めるのは我だ」

　男がたじろぎ、一歩退く。どうやら、力関係は女エルフの方が上らしい。

「小娘。我らには貴様らと話すことなどない。疾とく、この場を立ち去れ」

　にべもなく言う女エルフ──イグレシアと呼ばれていた──に、ソーニャは食い下がる。

「そうは思えぬな。今、この大陸を蝕むしばんでいる異常、気づいていないわけがなかろう？」

　イグレシアの双そう眸ぼうが鋭さを増す。やはり、エルフたちの集落にも影響は出ているらしい。

「今、この大陸はこれまでにない災厄に見舞われている。お主らにとっても、それは対処の必要がある問題のはずだ」

　イグレシアはソーニャを睨にらみつけながら、慎重に言葉を紡ぐ。

「……確かにこの数日、動物たちの気がたっている。だが、それは我らの問題だ。貴様らが立ち入ることではない」

「違うな。あれはこの大陸で生きるすべての者にとっての災厄じゃ。お主らも見たであろう？　天にそびえる、あの禍まが々まがしい大たい樹じゆを。あれを放置していては、大陸そのものが瘴しよう気きに飲み込まれる。その前に、どうにかしなければならん。──そこでじゃ」

　大きく息を吸い──ソーニャはその場にいる全員に聞かせるように、声を張り上げる。




「わらわは、人とエルフ、両種族による共闘を提案する」




　漠然としていた敵意が、番つがえられた矢よりもなお鋭い殺気となってソーニャの総身に突き刺さる。

「言葉を選べよ──小娘」

　それ自体が絶対零度の刃やいばであるかのようなイグレシアの視線が、薄皮一枚越しに突きつけられる。

「これ以上ふざけたことを抜かすならば──生きてこの森から出られぬと心得ろ」

　脅しではない本気の憎悪に、ソーニャの身が竦すくむ。

　それが、逆げき鱗りんに触れる提案だということはわかっていた。

（それでも……っ、この無む茶ちやを通さなければ、この大陸に未来はない──！）

　ソーニャは唾つばと共に震えを飲み下す。からからに渇いた喉のどで、どうにか言葉を紡ぐ。

「……ふざけてなどおらぬ。このままでは、人もエルフも死に絶える。……それが現実じゃ。それとも……汝なんじにはあの大樹をどうにかする手段があるというのか？」

　返事には、わずかに間があった。

「なにを言われようと、我らが貴様ら人間に力を貸すことなどない」

　道理ではない。感情だ。そしてそれは、無視していいものではない。

　予想できた反発だ。そもそも、この大陸に最初に住んでいたのはエルフたちだ。彼らは部族単位で集落を作り、森、平地、山岳地帯、さまざまな場所に住み、緩やかな繫つながりのもと、平和的な社会を営んでいた。

　そこに新たな土地を求めて現れたのが、人間だ。聖王の権威を頂点にまとまった人間の集団戦術は、小集団で生活していたエルフたちの社会を瞬く間に蹂じゆう躙りんした。

　人の理屈でなら言い訳もできよう。だが、エルフたちからすれば、人間が絶対悪であるという構図は変えようのない事実だ。

「──失うせろ。二度とこの森に足を踏み入れるな」

　イグレシアの合図で、コレットが解放される。

　そのまま背を向けて去ろうとするイグレシアに、ソーニャが追おい縋すがる。

「待ってくれ！　まだ話は終わっていな──」

　ヒゥン

　風切り音が、ソーニャの足を止めた。

　振り向きざまに迸ほとばしった刃やいばが、ソーニャの髪を一房切り落としていた。あとわずか、イグレシアが踏み込んでいれば、確実にその刃はソーニャの命を刈り取っていただろう。

「──あと一歩でもこの先に踏み入らば、その首落とす」

　ソーニャは動けない。凍りついたように固まっている。

「去るならば追いはせぬ。我らのことには金輪際……」

　脅しをかけようとしたイグレシアは言葉を飲み込み、訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「おまえ……なにを笑っている？」

　ソーニャは──笑っていた。

　震えながらも口の端を吊つり上あげ、笑みを浮かべていた。

「……恐怖で気でも違えたか？」

　胡乱うろん気げなイグレシアに、ソーニャはかぶりを振る。

「あぁ……いや、なに。……厳しい局面でこそ笑っていたあやつの気持ちが、少しわかった気がしての」

「…………？　なにを言っている？」

「いや、こっちの話じゃ」

　長く、息を吐はき出す。それで、震えは止まった。

　開き直ったように、ソーニャは切り出す。

「イグレシアとやら。エルフは氏族単位で集落を作り、決めごとは最終的には族長が判断を下すと聞く。お主、族長にしては随分と若いな。代理の者か？」

「答える必要はない」

「察するところ、族長の縁者……恐らくは娘といったところか。であらば、わらわの提案をこの場の判断で無下にするのは問題があるのではないか？　ことは集落の存続にも関かかわることじゃぞ」

　ソーニャは畳みかける。

「さっき、この奥へ進もうとしたわらわを慌てて押しとどめたな。お主らの集落、この先にあるのじゃろう？　──まあそういきり立つな。この通り、わらわは無害な小娘じゃ」

　張りつめる緊張感をかわすように、ソーニャは飄ひよう々ひようと言う。

「わらわは族長殿と直接話がしたい。改めて、お目通りを願う。それとも、寝首をかかれるとでも思っているのか？　このわらわにか？　なんなら、二人はここに残し、わらわ一人で行ってもよいぞ」

「勝手なことをべらべらと……！」

　イグレシアは眦まなじりを吊つり上あげ、ソーニャを睨にらみつける。

「提案だと!?　今更なにを虫のいいことを……！　一方的にエルフを蹂じゆう躙りんしてきた人間が！　貴様らのせいで、いったいいくつの部族が全滅したと思っている！」

「それを言われると耳が痛いがのぅ」

　苦々しく言ってから、静かな口く調ちようで語りかける。

「──のう、イグレシア。人とエルフは長年、対立してきた。その対立に言葉はなかった。人と人が理解し合うのさえ、長い時間が必要とされる。千言万語を尽くしてなお、人の心はようとして知れぬ。……あるいは、エルフと人が本当の意味で手を取り合うことなぞ、未み来らい永えい劫ごう無理なのやも知れぬな」

　諦あきらめを思わせる言葉。しかし、ソーニャはその諦めに「なれど」と否定を繫つなげる。

「ゼロではない。──わらわは知っておる。人に師事し、絆きずなを築いたエルフを。そのエルフが導き、育てた人の子を」

　微笑ほほえみ、ソーニャは誇らしげにその名を告げる。

「その者こそ、わらわの友人にして当代の英雄──フィオレンツァ・アリギエーリじゃ」

「なに……？」

　イグレシアがわずかに動揺する。

「対話の意志を持つ者が消えぬ限り、調和の可能性は繫がる。未来の可能性の否定など、誰にもできん。じゃが──今まさにその一いち縷るの望みすらもが、潰ついえようとしておる。

　──イグレシア。それでも、お主は対話を拒むか？　降りかかる厄災に、なすすべなく滅びるのが望みか？　──人とエルフ、二つの種族がこの大陸にある限り、対話は試みられるべきじゃ。なぜなら──」

　頰ほおを緩め、ソーニャは笑みを浮かべる。

「我らは、言葉の通じぬ獣けものではないのじゃから」

「……っ」

　イグレシアの目に、わずかな迷いが生じた。

　ソーニャは瞳ひとみに力をこめるとまっすぐにイグレシアを見据え、凛りんと声をあげる。

「──わらわは退ひかぬぞ。斬きりたくば斬れ。対話を望む無手の者を斬り伏せるがエルフの正義と言うのなら、好きにせよ」

「…………っ！」

　前へと、森の奥へと進み始めるソーニャに、イグレシアは息を吞のむ。

　一歩、また一歩。ソーニャが進む。

　その足がイグレシアの横を抜けようとして。

　──骨を打つ、鈍い打撃音が響いた。

　弾はじき飛とばされたソーニャの矮わい軀くが宙を舞い、地面に落ちる。

　瞬時に、ヘルベルカがソーニャを庇かばおうと身を翻し、

「手をだすでないッ！」

　ソーニャの一喝が、従者の動きを止めた。

　身体からだを起こすソーニャの額から、血が滴る。眉み間けんを通り、鼻び梁りようを流れた血が顎あご先から落ちた。

　ソーニャは鞘さやに納まったままの山刀ククリを振りぬいたイグレシアを見て。

「首を落とすのは、やめてくれたようじゃな」

　幼い面立ちを血で彩り、今まさに自分を傷つけた相手に向けるのは、笑み。

　イグレシアが眉まゆを歪ゆがめる。その内に抱くのは困惑か、それとも──畏おそれか。

　ソーニャはドレスの袖そでで額の血を拭ぬぐい、立ち上がる。

「ヘルベルカ、動くでないぞ。コレットもじゃ。なにがあっても、そこでじっとしておれ」

　飲み込むにはいささか以上に苦い命令だったのだろう。ヘルベルカはしばしナイフを手にしたままイグレシアを睨にらみ、

「…………承知しました」

　武器を収め、一歩後ろに下がった。

　ソーニャは躊躇ためらいなく歩き出す。

　その歩みが、イグレシアの隣へ差し掛かり──再びの打撃音。

　ソーニャの矮軀が宙に舞い、血の飛沫しぶきが枝葉に散った。




　ガツッ──ボグッ──ゴギッ──

　聞く者にも痛みを与えるような打ちよう擲ちやく音が、森の中に幾度となく響く。そのたびに、小さな身体が地面に投げ出される。仕立てのいいドレスは土にまみれ、いたるところがほつれている。それ以上に痛々しいのは、少女自身だ。

　額から流れた血が片目を塞ふさぎ、鼻血は既に固まっている。

　右腕は力なくだらりと垂れ下がり、むき出しの肌にはいくつもの青あお痣あざがあった。

　だが──それでもなお、少女は立ち上がる。

　──イグレシアは困惑していた。

　苦労など知らず、エルフからむしりとった土地で飽食しているだけの子供だと思っていた。口当たりのいいことだけを吐はき、少し痛みを与えればたちまち逃げ帰るものだと高をくくっていた。

　それなのに、いくら痛めつけても立ち上がる。何度地面を転がされようと向かってくる。

　その目の光は、いささかも衰えていない。その身を苛さいなんでいるはずの疼とう痛つうなど知らぬとばかり、不敵な笑みを浮かべて立ち上がる。

　鞘さやに納めたままの山刀ククリが、やけに重く感じる。

「……もう諦あきらめろ。不毛だ」

　思わず、イグレシアはそんなことを口にしていた。

「……その右腕、恐らくひびが入っている」

「それがなんじゃ？　まだ左腕が動く。腕がなくとも足がある。それさえなくとも、首から上さえ動けば対話は可能じゃ」

　その覚悟に、イグレシアは寒気を覚える。

「それにな──わらわは知っておる。たとえ死ぬとわかっていても、その命を最後の一片まで使い尽くし、強大な敵に立ち向かい、見事討ち果たした男を」

　訥とつ々とつと語る少女。その瞳ひとみに映る色は、誰を懐かしんでのものか。

　悲嘆は人を打ちのめす。だが、悲嘆の沼から這はい上あがれた時、それは燃料となって闘志という火にくべられる。少女の瞳には、まさにその炎が燃え盛っていた。

「あやつに託された希望をつなぐため、それが必要ならば──腕の一、二本、いつでもくれてやるわ」

「……っ、貴様いい加減にしろっ！　死ぬ気か！」

　決して折れる様子のない少女に、イグレシアはついに叫ぶような声をあげる。

「…………？　奇妙なことを言う」

　それに対し、ソーニャは不思議そうに首を傾かしげ、

「よもやお主──わらわが命を懸ける気も無しに、ここまで出向いてきたとでも思っておるのか？」

　今度こそ、イグレシアは絶句する。

「わらわの家族が。友が、民が──今も命を賭として戦っておる。わらわを待っておる」

　息を吸い、放たれるは気迫の一声。

「ならばここがわらわの死地！　もとより五体を持ち帰ろうなどと虫のよいこと、考えてもおらぬわッ！」

「…………！」

　ソーニャの気迫に、イグレシアは一歩退いていた。退いてしまった自分を恥とするかのように、苛いら立だたしげに歯を食いしばり、ヘルベルカたちに怒鳴る。

「貴様らっ、止めるつもりがないのか!?　それとも、貴様らにとっては仲間の命など、どうということもないのか!?」

「これは異なことを仰おつしやいます」

　メイド服の従者は、涼しげな表情のまま言葉を返す。

「わたくしは侍女メイド。主あるじのそばに侍はべり、その助けとなるが務め。いざとなれば主の盾となること、とうの昔に決めております」

「ならばなぜ止めぬッ！」

「それ以上に、わたくしはソーニャ様の意志を尊重しております。──ソーニャ様が命を懸けると決めたなら、その覚悟に水を差すなど、どうしてできましょうか」

「…………っ！」

　イグレシアは軋きしむほどに奥歯を嚙かみしめる。

「……貴様の主あるじとやらが死んだらどうするつもりだ」

「この場で喉のどを裂いて後を追います」

　間髪いれず、ヘルベルカはこともなげに答えた。

「……わらわは果報者じゃな」

　ソーニャが苦笑の吐息をこぼした。

　イグレシアは瞼まぶたを下ろす。

　──ああ……そうか。

　──こいつらは、とっくに……

　再び開いた時、その目には確かな殺意が宿っていた。

　山刀ククリを鞘さやから抜き、振り上げる。

　周囲のエルフたちに緊張が走る。

「──寸止めなど期待するな。狩りで捕らえた獲物は、一撃で仕留めるのが我らの慈悲だ」

　頭上に高々と掲げた山刀の刃やいばが、ぴたりと静止する。

　イグレシアの目に、迷いはなかった。

「避よけねば死ぬぞ」

　──エルフたちは知っていた。ひとたび、あの構えをとったなら、そこから放たれるイグレシアの刃は、決して獲物を逃がさないと。

　確実に獲物の命を一刀で斬ざん断だんする、慈悲の剛剣。

　その緊張が、ソーニャたちにも伝わる。イグレシアの本気を、この上なくはっきりと感じる。

　森のざわめきすらもが息を潜め、時が凍り付いたような刹せつ那なが過ぎ。

　──凍結した時間は、鋭い呼気と共に動き出した。




　斬光一いつ閃せん。




　迸ほとばしった刃が大気を斬断し、天地を別わかつ一閃が刻まれる。

　山刀の刀身が大地に深々と埋まる。

　張りつめた緊張の中、イグレシアが口を開いた。

「……なぜ、当てないとわかった」

　薄皮一枚の位置を通り過ぎた刃やいば──その軌跡を瞬まばたきひとつせずに見送ったソーニャに、イグレシアは問いを投げる。

　ソーニャは一度深く息を吐ついてから、問いに答える。

「いや……そんな確信はなかった。そもそも、そんな器用な真ま似ね、わらわにはできん」

「ならば、なぜ退ひかなかった？」

　重ねた問いに、ソーニャは答える。

「既に言うたであろう。もとより、ここがわらわの死地である、と」

「……そうか」

　ため息を吐き、イグレシアは空を見上げる。

「恥ずべきは、私の方だったようだな。命を懸けて向かってくる、相手の覚悟を見誤ろうとは」

　イグレシアは山刀ククリを鞘さやに納め、ソーニャに向き直る。

「ついてくるがいい。族長のもとまで案内する。──これは族長代理としての決定だ！　異論はないな！」

　エルフたちは静まり返り、誰も異論を唱える者はいなかった。

「よいのか？」

「命を懸けて覚悟を示した者たちには、相応の誠意で報いんとな。……人間を憎むあまり、それ以下の下げ種すに成り下がっては元も子もない」

　そう言って、イグレシアは息を抜き、ほんの少しだけ笑った。
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　目覚めは案外あっさりしたものだった。

　しばしベッドの上で呆ほうけ、頭がすっきりしてきたところで身支度を始める。

　服を着替えたところで、部屋の扉がノックもなしに開かれた。顔を出したのはキリエ。

「起きてた？」

「ああ。おまえこそ、よく寝坊せずに起きられたな」

　挨あい拶さつがわりに軽口を交わしながらローブを羽織り、立てかけてあった杖つえを握る。

「──行くか」

　ローブの裾すそを翻し、ウェズリーは部屋を後にする。

　決戦の日は、こうして始まった。







　ヴィクティム北部。都市を囲む壁の外側に、整然と兵士たちが並ぶ。

　その数、およそ六百。最盛期のヴィクティムが保有していた戦力には遠く及ばないが、それでもこの短期間でかき集めたにしては多い方だろう。とはいえ、練度もばらばらな寄せ集めの軍隊。志願した民兵の中には、顔色の悪い者も多い。

　そんな光景を壁の上から見下ろしていると、抑えようのない不安が胸によぎる。

（勝てるのか……？　この状態で）

　士気は高いとは言えない。これで本当に、〈黙示録の獣アロステイア〉の軍勢に抗することなどできるのだろうか。

　と──

「傾聴せよッ！」

　ヴィクティム正規兵の声が響き、六百人分の視線が一か所に集約する。

　ウェズリーの隣。視線の圧力を一身に受け、なれど決して怯ひるまぬ歩みで姿を現したのは、ヴィクティム領主エドアルト・ヴァルトシュタイン。どよめきが収まっていき、やがて静寂が行き渡った頃合で、エドアルトは静かに口を開いた。

「──諸君。決戦の時は来た」

　一言一言を、嚙かみしめるように告げる。

「これより先、諸君らが赴くのは戦場だ。生と死の坩る堝つぼだ。輩ともがらの屍かばねを軍靴で踏み越えなくては前に進むこと能あたわぬ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄だ」

　兵士たちが息を吞のむのがわかった。

（なぜ不安になるようなことを？）

　ウェズリーは疑問を抱くが、エドアルトは身振りを交えながら、朗々と続ける。

「我ら人間は非力だ。いざ獣アロステイアとまみえれば、爪つめの一振りで命を断たれ、断末魔の叫びもろとも蹂じゆう躙りんされて大地の染みとなるだけの、矮わい小しような存在だ」

　言葉が場に沈殿するほどの間を開けてから──エドアルトは声を張り上げる。

「──だが、忘れるな！　諸君らの後ろには、誰がいるのかということを！」

　空気が、変わる。

「人類の命運などという、大それたものを思う必要はない。只ただ人びとが背負えるものなど、せいぜい一人だけだ。故に、ただ一人を思い、戦え。伴はん侶りよを、親を、子を。そして想像せよ。本当の地獄とは戦場にあるのではない──自分の帰りを待つ者たちが、なすすべなく蹂躙されることこそ地獄なのだと！」

　エドアルトの言葉が持つ熱が、徐々に浸透していく。

「戦場における生者と死者とを別わかつものはなにか？　経験か？　技術か？　魔術の練度か？　──否いな！　それは信念だ！　それこそ、〈黙示録の獣アロステイア〉にはない我らの武器だ！　故にこそ、吾わが輩はいは諸君らの勝利を疑っていないッ！」

　拳こぶしを握りしめエドアルトは感情もあらわに叫ぶ。

「今日という日、武器を手に集った者たちにも、それぞれの道筋があっただろう！　家族を奪われた絶望を抱く者、故郷を失なくした怒りに奮い立つ者、悲嘆を心の燃料としてどうにか立っている者──その事情は様々だ！　だが、我らはそれをひとつの信念として束ねることができるッ！」

　熱狂が増す。エドアルトの言葉が、力強い声が、兵士たちの胸に熱いものを呼び起こす。

「我ら一人一人は急ごしらえの鈍なまくらの鏃やじりにすぎん！　なれど！　数十、数百と束ねた鏃は、鋼をも貫く無双の剛ごう槍そうとなるだろうッ！　──我らは共有できる！　〈黙示録の獣アロステイア〉を打ち破り、帰りを待つ者の明日をつかみ取るという信念を！　そのためならば、死地に赴くのも恐れない、誇り高き勇気を！」

　エドアルトが拳こぶしを突き上げ、兵士たちもそれに続く。

「己を信じよ！　仲間を信じよ！　隣に立つ者が、己と共に死地を戦い抜く強きよう靭じんな意思を持つと信じよ！」

　兵士たちはエドアルトに負けじと声を張り上げる。

「我らに退路はない！　なればこそ、抗あらがいの意志をその胸に掲げよッ！　そして信じるのだ！　勝利の凱がい歌かを響かせるのは、我々だとッ！」

　よろめきそうになるほどの歓声。

　エドアルトもまた、自らの言葉に熱狂するように拳を突き上げ、兵士たちに応こたえる。

（……敵かなわないな）

　ウェズリーはエドアルトの役者ぶりに、素直に感嘆していた。あれだけ暗い面持ちが目立った兵士たちは、今や歴戦の勇士のように、勇ましく武器を突き上げている。

　エドアルトの演説に沸き立つ兵士たちを眺めながら、ウェズリーは故郷の村が焼け落ちる光景を瞼まぶたの裏に見る。

（……あの日、僕に人々をまとめられるだけの地位や力があれば、村を守れたのかな）

　ウェズリーはそう思いかけて、すぐに首を振る。

（今更だな……それに、僕の役割は他にある）

　──そうだ。今は自分の使命を全うすることだけを考えよう。

　かつて、自分が帰る場所は永遠に失われた。だが、ヴィクティムまで奪われるわけにはいかない。ここにはヴァルトシュタインの屋敷がある。多くの人々の暮らしがある。そしてなにより──この街そのものが、あの人の思い出の場所だから。

（奪わせはしない──絶対に……ッ！）

　兵士たちの熱狂を全身に浴びながら、ウェズリーは杖つえを握る手に力を込めた。







　一時間後──ウェズリーは、魔導船ブラズニールの甲板にいた。

　ヴィクティムから戦場までは、徒歩で二時間ほどの距離がある。鎧よろいを身に着けた兵士たちを行軍させるにはいささか長い。戦場予定地から二キロほど離れた場所を集合地点に設定。物資は荷馬車で陸路を運び、兵士はブラズニールによってピストン輸送することで、体力を消耗させずに戦場近くまで移送することを可能としていた。

「緊張しているようだな」

　背後から声。ジルヴェステが隣に並ぶ。

「それは、まぁ……心安らかとはいきませんよ。船の操縦はいいんですか？」

「問題ない。助手に任せてある」

「そうですか。……けど、すごいですね、この船。これだけの距離を、往復一時間もかけずに飛べるなんて」

「地形に左右されないからな。武装を取り付けるという案もあったが、先送りされていてね。今は輸送くらいしか役に立たんのだ」

「それでも、画期的な発明だと思います。魔力結晶による魔力の蓄ちく積せき技術の確立と、液状魔力触媒による魔ま導どう式しきの代替……どちらも、技術を大きく進化させる発明だ」

「それを理解してくれる者がなかなかいなくてね。中央の奴やつらに研究費用を吐はき出させて、ここまで漕こぎつけるのにも苦労したよ」

　ジルヴェステは苦笑する。

「まあ、愚痴はここまでとして──実は、君に餞せん別べつがあってね」

「餞別？」

　言って、ジルヴェステは後ろ手に持っていた、布に巻かれた細長い物体を差し出した。

　受け取ると、ずしりと重い。金属だろうか。

「中を見てみたまえ」

　言われた通り布を解く。中から現れたのは、

「これは……剣？」

　一応、そう呼べる最低条件はそろえた物体だった。

　柄つかと思おぼしき部分には布が巻かれており、鍔つばに当たる部分がない。というより、板状の塊を剣の形に整えただけだ。

　黒い材質は金属のようでもあったが、肌触りは石に近い。奇妙なのは、刀身に複雑な紋様が刻まれ、ところどころに穴が開いていることだ。

「穴だらけですね……というか、刃が無いじゃないですか」

　辛うじて切っ先は尖とがらせてあるから突き刺すことくらいはできる。だが、斬きれないのでは無駄に重量が嵩かさむだけの鈍器だ。ましてや、穴が開いているから強度も心もとない。

「それは普通の剣としての使用は想定していない。そいつはね──」

　ジルヴェステの説明に、ウェズリーは難解そうな顔で眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……本当に使えるんですか、これ？」

「心配いらない。私は天才だ。そして天才の思い付きは、大抵失敗しない」

「いやむしろ見切り発車でとん挫ざしそうなものですけど……」

「信じろよ、少年。それは君の師匠が手首に巻いている刻印板カースド・ギアから着想を得てね。せっかくだから、そういう形にしてみた」

　ジルヴェステは唇の端を持ち上げ、「なにより」と言葉を繫つなぎ、

「英雄には、剣が必要だとは思わないかい？」

　冗談っぽく笑い、そう言った。
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　季節はめぐり、夏が終わろうとしていた。

　この季節、ヴィクティム周辺は比較的過ごしやすい気候にあるが、夜などは急激に冷え込むことがあるため、注意が必要だった。

「最近、降らないな」

　洗濯物をリビングに取り込んでいたフィオに、庭先のロッキングチェアに揺られながらヒューイットが言った。

「え？」

「雨。もう一か月以上かな」

「そういえば、そうですね。お洗濯ものが乾きやすくて助かります。──そうだっ」

　胸の前で手のひらを合わせ、フィオがいいことを思いついたとばかりに提案する。

「今度また、ピクニックにでも行きませんか？　寒くなる前に」

　ヒューイットは傍かたわらのフィオを肩越しに見やり、「それもいいな」と呟つぶやいた。

「この時期だと、森がいいでしょうか。あっ、いっそのことヘムズウェル山脈の方まで足を延ばすのはどうでしょう？　きっと空気も澄んでて、気持ちいいですよっ。あそこの森の中には、綺き麗れいな湖もあって──」

「フィオ、山の方に行ったことあるのか？」

　ヒューイットの問いに、フィオはきょとんと眼めを瞬まばたかせる。

「え？　あ、はい。あります、けど……」

　ふと──フィオは引っかかりを覚えた。

（……いつ行ったんだっけ？）

　ヴィクティムに来る前の自分に、そんな自由はなかったはずだが。

「……お茶、おいれしますね」

　フィオはリビングの奥に引っ込む。

　ポットを火にかけ、ティーセットを準備する。

　静寂が、二人だけの屋敷を包み込んでいる。昼だというのに外も静かで、世界が動きを止めてしまったかのようだった。

　壁際の柱時計を見る。振り子は動いていない。いつの間に故障したのだろうか。

　そういえば──今は朝だっただろうか、昼だっただろうか。それとも……夕方？

　時間の感覚が霞かすみの中に溶けたかのような、曖あい昧まいな時間が流れる。

　コトコトと、ポットが震え始める。

「フィオ」

　背後からの声に振り向こうとして──フィオは後ろから伸びてきた腕に抱きすくめられた。

　跳ね上がった心臓が、内側から胸をノックする。

「ヒュ、ヒューイット様……？」

　背中から伝わる温ぬくもりに、頭の芯しんまでが熱くなる。

「ど……どうなさったのですか……？」

「フィオ──おまえは、ここにいるんだよな？」

　囁ささやかれる声に背筋が痺しびれるような甘い感覚を覚えながら、フィオはヒューイットの大きな手に指先を添え、そっと頷うなずく。

「はい……いますよ。わたしはここに。ヒューイット様の、おそばにいます」

　火にかけたポットから、蒸気がしゅんしゅんと吹きだす音が静かなリビングに響く。

　フィオの中を、温かな思いが満たす。

　今、この瞬間が永遠に続けばいい──フィオはそう思い、

「なあ……フィオ。ひとつ、聞きたいんだが」

「──はい。なんでしょうか、ヒューイット様」




「いつまで、ここにいる気なんだ？」





　　　４






　赤茶けた荒野に、重武装の兵士たちが布陣する。その隊列は、縦横八列を一単位にした方陣。それぞれに部隊指揮官を置き、これを横に八単位並べることで防衛線を形成している。

　既に獣アロステイアたちの姿は目視できる距離にある。兵士たちは緊張しながらも、乾ききった大地を靴底で削り、一歩一歩前進していく。

　陣形後方、最低限の守備部隊に囲まれたエドアルトがウェズリーに言う。

「防御力に重点を置いた密集陣形フアランクス戦法だ。陣形を組んでの会戦は〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いには不向きとして廃れていたが、魔術が普及したこの時代なら、また違う運用ができる」

「それで、あの鉄板みたいな盾ですか」

　兵士たちが持つ盾は、足元から胸までを覆うほど巨大で分厚い。肉体強化ブースト系魔術なしでは、持ち上げることもできないだろう。

「荒野で獣アロステイアに対する場合、囲まれないことが最重要だ。そのために、まずは強固な壁が必要となる」

　大盾が連なる様は、正面から見れば鋼の壁が押し寄せてくるように見えるだろう。

　対する〈黙示録の獣アロステイア〉は二十体のヘカトンケイル型を最前列に置いた、攻撃的な配置だ。

　彼我の距離は、現在およそ四百メートル。いつ砲撃が始まってもおかしくない距離だが、〈黙示録の獣アロステイア〉の群れはいまだ動く気配がない。

　獣アロステイアとの距離が縮まるのに反比例し、ちりちりとうなじの産毛が焦げるような緊張感が増していく。

　やがて、敵軍との距離が三百メートルを切り──

『……敵に動きあり！』

　エドアルトが手にした携帯型の魔導通信機から、観測手を務める兵士の声が響く。

　直後──〈黙示録の獣アロステイア〉の軍勢の最前列で、爆炎の花が咲いた。腹に響く砲声が攻撃に先んじて轟とどろき、空に向かって打ち上げられた数十の炎弾が放物線を描いて飛来する。

「総員、防御態勢ッ！　盾を構えて衝撃に備えよッ！」

　各部隊指揮官の号令があがり、兵士たちが足を止めて盾を構える。

　一抱えほどもある炎弾が、雨のように降り注ぐ。その光景はさながら、大地を焼き尽くし焦土と変える、天から降る災厄だ。

　ゴウ、と大気を焼き焦がしながら炎弾が迫り──着弾。

　衝撃が大地を突き上げ、圧力を伴う爆音がウェズリーの全身に叩たたきつけられる。舞い上がる爆炎と土塊。その中には、人の姿も混じる。

　腹を殴りつける音圧に飛ばされそうになりながら、ウェズリーは戦況の把握に努める。

「く……っ、被害は!?」

　土煙が晴れていく。砲撃の半数以上は距離が足らず、陣形の手前に落ちたようだ。だが、何発かは兵士たちの真っただ中に着弾していた。いたる所に、倒れたまま動かない兵士の姿がある。大おお雑ざつ把ぱな目算で、被害は二十名ほどか。

「倒れた者の穴を埋めつつ微速後退！　防御態勢を維持せよ！」

　エドアルトの指示に、空いた穴を埋めつつ陣形全体がじりじり後方へ下がり始めた。

　第二射の砲声が轟く。直撃弾は二発だけだった。撥はね上げられた土塊の雨に打たれながら、歩兵部隊は後退を続ける。

　第三射目は一発も届かず、手前に落ちた。

（この距離が砲撃の限界か……想定より少し長いな）

　いずれにしろ、弓や魔術で対抗できる距離ではない。

　こちらが射程外に逃れたことに気づいたのだろう、獣アロステイアの軍勢が前進を始める。

「……うまく釣られてくれましたね」

　ウェズリーの呟つぶやきに、エドアルトが「うむ」と首肯し、

「まずは、耐える戦いだ」

　ウェズリーは後退しながら獣アロステイアの軍勢を睨にらみ付つける。

　獣アロステイアの軍勢が一斉に前進する様は、大地を飲み込む黒い津波が押し寄せてくるようだった。




　じりじりと後退しながらも、人類の戦力は徐々に削られていく。

　開戦から二十分余り。犠牲者の数は、既に全体の一割にも上ろうとしていた。

　繰り返される砲撃は、既に十度を越える。初撃以降、直撃弾は最小に抑えているが、炎の花が咲くたび、確実に誰かが倒れる。

　その度に、ウェズリーは胸を引き裂かれるような痛みに爪つめをたてて耐える。

　現在、開戦時の地点から後方に五百メートルほど後退している。既に獣アロステイアの軍勢は接敵時に人類側が布陣していた地点を踏み越えていた。ヘカトンケイル型は四本の足で前進しながら砲撃を続ける。追従するのは、数える気も起きないほどの数の獣アロステイアの群れだ。

「──本来、広範囲の攻撃手段を持つ相手に密集陣形というのは得策ではない」

　馬上のエドアルトが口を開く。

「だが、相手は条件反射で戦っているような獣アロステイアだ。もっと引き寄せてから撃ち始めていれば、我々の被害はより大きかったはずだ。しかし、奴やつらはこちらが十分近づくまで我慢できなかった。賭かけではあったし、損害も大きかった。だが──その代償に、我々は奴らをこの地点ポイントまで引きずり出した」

　──獣アロステイアたちは気づいているだろうか？　エドアルトが直撃弾を最小限に抑えながら、わざとつかず離れずの距離を保ちつつ後退させていたことを。

『ヴァルトシュタイン卿きよう、頃合です』

　魔導通信機からの声に、エドアルトは頷うなずく。

「半端に知性が芽生えたのが仇あだになったな。遠距離から相手の戦力を削って、楽に勝とうとするから──足元を掬すくわれる」

　その手が高く掲げられ、

「起爆せよッ！」

　言下、ヘカトンケイル型の足元で、青白い閃せん光こうが膨れ上がり──

　カッ──爆発的に膨れ上がった閃光が炸さく裂れつ。解き放たれた魔力の奔ほん流りゆうが天へと迸ほとばしる。

　土砂もろとも、獣アロステイアたちが身を砕かれながら宙を舞った。

「事前に設置していた魔力結晶の罠わな──先日の一件で、威力は証明済みだ」

　エドアルトは事前に魔導船ブラズニールを低空で飛ばし、獣アロステイアの軍勢から感知されない地点に作業員を派遣。大量の魔力結晶と起爆装置を、交戦予定地点に敷き詰めていた。

「真っ向からの消耗戦を挑むなど愚の骨頂。正面からぶつかっても火力で負けることはわかり切っている。──さて、人類の叡えい智ちのお味はどうかな？　〈黙示録の獣アロステイア〉諸君」

　後退を止やめた兵士たちが固唾かたずを吞のんで見守る中、煙が晴れ、爆心地の状況が明らかになる。約二十体いたヘカトンケイル型の半数が瘴しよう気きの霧となって霧散しつつあり、かろうじて生き残った個体も四肢の欠損など、重大な損傷を抱えていた。

「おおぉっ……！」「やったぞ！」「ざまぁみやがれ！」

　犠牲覚悟の策の成果に、兵士たちから歓声が上がる。

　エドアルトは腰から刺突剣レイピアを抜いて振り上げる。

「総員！　敵の砲撃能力の大半は封じられた！　これより作戦を第二段階に移行する！　方陣を保ちつつ前進せよッ！　──次は我々が攻める番だ！」

　鬨ときの声こえを上げ、盾を構えた隊列が進軍する。残ったヘカトンケイル型の散発的な砲撃を幾度か受けながらも、陣形を崩すことなく彼我の距離を詰めていく。

　両軍の距離は瞬く間に縮まり、ヘカトンケイル型の後方に控えていた獣アロステイアたちが一斉に咆ほう哮こうをあげて突っ込んでくる。子供ほどの背丈しかない獣アロステイアから、三メートルを超す熊くまのような個体、狼おおかみのような四足獣型まで、統一感のない獣アロステイアの群れが、雪崩を打って押し寄せる。

　怒号と咆哮。鋼と爪そう牙が。甲かつ冑ちゆうの銀と獣アロステイアの黒──二つの津波が、真正面から衝突する。

　波は濤とうとなって砕けたのは、黒。

　巨大な盾が獣アロステイアの突進を押しとどめ、槍やりが盾の隙すき間まから突き出されて獣アロステイアの身体からだを貫く。最前列の兵士を飛び越そうと跳ねる獣アロステイアは、後列の兵士たちの槍やり衾ぶすまで串くし刺ざしとなる。

　獣アロステイアに対して防御重視の密集方陣フアランクスという奇策が嵌はまったのもあるが、ここで負ければ後が無いという緊張感が、兵士たちに気迫と勢いを与えていた。

　だが、敵はあまりにも数が多く、また痛みに怯ひるむこともない。串刺しにされながらも向かってくる獣アロステイアの群れを押し返すのは容易ではない。

「激突の勢いでこそ勝ったが、一度膠こう着ちやく状態に陥れば攻めあぐねる、か……想定通りだな」

　エドアルトは鷹おう揚ように頷うなずき、後方に控えていた者たちを振り向く。

　そこにいたのは四十騎ほどの騎兵だ。だが、騎乗しているのは鎧よろいを纏まとった兵士ではない。

　彼らが手にしているのは、魔術の狙ねらいを定める砲身の役割を果たす杖スタツフ。それも、機動戦用にあつらえた小ぶりなものだ。

「この戦いにおいて、歩兵の務めは壁役デイフエンスだ。戦況が膠着した今こそ、君たち攻め役オフエンスの出番だ。──準備はいいか？」

「はっ！　万全であります！」

　緊張した面持ちで声をあげたのは、文官と見間違う細身の魔術師メイガスたちだ。

「うむ。頼んだぞ。──魔術騎兵隊ッ、突撃チヤージ！」

　号令を受け、四十騎の騎兵は五人一組で散開。戦場へと飛び込んでいく。

　──古来、騎兵の役割はその速度と重量で敵の戦列をこじ開けることだった。

　しかし、戦の相手が獣アロステイアとなってからはその役割を果たせず、兵科ごと姿を消した。馬は獣アロステイアの攻撃に対して無力であり、また魔術が普及したために熟練の加速アクセル系魔術を扱える者には追いつけないからだ。だが、エドアルトは重装兵ではなく魔術師メイガスたちを登用することで、騎兵という兵科を生まれ変わらせた。

　魔術師メイガスを馬に乗せることの最大の利点は、機動力を馬に任せられることだ。五人一単位の騎兵隊は、方陣を囲むべく展開しつつあった獣アロステイアたちを側面から強襲。炎の帯が、真空の刃やいばが、氷の矢が、獣アロステイアたちを予想外の方向から襲う。

　獣アロステイアたちは応戦しようとするが、魔術騎兵は一撃離脱を徹底。生じた隙すきを逃さず、密集方陣が獣アロステイアたちを押し返す。

　人類側優勢に傾き始めた戦況に、エドアルトを護衛する兵士たちから快かい哉さいの声が上がる。

　だが、エドアルトの表情は依然厳しい。

「戦況は？」

　後方からでは戦況が把握しづらい。エドアルトが携帯型の魔導通信機に問うと、悲鳴のような声が雑音交じりに響く。

『第八歩兵部隊、損耗率甚大っ！　第一、第二部隊も押されつつありますっ！　戦線、維持できません……！』

　高台に配置した観測手からの報告は、戦況がいまだ油断出来ないことを伝えていた。




　ディック・ブライトは鍛か冶じ屋やの跡継ぎだった。

　剣を鍛えることはあっても、自ら剣を握って戦場に立つことなど、考えたこともなかった。そんな彼に戦う決意をさせたのは、自分よりも年若い英雄の姿だった。

　そう大柄でもない少年が、人々の先頭に立ち、怪物に向かっていく──その姿に、彼は自分の胸に湧わき上がる熱い衝動を自覚した。

　無論、ディックに戦の経験はない。けれど、鍛冶仕事で鉄てつ槌ついを振り続けることで鍛えられた身体からだは、十分に剣を振れると思った。

　──そして、自分の考えの甘さを知った。

「ひぃぃっ!?」「ぎゃあああぁぁ……！」「来るな……っ、来るな、来るなぁ……！」

　悲鳴と断末魔の合唱が、剣けん戟げきの音に混じって方々から聞こえてくる。

　──当初、人類側は優勢に戦っていると思われた。小型の獣アロステイアは徹底的に訓練された防御重視の陣形を破ることができず、じわじわと、しかし着実にその数を減らしていった。

　だが──運の悪いことに、彼が所属する部隊を、ヘカトンケイル型と呼ばれる大型の獣アロステイアの生き残りが襲った。手傷を負っていても、刃やいばを通さない装甲は健在。右腕と一体化した巨大な剣が振るわれるたびに、何人もの仲間が宙を舞う。ある者は身体からだを両断されて絶命し、防御が間に合った者も岩に叩たたきつけられて血ち反へ吐どを吐はいてこと切れた。

「陣形を崩すな！　庇かばい合いつつ、距離をとれッ！」

　部隊指揮官が懸命に陣形を立て直そうとしているが、半狂乱に陥った兵士たちに指示は通らない。所しよ詮せんは寄せ集めの兵。陣形が崩れれば、後は脆もろいものだった。

　ヘカトンケイル型のみならず、前衛に空いた穴から入り込んだ小型の獣アロステイアもまた脅威だ。誰かの悲鳴があがるたびに血霧が舞い、一人また一人と味方が倒れていく。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の中で、ディックは立ち尽くす。呆ぼう然ぜんと見上げた視界に、飛びかかってくる獣アロステイアの姿が映った。

（ああ……なんでおれは、こんなとこに来ちまったんだ……）

　その後悔を最後に、ディックの意識は断絶した。




　エルザ・ノーランドは新米の魔術師メイガスだ。

　昨年、聖王都の魔術学院を卒業し、ヴィクティムの守備部隊に配属された。

　在学時の成績は上の下。実技に関しては自信があったが、座学が足を引っ張っていた。そのため、競争率の高い聖王都での働き口を勝ち取るには、少々手が届かなかった。

　一度壊滅の憂き目にあったヴィクティムへの配属は、学院の中では貧乏くじ扱いされていた。当のエルザはというと、多少は不満を抱きながらも、一般家庭出身の自分には分相応な役割か、と受け入れ始めていたが。

「ノーランド副隊長！　右翼側が苦戦している！　援護に向かうぞ！」

「了解ですっ！」

　五人を一単位として一撃離脱を繰り返す魔術騎兵という新兵科は、一定の成果を上げていた。

　魔ま導どう式しきを描きながら馬を操るのは、なかなかに神経を消耗する作業だ。エルザに馬術の心得があったのは幸いだったが、おかげで、現場二年目の若輩ながら魔術騎兵第三部隊副隊長という、ありがたくもない肩書を賜ることとなった。

（出世とかより、さっさと結婚して家庭に入りたかったんだけど……）

　死と隣り合わせの現実から目を逸そらすように、胸中で愚痴をこぼす。

（あーあ、ついてない……こんなことになるんなら、あのお店のアップルタルト、まるごと食べておくんだったな。切ったのじゃなくて、まるいの）

　学生時代、何度も考えては断念していたささやかな夢だ。

　獣アロステイアたちの側面を掠かすめるように駆け抜けざま、魔術による掃射を行う。五人が放った魔術のうち、獣アロステイアを仕留めたのは三発のみ。だが、獣アロステイアの勢いを削そぐことはできた。

　即座にその場を離脱。副隊長であるエルザは最後尾だ。態勢を立て直しつつ、次の攻撃機会を窺うかがう──そのはずだった。

　先頭を走る隊長が、突如爆炎に包まれた。

「ッ!?」

　動揺しながらも即座に現状を確認。

（ヘカトンケイル型……！　歩兵部隊はなにを……！）

　しかも、その爆発に驚き、隊長のすぐ後ろについていた二人の馬が足を止めてしまった。

「とまらないでっ！　すぐに離脱！」

「はっ、はい……うわっ!?」

　エルザの指示で動こうとした二人に、獣アロステイアが飛びかかった。

　一人は地面に引きずり降ろされ、一人は馬から転げ落ちて半狂乱で逃げるが、すぐに獣アロステイアに追いつかれた。

（もう助けられない……！）

　即座に判断を下したエルザは、残る一人の部下を連れて離脱しようとする。しかし──

「う、うわぁぁぁぁあああああああああ！」

「……っ、駄目っ！」

　狂乱状態に陥った部下は、魔ま導どう式しきを構築して獣アロステイアへ撃とうとする。しかし、その記述はでたらめだ。

（暴発する……！）

　思った直後、遍在魔力アストラルを注ぎ込まれた魔導式が暴発。制御されないままに解き放たれた熱波は術者自身を焼き、エルザを馬から引きはがした。

「…………っ！」

　身体からだのあちこちを打ち付けながら地面を転がり、ようやく止まる。

「いたたた……」

　脱だつ臼きゆうしたらしい肩の痛みに顔をしかめながら起き上がり──エルザは、自分が獣アロステイアに囲まれていることに気づいた。

　逃げられないことを知ると、エルザは泣き笑いを浮かべた。

「ああ……ほんと、ついてない」

　直後──獣アロステイアが全方位からエルザに殺到した。




　人が死ぬ。

　断末魔の叫びをあげて、あるいはそれすらもなく、荒野に命を散らしていく。

　握りしめた拳こぶしに力が入る。

　戦況が不利な部隊は、いずれもヘカトンケイル型と交戦していた。ほぼ無傷のまま残ってしまったヘカトンケイル型は二体。手負いの個体はどうにかなっても、五体満足なヘカトンケイル型の相手をするには、あまりに練度が足りない。

　また、魔術騎兵は確かに強力な兵科だ。だが、その能力は機動力と攻撃能力に特化しすぎている。敵の攻撃には無防備であり、油断は即座に死に繫つながる。

（このままじゃ壊滅しかねない……っ、僕とキリエが出るしか……！）

　ヘカトンケイル型との交戦経験があるのは自分たちだけだ。けれど、歩兵部隊が獣アロステイアの軍勢の中央をこじ開けるまで、決戦部隊は動くわけにはいかない。万が一、ウェズリーの護衛役を務める傭よう兵へい団が消耗すれば、破界樹に辿たどり着つける可能性が下がる。

（けど、本隊が壊滅したら元も子もない……！）

　ウェズリーの中で、二つの判断がせめぎ合う。

　ここで戦うか、それとも堪こらえるか──それは英雄として行動するか、戦術家として行動するかという選択だ。

　なにより、この状況で総指揮官たるエドアルトのそばを離れることにも不安があった。エドアルトの護衛部隊は最小限に抑えられている。万が一、ここまで獣アロステイアが侵攻してくれば、エドアルトの身の安全は保障できない。

　喉のどがひりつく。心臓の鼓動が頭ず蓋がい骨こつの内側で反響する。身体からだの芯しんがじりじりと焼け付く一方で、指先は凍えるように震えている。

　考えろ、考えろと頭の中で急せかす声ばかりが響き、肝心の思考は空転している。

　と──

「行きたまえ」

　エドアルトだった。

「吾わが輩はいのことを心配しているのだろう？　だが舐なめてもらっては困る。こう見えて、五年前の戦場でも生き残った身だ。吾輩のしぶとさは折り紙付きだよ」

　ウェズリーは逡しゆん巡じゆんする。判断に迷っている間にも、兵士たちが命を落としていく。

　自分の判断が、多くの人命を左右する。責任という鎖が全身をがんじがらめにし、一切の身動きがとれなくなり──

「とりゃ」すかーん、と。ウェズリーの背中が後ろから蹴けり飛ばされた。

　油断していたため受け身もとれず、顔面で地面を削る。しばしの沈黙の後、ばね仕掛けの玩具おもちやのように跳ね起きてウェズリーは叫んだ。

「キィィリィィエェェ─────っ！」

　素知らぬ顔のキリエに詰め寄る。

「なにすんだいきなり！」

「蹴けられたそうな顔だったから、つい」

「どんな顔だよ!?　僕がおまえに蹴られたがったことが一度でもあったか!?　大体、今がどういう状況かわかってるのか!?　ふざけてる場合か！」

「うじうじ悩んでる場合でもないっしょ」

「っ……！」

　正論だったので、反論の言葉が出てこない。

　キリエは腰に手をあて、呆あきれた目でウェズリーの顔を覗のぞき込こんでくる。

「助けに行きたいんでしょ？　なら、そうすりゃいいじゃん。兵士も助ける、ヒゲ親父おやじも助ける。それでいいじゃん」

「……そんな無む茶ちや、できるか」

　間近から挑むような目を向けられ、ウェズリーは目を逸そらす。が、キリエはウェズリーの頭をつかむとまっすぐ目を合わせる。

「無茶をやるのが、英雄ってやつでしょーが。あんたの無茶はあたしが通す。──忘れんなって。あたしとあんた、二人でようやく一人前。一人でめんどくさいこと考えてないで、ちょっとはあたしを頼れっての」

　その気迫に思わずたじろぎ、ウェズリーはかぶりを振る。

（ああっ、もう……なにやってんだ、僕は！）

「──キリエ。僕を殴ってくれ」

　ゴギ。鈍い音を立て、キリエの拳こぶしがウェズリーの顔面を殴り飛ばした。

「……っ、躊躇ためらいなさすぎだろ！」

「いい目覚ましになったっしょ」

　悪びれずにニシシと笑うキリエに、ウェズリーはため息を吐つく。

「……ヴァルトシュタイン卿きよう。この場は任せます」

「うむ。後ろのことは気にするな。若者は前だけ見ていればよい」

　エドアルトに頷うなずき、ウェズリーはローブの内側から高圧注射器を取り出す。キリエもそれに続く。

　二人並び、首筋に注射器の先端部を押し当てる。

「──いくぞ」

「おうさ」

　二人は同時に注射器の引き金を引き絞った。




　陣形の左端を担う歩兵第八部隊は、壊滅の危機に直面していた。

　方陣というのは、側面からの攻撃に弱い。そのため、両翼には正規兵を優先して集めている。小型の獣アロステイア相手ならば問題はない──そのはずだった。

　問題はヘカトンケイル型だ。その剣の薙なぎ払はらいは密集方陣の防御能力を上回り、一撃で何人もの兵士が宙を舞う。

　第八部隊の戦力は既に半減。これでは、到底戦線を支えきれない。

「死守せよ！　ここより後ろに獣アロステイアを通すなッ！」

　厳いかめしい顔に深い皺しわを刻み、部隊指揮官が叫ぶ。しかし、返る応こたえはまばらだ。

　指揮官は忸じく怩じたる面持ちで奥歯を軋きしませる。戦場で果てる覚悟はとうに決めていた。だが、使命を果たせずに死ぬことは我慢ならない。

　ただ一体の獣アロステイアがもたらす蹂じゆう躙りんに、士気は下がる一方。今もまた、ヘカトンケイル型の剣が薙ぎ払われ、目の前で数人の兵士がもろともに斬ざん断だんされた。

　地響きを轟とどろかせ、ヘカトンケイル型が指揮官に迫る。

「ここまでか……っ！」

　振り上げられた巨大な剣が、空を二つに別わかつ。

　切っ先が揺れ、遥はるか頭上から瀑ばく布ふのような一撃が振り下ろされる──その寸前。

　飛来した火球が、ヘカトンケイル型の頭部に直撃した。

「魔術……!?　いったい誰が……!?」

　部隊指揮官は火球の飛んできた方向を辿たどる。

　そこにいたのは、ローブに身を包んだ精せい悍かんな顔立ちの少年。

「──待たせたな」

　人と獣アロステイア、双方の視線を集め、

「僕が英雄だ」

　少年は、名乗りを上げた。




　荒野の戦場に、縦横無尽に銀光が舞う。

　ヘカトンケイル型の剛剣が周囲を跳ねまわる煩わしい敵を捉とらえたと思った矢先、ただの影であったかのように知覚からすり抜ける。

　──キリエの加速系魔術の練度は、既に達人の域に達している。霊体アストラルたい強化薬による強化が上乗せされた今、その速さはもはや常人の眼めには捉とらえ難がたいレベルにまで至っている。

　ヘカトンケイル型がまたもや敵を捉え損ねて空振りしたと思った矢先、その腕がなにかに引っ張られてぎしりと軋む。ヘカトンケイル型はそこで初めて、自身の右腕に幾重にも巻き付いた鎖の存在に気づく。その一端は、兵士たちに引っ張られていた。

　言語にならぬ苛いら立だちが、ヘカトンケイル型の意識に生まれる。力ずくで振り払おうとするが、兵士たちは大地を靴底で削りながらも踏みとどまる。

　ヘカトンケイル型の巨体がバランスを崩して沈む。四本ある脚部のうちの一つ、その関節部に剣が突き立てられていた。

「ウェズリーの言った通りだ！」

　甲かん高だかい声の主は、獣アロステイアの正面にいた。

『あの新型は、上半身が重すぎる。節足動物のような四本足は、それをささえるためのものだ。あれじゃあ小回りが利かないし、バランスを崩されると弱い』

　剣をヘカトンケイル型に突きつける。

「欲張りすぎなんだよ。剣と大砲、攻撃ばっかりで機動力は完全度外視だ。そんなノロマに──あたしが捕まるかっ！」

　ヘカトンケイル型は苛いら立だちの咆ほう哮こうを上げ、左腕の砲身をキリエへと向ける。

　瞬間、キリエの姿が搔かき消きえる。

　地を這はう影は砲身の陰に滑り込みながら鎖を錬製。少女が獣アロステイアの股また下したを過ぎ去った時、左腕の砲身は幾重もの鎖に束縛されている。

　キリエは鎖の一端を兵士たちへと投げ渡し、

「引いてっ！」

「「「おぉおおおおおおおおおおおッ！」」」

　兵士たちが怒号をあげて鎖を引く。ヘカトンケイル型は持ちこたえようとするも、足の一本が破損しているせいで踏ん張りが効かず、上半身が前につんのめった。

　体勢を崩したヘカトンケイル型の背後からキリエが飛びかかる。

　直後、待ち構えていたようにヘカトンケイル型の背中の装甲が開き、鉤かぎ爪づめをもつ無数の触腕が飛びだす。鉤爪がキリエを串くし刺ざしにしようと迎え撃ち──

「そう何度も引っかかるかッ！」

　キリエは既に用意していた魔ま導どう式しきから剣身の厚い直剣、グラディウスを次々と錬製。身体からだを捻ひねり、つかみ取ったグラディウスを矢継ぎ早に投とう擲てきする。

　重量のある刃やいばは鉤爪を弾はじき、ヘカトンケイル型の背中に突き刺さる。獣アロステイアは苦痛の咆哮をあげて装甲を閉じようとするが、突き刺さった剣が邪魔をする。

「おっちゃん！」

「応ッ！」

　キリエに答えたのは傭よう兵へい団長。その手に握られているのは、捕鯨銛ハープーン。巨大な海かい棲せい哺ほ乳にゆう類るいを狩るための狩猟具だ。先端部だけでなく全体が金属で作られており、相当な重量だ。その穂先のすぐ下に括くくり付けられているのは、真紅に輝く魔力結晶。

　団長が捕鯨銛を肩に乗せて構えると、その上腕の筋肉がはちきれんばかりに盛り上がる。

「ぬうぅぅぅぅンッ!!」

　肉体強化ブースト魔術で強化された剛腕から捕鯨銛が射出。捕鯨銛はヘカトンケイル型の背中に深々と突き立てられる。穂先の返しが肉に食い込み、がっちりと固定される。

　直後、獣アロステイアの体内に埋め込まれた魔力結晶が鮮烈な閃せん光こうを放って爆発。

　零距離以下で受けた爆圧に、ヘカトンケイル型の背中が大きく抉えぐられる。

　力を失ったヘカトンケイル型が大地に倒れ伏す。その巨きよ軀くが瘴しよう気きの霧を吐はき出し始めたことを確認し、兵士たちから歓声があがった。




「《焼き尽くせ・煉獄の炎蛇フエーゲフオイアー・シユランゲ》ッ！」

　起動呪文ブート・スペルを引き金とし、炎の蛇がヘカトンケイル型に食らいつく。

　ヘカトンケイル型は煩わしそうに腕を振るい、炎を薙なぎ払はらう。

　空を飛び回る『敵』に、獣アロステイアは苛いら立だちを覚えていた。

　炎によるダメージは軽微。だが、視界を遮られることが問題だ。狙ねらいをつけようとした矢先、絶妙のタイミングで空を舞う『敵』は魔術を放ってくる。

　発射された砲撃を、『敵』は身を翻して回避する。砲撃が当たりさえすれば、あのような矮わい小しような存在、一撃で葬り去れるというのに。

「──確かに、横列での一斉射撃は脅威だ。けど、一体一体の動きは単純──タイミングさえ読めば、かわすのはそう難しくない」

　言葉の意味は分からずとも、見下す視線が獣アロステイアを苛立たせる。

　ヘカトンケイル型が焦じれ始めた頃──眼前に放ほうられるものがあった。拳こぶし大の球体だ。

　次の瞬間、球体が銃弾に貫かれ、破裂音と共に白煙が広がった。ヘカトンケイル型は『敵』の姿を見失い、闇やみ雲くもに右腕の剣を振るって煙を払う。

　と──煙の先に、鬱うつ陶とうしく空を飛び回っていた『敵』の姿を捉とらえた。好機とばかり、左腕の砲身を向ける。

　砲身の奥で灼しやく熱ねつの火球が膨らみ──直後、ヘカトンケイル型の左腕は内部から爆発し、弾はじけ飛とんだ。




　ヘカトンケイル型は左腕を肩から失ったうえ、左胸の装甲までが剝はがれ落おちていた。

「よくやった──ザック」

「仰おおせのままに、指揮官殿」

　ウェズリーの声に、その後方十メートルほどの岩陰からおどけた声が返る。

　長銃を構えたザックだ。ザックは胸元から弾薬を取り出して眺める。その弾頭は鉛ではなく、赤い結晶体が収まっている。

「こいつもちゃんと機能してよかったよ。最悪、暴発して俺おれの指が吹っ飛ぶとこだ」

　魔力結晶。小型ではあるが、砲撃直前のヘカトンケイル型の砲身に撃ち込むことで誘爆を起こした。結果は見ての通りだ。

　ヘカトンケイル型が苦痛と怒りの絶叫をあげ、ウェズリーに向かってくる。

「援護は？」

「必要ない」

　ウェズリーはヘカトンケイル型へと駆けだす。

　獣アロステイアの右腕の剣が振り下ろされる。脳天に直撃するコースで迫る剣に、しかしウェズリーは自ら飛び込んでいく。

「──《加速アクセル》！」

　猛烈な加速を得たウェズリーの身体からだが残像を残し、剣の下をすり抜ける。コンマ数秒前までウェズリーがいた空間に剣が突き立つ。

　加速の効果が切れると同時、ウェズリーはヘカトンケイル型の懐に潜り込み、杖つえを真上に向けていた。杖の先端が示すのは、ヘカトンケイル型の左胸。先の爆発で装甲が剝はがれ落おちた部分だ。

　遅延詠唱デイレイ・キヤストにより保持していた魔ま導どう式しきを励起。杖に重なって浮かび上がるのは、三つの中級魔導式。

「《破砕せよ・螺旋槍ブリユーナク》──三重起動トライバースト！」

　実戦ではほぼ使う機会がない近距離魔術。鉱山で固い岩盤を抉えぐるのにも使われており、射程距離がない代わり、その威力は中級魔術の中でも絶大だ。

　ウェズリーはそれを三つ重ね、密着状態で撃ち込んだ。破壊の力場は螺ら旋せんを描いてヘカトンケイル型の胸を貫き、背中側まで巨大な穴を貫通させた。

　ヘカトンケイル型は動きを止め、瘴しよう気きの霧となって消滅し始めた。




　猛威を振るっていたヘカトンケイル型を討ったことにより、人類側の士気があがる。

「どうする、ウェズリー。嬢ちゃんたちと合流して、先へ進むか？」

　ザックの提案に、ウェズリーは思案する。

（確かに、戦況は盛り返しつつある優勢だ。今なら、僕らが戦線を離脱しても持ちこたえられるか──）

　崩れかけた隊列は立て直されつつある。戦況は一進一退。ならば、早期に敵の指揮系統を破壊するのがなによりの援護か。

　ウェズリーは決断し、号令をかけようと腕を振り上げ──




　目の前で、兵士の首が宙を舞った。




「なっ……!?」

　まるで奇術のように、次々と兵士の首が刎はねられていく。

「な、なんだ!?」「く、首が……！」「ど、どこだ!?　敵はどこだ!?」

　量産されていく首なし死体。方々で兵士が叫びをあげ、パニックが伝染していく。

　危機感が呼吸を速めるが、思考が空転して出すべき指示がまとまらない。

　──獣アロステイアの攻撃？　どこから？　見えない。遠距離攻撃、刃物か？　指示を。伏せさせる？　──それでは正面の獣アロステイアを抑えられない。防御態勢──何に対して？　では後退か？　──陣形が保てず総崩れになる。どうする、どうする、どうする──？

　連鎖的に拡大していく惨状に、思考が凍り付き──

「──左だッ！」

　ザックの叫びに硬直が溶け、咄とつ嗟さに杖つえを構える。

　ガギン、と杖の芯しん金がねが硬質の刃物と嚙かみ合あう感触。

　それは、黒い鎌かまのような腕だった。

（飛行型か……！）

　鎌は獣アロステイアの腕の骨と一体化しており、その裏側には翼膜が張られている。蝙こう蝠もりのような飛行器官だが、その頭部は節くれだった骨に皮を張り付けたようにグロテスクだ。

　ギシャアアアア、と金属を引き裂くような不快な音が至近距離から鼓膜に叩たたき込こまれ、身がすくむ。

　銃声。弾丸がウェズリーの頰ほおを掠かすめ、骨ばった獣アロステイアの顔面を砕く。

「大丈夫か、ウェズリー！」

　獣アロステイアはその一撃で絶命し、早くも瘴しよう気きの霧をばらまき始めていた。

「新種か？　随分と脆もろいな」

「……飛ぶための骨格が、そのまま武器になってるんだろう。滑空の勢いがそのまま斬ざん撃げきの鋭さに上乗せされてる。身体からだを軽くしてる分、脆いんだと思う」

「攻撃特化の使い捨て、ってとこか……厄介だな」

　言いながら、ザックは空を睨にらむ。その視線を追い──ウェズリーは息を吞のんだ。

　戦場の空を旋回する黒い影。雲うん霞かのごとく押し寄せるそれは、少なく見積もっても百は下らない。

　飛行型の群れが一斉に回頭。両翼の刃やいばが、一斉にこちらへと向けられる。

「……ッ、総員、頭上を警戒！　敵の急降下攻撃が来るぞ！」

　指示はどの程度意味があったか。一いつ気き呵か成せいに急降下してくる飛行型は、高所で得た位置エネルギーを速度に換え、その全すべてを黒刃に乗せて突撃してくる。

　大盾を携える兵士はどうにか凌しのぐことができた。槍やりで防御しようとした兵士は武器ごと腕を斬きり飛ばされた。反応できなかった兵士はなすすべなく首を刈り取られた。

　何体かの飛行型は衝突の際に自らの身体を砕き、自滅した。しかし、残る飛行型は再び上昇、次の突撃に備えて旋回する。

「やばいぞウェズリー！　遠距離攻撃できる兵士がほとんどいない！」

　ザックは射撃を繰り返し、そのたびに上空の飛行型を撃ち落とすが、敵の総数からすれば微々たる撃墜数だ。

　──これが、短期間で仕立てた兵士の限界だった。

　実戦レベルの弓兵を育てるには、長い訓練期間が必要だ。魔術師メイガスたちは騎兵として運用しており、彼らを集めたところで制圧力は十分とは言い難い。

　さらに悪いことに、意識が頭上に向いたせいで地上の獣アロステイアに再び押され始めている。

　このままでは戦線が瓦が解かいする──それがわかっていても、もはや有効な手がない。

　いや、それ以前に──

　飛行型の獣アロステイアの一部が離脱し、戦場後方へと向かう。

　ウェズリーの背筋に悪寒が走る。

　──戦場における敗北条件とは、なにも兵の全滅ばかりではない。総大将が討ち取られれば、その時点で敗北はほぼ確定したも同然だ。

「奴やつら、本陣を襲うつもりだ……！」

〈黙示録の獣アロステイア〉が大将首という弱点を狙ねらうことを学習したということか。

　エドアルトの護衛部隊は五十名ほど。援軍を送ろうにも、飛行型の強襲で歩兵部隊は浮足立っている。

　ぞわりと──ウェズリーの心臓を、絶望の冷たい手が撫なぜていく。

　歩兵部隊の援護に出ることを決断したのはウェズリーだ。その結果、変化する戦況に対応できず、エドアルトを危機にさらしている。

（僕は……間違えた、のか……？）

「ウェズリー、エドアルトの旦だん那ながやられれば終わりだっ！　行けッ！」

　ザックが頭上を越えていく飛行型を銃撃しながら叱しつ咤たするように叫ぶ。

（……っ、後悔は後だ！）

　ウェズリーは重力系魔術を発動して飛ひ翔しよう。エドアルトのもとへと向かう。

　自分に出せる最高速で向かう。だが、足りない。飛行型との距離は埋まらない。

　護衛部隊はエドアルトを中心に陣形を組んでいる。人の壁となってエドアルトを守るつもりなのだろう。だが、苦肉の策も頭上から強襲する飛行型相手にはさほど役には立たない。それがわかっていて、護衛部隊は使命を全うしようとしている。

　届かない。守れない。救えない。

　どれほどの犠牲と覚悟を支払おうと、結局はこの程度なのか──

　細切れに刻まれた刹せつ那なの時間に、ウェズリーは見る。

　飛行型が一斉に急降下を始め、護衛部隊へと殺到する。

　到底間に合う距離ではない。伸ばした手は届かず、魔ま導どう式しきを構築する時間はない。

　押し寄せる絶望感に、世界が灰色に沈む。

　──また、間に合わないのか──

　英雄を騙かたってまで繫つなげようとした人類の未来が、今まさに途絶えようとしている。

　──まだ、足りないのか──

　多くの犠牲があって、ここまで来た。それも、この一瞬で無為に帰してしまう。

　先行する一体の飛行型が、エドアルトを標的に黒刃を閃ひらめかせる。

　エドアルトの首が刎はねられる光景を幻視し、現実がその瞬間へと収しゆう斂れんしていく。

　届かぬ手の先にいるエドアルトは──

「ふむ」

　鷹おう揚ようにカイゼル髭ひげをなで、

「遅かったではないか」




　銀色の輝きが、戦場の空を一いつ閃せんした。




　エドアルトの首を狩ろうとしていた飛行型が、左右真っ二つに両断されて落ちる。

　獣アロステイアよりもなお速く、一直線に宙を駆け抜けた銀光は、人の形をしていた。

　濃緑のワンピースに、戦場には似つかわしくないエプロンドレス。

　軽やかに荒野に降り立ち、優雅に一礼。

「──失礼いたしました、エドアルト様。少々、道が混こんでおりまして」

　にこりともせずに、ヘルベルカは言った。

「ですが──まずは掃除が先です」

　両手を眼前で交差。その指の間には、一瞬で現れた投げナイフ。

　交差した両腕を開くように振るう。飛ひ翔しようしたナイフが、エドアルトを狙ねらって高速落下する飛行型を迎え撃つ。ナイフが突き立った飛行型が次々地に落ちる。

　エドアルトを狙った飛行型は撃墜された。だが、護衛部隊に襲い掛かる飛行型は健在だ。

　と──飛行型が巨大な槍やりに貫かれた。

　一斉に降り注いだ槍の驟しゆう雨うが、飛行型を串くし刺ざしにして地に堕おとす。

「なんだ!?　誰が撃ってる……!?」

　護衛部隊を襲った飛行型は瞬く間に半数以上が射落とされ、残った飛行型は警戒して高度を上げた。

「ウェズリー！」

　声に振り返ると、一頭の馬がこちらへ駆けてきた。その背に乗っているのは、行方知れずだったソーニャだ。

「すまぬ、遅れた！」

「ソーニャ様!?　その傷は……!?」












　なにがあったか、その姿は満まん身しん創そう痍い。顔は痣あざではれ上がり、右腕は首から吊つられている。

「いったいなにが……、いえ、それより！　戦況は不利です！　下がってください！」

「ほう──それはいい頃合じゃな」

「え？」

　聞き返そうとして──ウェズリーは気づく。

　ソーニャが背負った高台、そこに並び立つ人の群れを。一様に民族風の衣装をまとっており、浅黒い肌をしている。その数、百にも上ろうか。

「あれは……？」

　ソーニャは不敵な笑みを浮かべ、言った。

「援軍じゃ」




　高台から戦場を見下ろし、イグレシアは勇ましく声をあげる。

「同胞よ！　誇り高きアスティオの民よ！　獣アロステイアと人間に、我らが力を見せつけよ！」

　エルフたちは弓に矢を番つがえると、ギシリと軋きしむほどに力強く弓を引く。エルフたちの刺青いれずみが赤しやつ光こうを帯び、弓につがえた矢へと光が伝わっていく。

「──放てッ！」

　号令一下、無数の矢が雨となって降り注ぐ。

　鏃やじりもついていない、木を尖とがらせただけの矢。しかし、解き放たれた直後に矢は肥大化し、捻ねじれ、槍やりと化した。

　槍は頭上で旋回する飛行型へと襲い掛かり、次々に射落としていく。

「半数はここに残って射撃を続けよ！　残りの者は私についてこい！　──我らエルフの武勇、今ここに示せッ！」

　イグレシアは腰から山刀ククリを抜くと、躊躇ためらいなく眼下の戦場へと飛び込んだ。




「援軍だ……」

　兵士の誰かが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。それは波のように広がっていき、大地を震わす歓声となる。

　エルフたちの弓による精密な狙そ撃げきは、乱戦の中にあって正確に獣アロステイアだけを射貫いていく。戦場に飛び込んだエルフたちは山刀を巧みに操り、身軽に跳ねまわりながら獣アロステイアたちを撫なで切ぎりにしていく。

「呆ほうけている場合か！　エルフたちが戦っているのだ！　それとも貴様らは、ここで立ち上がれないような臆おく病びよう者ものか!?」

　部隊指揮官が檄げきを飛ばすと、兵士たちが呼応して雄お叫たけびをあげる。人類側に勢いが戻っていく。

　エドアルトを襲った飛行型が片付けられ、ソーニャともどもエドアルトと合流したウェズリーは、信じられない思いで呟く。

「まさか本当に、エルフを味方に……？」

「お主たちが命を賭として戦っておるのじゃ。この程度の奇跡、引き寄せずしてなにがヴァルトシュタインか」

　ソーニャは幼さの残る顔に不敵な笑みを浮かべる。しかし、そう簡単にことが運んだはずがないのは、満まん身しん創そう痍いの姿を見れば明らかだ。子細はわからない。だが、ソーニャも戦っていたのだろう。エルフの援軍という奇跡を引き寄せるために。

　その結果、獣アロステイアを挟撃する形となり、戦況は再び人類側──いや、人類エルフ連合軍の優勢になりつつあった。

「随分と無む茶ちやをしたようだな。ソーニャ」

「父上」

　娘の姿に、エドアルトは微笑ほほえみを浮かべる。

「よくぞ戻ってきた。それでこそ、我が娘だ」

「うむ。わらわとて、役立たずのままではおられんからの」

　からからと笑うソーニャを、エドアルトは誇らしそうに見つめ、

「それはそうと誰だねソーニャちゃんにそんなひどいことしたのはこれもう吾わが輩はいへの宣戦布告も同じだしことと次第によっては吾輩自ら不届き者を成敗して──」

　スパーン。ヘルベルカの平手がエドアルトの後頭部を弾はじく。

「落ち着いてください、旦だん那な様。今はそんな場合ではないでしょう」

　ヘルベルカにはたかれて首を真横に曲げたまま「うむ、確かに」と頷うなずくエドアルト。

「ウェズリー！　ベル先生！」

　キリエとザックが団長率いる傭よう兵へい団ともども合流する。

「大丈夫だった!?　うわっ、おっさんなにその首！　獣アロステイアにやられたの!?　キモっ！」

「こら、キリエ。それが主あるじに対する態度ですか」

「どの口で!?」

　状況も忘れ、思わず突っ込むウェズリー。

　首の向きを両手でごきっと直しつつ、エドアルトはウェズリーに向き直る。

「ウェズリー君、ここは吾わが輩はいたちに任せたまえ。ソーニャが連れてきた援軍のおかげで戦線は持ち直しつつある」

「攻め時だぜ、大将。おまえさんの役割、忘れてねぇだろうな？」

　団長が頷く。

　ウェズリーは後押しするように自分を見つめる一人一人を見渡す。

（ああ、そうだ……僕は、僕のやることをやらなきゃな）

　天を突く大たい樹じゆを睨にらみつける。倒すべき敵を目に焼き付けてから、傭兵団に向き直る。

「──作戦を次の段階へ移行する！　これより、決戦部隊は目標地点へ向けて進撃する！」

　天に聳そびえる禍まが々まがしい大樹を杖つえで示す。

「敵は《破界樹イルミンスール》！　空を瘴しよう気きで侵すあの怪物から、人の領域を取り戻すッ！」

　しかし、傭兵たちの反応は薄い。眉まゆをひそめるウェズリーに、傭兵団長が苦笑する。

「なぁ、小僧。うちらみてぇなのには、そんな回りくどい言い方はわかりづれぇんだわ。焚たきつけるなら、もっとシンプルでいい」

　団長が一歩前に出て、年ねん齢れいを感じさせない大だい音おん声じようを放つ。

「てめぇらっ！　小難しいことは考えんな！　いつもどおりやりゃあいい！　死なねぇ程度にクソったれの獣アロステイア共の注意引きながら逃げ回って、この英雄様をあのクソでけぇ樹きのところまで送り届ける！　そうすりゃ一生かかっても飲みきれねぇだけの酒がもらえて、しかもうちの団には英雄を助けた立役者っつう肩書がつくって寸法だっ！」

「つまりどういうことだ、団長！」

　団員の疑問ににやりと笑い、団長は言う。

「こんな美お味いしい仕事、そうはねぇ。──気張れ、野郎どもっ!!　儲もうけ話に乗りそびれるような愚ぐ図ずは、うちの団にはいねぇはずだ！　違うか！」

『おおおおおおおおお！』と傭兵団から歓声があがり、各々の武器が振り上げられる。

「こんな具合でどうだい？」

　笑みを浮かべる団長に、ウェズリーは肩をすくめて馬に乗る。

　手綱を握る手に力を籠こめ、破界樹へと向き直る。

　息を吸い、叫ぶ。

「──総員、突撃ッ！」

　天に聳そびえる大たい樹じゆへ向かい、ウェズリーたちは駆けだした。




　目標までの距離は、およそ二キロ。樹木の形状をしていながら異様な高さを誇るため、距離感がいまいちつかみにくい。

　肩越しに背後を確かめるが、追ってきている獣アロステイアはいないようだ。

「後ろのことは気にすんな。もし追ってくる奴やつがいても、うちの連中でどうにかする」

　ウェズリーの危き惧ぐを見て取った団長が、口の端に力強い笑みを浮かべる。この状況にあってこの落ち着きよう、さすがに場数を踏んでいるようだ。実際、彼らの経験は役立った。

『商隊キヤラバンの護衛をするとき、オレらは囮おとりを使う。囮役が獣アロステイアを引き付けている間に、依頼主を目的地まで送り届けるんだ。獣アロステイアって奴はそんなに頭がよくねぇからな。いくら群れを統率するボスがいたって、一匹一匹は扱いやすいもんさ』

　つまり、これは、兵士六百人からなる本体を囮に使った作戦だ。わずか三十名の決戦部隊を先に行かせるために、六百人が危険に身を晒さらしている。

　気持ちが逸はやる。こうしている間にも、兵士の犠牲は増える一方だ。一刻でも早く前へ進まなければ、散っていく兵士たちに立つ瀬がない。

（これが、英雄のいない世界の当たり前か……）

　なるほど。英雄がいなければ、とっくに人類は滅びていただろう。

《破界樹イルミンスール》との距離は、残すところ一キロあまり。その威容は視界の中で、さらに巨大さを増す。

（追撃はない……問題は──）

「ぐぁ……ッ!?」

　集団の外側を走っていた傭よう兵へいが悲鳴をあげて落馬する。

「獣アロステイアだ！　岩陰に潜んでやがる！」

　視界の端に一瞬見えたのは、岩陰から飛び出した黒い影に組み付かれ、馬から引きずり降ろされる傭兵の姿だった。

「伏兵……っ、やっぱりいたか！」

　エドアルトの策にはまりこそすれ、予備兵力を本陣の護衛として配置する程度の工夫はできるらしい。この一帯は大地の起伏が激しく、獣アロステイアが潜む場所はいくらでもある。仕掛けるには絶好の地形だ。

「お互いに距離を詰めろ！　死角を庇かばいあえ！」

　傭よう兵へい団長の指示のもと、傭兵たちが馬を操ってウェズリーの周囲に寄る。団長はウェズリーの右、ザックが左、キリエは後ろという位置関係。前方も傭兵たちにカバーされ、ウェズリーは四方を守られている状態だ。

「ぎゃぁあああああ……！」

「このやろう……ガぁっ!?」

　方々で怒声と悲鳴が上がり、その度に隊列を構成する人数が減っていく。

　斜め前方、崖の上からウェズリーへと小型の獣アロステイアが飛びかかる。

　銃声。隣を走るザックが長銃で獣アロステイアを撃ち落とした。

「ったく、きりがねぇな……おいジジイ、へばってねぇだろうな」

「はっ、馬鹿ぬかせ、若造が。あと十年は現役だぜ、オレぁよ」

　曲刀を振るい、飛びかかろうとした獣アロステイアを一刀で斬きり伏せる。

「ケツの青いガキに心配されるほど衰えちゃいねぇ」

「そうか、よッ！」

　言いながら、ひっくり返した長銃の銃床ストツクで獣アロステイアを薙なぎ払はらう。

　突如、前方で暗褐色の泥が地面の亀き裂れつから噴き上がった。

「かわせっ！」

　咄とつ嗟さに手綱を操作し、傭兵たちは泥をかわそうとするも、何人かが意志を持つ泥の奔ほん流りゆうに飲み込まれる。

　ウェズリーは歯は嚙がみする。次々と犠牲になっていく傭兵たち。そこにいたのが自分でないのは、ただの巡りあわせだ。誰かの命を犠牲にして、自分は前に進んでいる。

　まるで、屍しかばねでできた道を走っている気分だった。破界樹との距離は、残すところ五百メートル──このわずかな距離を踏破するのに、あといったいどれほどの犠牲が必要なのか。

「怯ひるむなっ！　臆おくせず進め！」

　それでも、ウェズリーは命じなければならない。

　残りの距離が三百メートルに迫った時、行く先を十体以上の獣アロステイアが遮った。

（……っ、強行突破できる数じゃない……！）

「小僧、ここはオレらは引き受ける！」

　奥歯を嚙むウェズリーに、団長が言う。

「無む茶ちやだっ！」

「信じろよ、大将。命張ってんのは、おまえさんだけじゃないんだ」

　見回す。ここまでついてきた傭兵たちも、ウェズリーを力強く見返す。

「……っ、……任せる！」

　血を吐はくような決断に、傭兵たちは威勢よく鬨ときの声こえをあげ、馬足を速める。

　先行した傭よう兵へいたちが獣アロステイアの群れに突っ込み、無理やり道をこじ開けた。その隙すき間まにウェズリー、キリエ、ザックが滑り込む。

　進路を遮る獣アロステイアはもういない。三十人の傭兵たちが切り開いた血路が、破界樹までの道標となる。

　ウェズリーはローブの内側から、ガラス筒に入った魔力結晶を取り出す。

（魔導船に使われているものと同じ、最も純度の高い魔力結晶……これが今用意できる最大火力だ！）

　これが通じなければ、もはや《破界樹イルミンスール》を滅ぼすすべは存在しないことになる。

　前方の地面が盛り上がる。大地を割って現れたのは、地中に潜っていた破界樹の根だ。

　根が鞭むちのようにしなり、ウェズリーへと襲い掛かる。

　ザックの銃撃が次々と根を空中で撃ち落とす。

「止まるな、ウェズリー！　援護する、そのまま行けッ！」

　足元の地面を割って生えた根が、ウェズリーの乗る馬へと絡みついた。馬の身体からだが高々と持ち上げられ、ウェズリーは宙に投げ出される。

「ウェズリー、乗って！」

　キリエが巨大な魔ま導どう式しきを構築、飛び出したのは山を割るような巨人の剣。

「……っ！」

　ウェズリーは重力系魔術で体勢を操作し、巨大な剣身に着地。直後、猛烈な加速を得た剣が破界樹の根を切り払いながら飛ひ翔しようする。

　強烈な加速に引きはがされそうになりながらも、破界樹へと急接近する。

　眼前に巨大な根が壁となって屹きつ立りつする。巨大剣はどうにかその壁を貫くが、そこで勢いを失い、大地につき立った。

　投げ出されたウェズリーは盛大に地面に叩たたきつけられる。すぐに立ち上がって駆けだす。

　破界樹の根元まで、残り五十メートル。妨害しようと迫る根を魔術で生み出した真空の刃やいばで切り払い、魔術による加速で追いすがる根を振り切り、破界樹に迫る。

　壁のようにそびえる巨大な幹は、もう目の前。

「これで──」

　魔力結晶を振り上げ、

「終わりだ──！」

　巨大な幹に叩きつける──その寸前。

　腹に衝撃。側面から襲い掛かった根が、ウェズリーの脇腹を薙なぎ払はらう。

「かっ……！」

　肺の中の空気を絞り出され、身体が宙に浮く。

　目の前が霞かすみ、手の中から魔力結晶が滑り落ちる。

　あと一歩のところまで迫っていた破界樹の幹が、視界の中でみるみる遠くなっていく。

　地面に叩たたきつけられた衝撃で、ウェズリーの意識は飛んだ。





　　　∞






『いつまで、ここにいる気なんだ？』

　──その言葉にフィオは、背中を氷塊が滑り落ちるような感覚を覚えた。

「え、っと……どういう、意味ですか？」

　会話の流れに繫つながらないヒューイットの言葉に困惑し、首を傾かしげる──そんな素振りで、フィオは言う。

　これでヒューイットが「いや、なんでもない」と答えてくれたらどんなにいいか。

　けれど、ヒューイットは淡々と続ける。

「わかってるだろ？　──フィオ」

　──なぜだろう。その先の言葉は、絶対に聞きたくない。聞くべきではないという危機感が、フィオの中で警鐘を鳴らしている。

「ど、どうしたんですか、ヒューイット様？　様子がおかしいですよ？」

「そうだな。けど、おかしいのは俺おれだけじゃない。おまえの周りの、すべてだ」

　ぎこちない笑みで冗談めかして言うフィオに、ヒューイットは容赦のない口く調ちようで告げる。

　ヒューイットの腕がフィオから離れる。背中の温ぬくもりが遠くなる。

　振り向いたフィオの目には、どこか沈痛そうにも見えるヒューイットが映った。

　なにか言おうとして、けれど声は出ない。口の中に砂を放ほうり込まれたように、喉のどがカラカラに渇いている。出そうとする言葉と吸おうとする息がぶつかり合い、掠かすれた音だけが漏れる。

　ヒューイットが口を開く。

　やめて、声にならない声で願った。

　けれど──表情の抜け落ちた顔で、ヒューイットは言う。

「なぁ、フィオ……もう、気づいてるんだろ？」




「ここは、現実じゃないって」




　──足元が、ぐらりと傾いだ気がした。

「な……なにを、言っているんですか……？　わたしをからかってるんですか？」

　ヒューイットの言葉を恐れるように、フィオは否定の言葉を並べる。

「だってヒューイット様はここにいて、わたしもここにいるし……っ、ソーニャ様やヘルベルカ様だってっ！」

　叫ぶフィオに、ヒューイットは落ち着いた声音で言う。

「思いだしてみろ、フィオ。おまえがこの屋敷に来てから起こったことを」

「…………っ、なんで、そんなことを──」

「おまえはこの屋敷に初めて来た時、絨じゆう毯たんに触れるのも躊躇ためらうくらい遠慮してた」

　そう──あの頃の自分は、奴隷としての生き方が身に沁しみついており、この風変わりな青年にどう接すればいいかわからなかった。けれど、ヒューイットはそんなフィオになんの遠慮もなく絡んできた。

「いろいろ、あったよな。ヴァルトシュタイン邸では、エドアルトのおっさんに面食らってた」

「……変わった方ですから」

　もちろん、覚えている。ヘルベルカに作ってもらった衣装が少し恥ずかしかったことも、ソーニャに友人として接されて嬉うれしかったことも。

「おまえと一緒に買い物に行ったりもした」

「……お店の人にひどいことを言われて落ちこんだわたしに、ヒューイット様は自信を持てと言ってくださいました」












「最初はおまえの体質のことがわからなくて、ヘルベルカが随分と無む茶ちやしたな」

「……最後はヒューイット様が助けてくださいました」

「とんでもない勘違いして、俺おれが入ってる風呂場に乱入したりもしたな」

「あっ、あれはそうすれば元気になるって聞いたからでっ！」

　顔を赤くして声を張り上げるフィオに、ヒューイットは柔らかく微笑ほほえむ。

「なんだ。ちゃんと覚えてるじゃねぇか」

「……当たり前です」

　フィオは俯うつむき、拗すねたような声をこぼす。

「忘れるはずがありません。──わたしが、ヒューイット様との思い出を、忘れたり、するはず……ないじゃないですか……」

　途中から、フィオの声は震えていた。

「全部……全部、覚えてます。ヒューイット様が傷ついて帰ってきた日のことも……英霊祭の日、時計塔の上でプレゼントをもらって嬉うれしかったことも……」

　そして──




　──ヒューイット様が、いなくなってしまった日のことも──




　──記憶の蓋ふたがこじ開けられる。

　瞼まぶたに蘇よみがえる光景があった。

　砕かれた家屋。火に飲み込まれる街並み。人々の悲鳴。それから──




　──粉々の塵ちりとなって、手の中からすり抜けていくヒューイット──




「…………ぁ」

　もう、ごまかせなかった。

　すべて、思い出した。

　親しい人と共に歩いた街並みは、もうないのだと。

　すれ違い、時に言葉を交わした街の人々とは、もう会えないのだと。




　──誰よりも大切な、世界でたった一人の主あるじはもう、どこにもいないのだと。




「ぁ……あぁああぁぁあああああ……！」

　湧わき上がってくる感情の奔ほん流りゆうに耐えかねたように頭を抱え、その場に崩れ落ちる。

「ひどいですっ！　なんで……、どうしてっ！　わたしを置いて行ってしまったんですかっ……！　わたしは……わたしはヒューイット様さえいれば、それでよかったのに……！」

　放ほうっておけば自分の身を喰くい尽くしかねない感情の奔ほん流りゆうを、悲嘆として吐はき出す。開かれた傷口から血が流れるように、狂いそうになるほどの感情がとめどなく溢あふれる。

　──ヒューイットを失った喪失感が、月日と共に癒えることはなかった。むしろ、心の空洞は広がっていくばかりで、そこに絶望が流れ込まないようにするだけで精いっぱいだった。

「フィオ──辛つらかったか？」

　そっと声をかけるヒューイットに、フィオは弾はじかれたように縋すがりつく。

「……っ、辛かったです……、悲しかったですっ！　わたしはヒューイット様みたいに強くありません！　誰かに期待されて、それに応こたえなきゃって頑張って……でも、どんなに頑張っても終わりはなくて……！　ヒューイット様はもうどこにもいなくて……ッ！　それでもわたしがヒューイット様の代わりに頑張らなきゃって、そう思って……！」

　ずっと誰にも打ち明けられずに溜ため込こんでいたものが、堰せきを切って溢れだす。

「それならさ──もう、やめちまうか？」

　一瞬、なにを言っているかわからなかった。

「え……？」

「だからさ」

　穏やかに笑って──ヒューイットは言う。




「全部投げ出して、ここでずっと、俺おれと一緒にいるか？」





　　　５






「────…………、っ……！」

　意識が戻ると同時、ウェズリーは跳ね起きた。

「起きたか」

　岩場の陰に引きずり込まれたらしい。傍そばにいるのはザックだけだ。

　全身の骨がぎしぎしと軋きしむ。頭痛に顔をしかめながらザックに問う。

「つッ……、……どれくらい寝てた？」

「ほんの一、二分てとこだよ。おまえさんも、大概頑丈だな」

　指先に固い感触。傍かたわらを見ると、二つに折れた杖つえが転がっていた。もう使い物になりそうもない。

　気絶する直前の記憶を手繰り寄せ、血相を変えて岩陰から飛び出す。

「……破界樹はどうなった!?」

　そこに、変わらずそびえている大たい樹じゆの姿が、作戦が失敗したことを告げていた。

「爆発は起きなかった。ぎりぎりで届かなかったみたいだな」

「クソ……！」

　あれだけの犠牲を出しておきながらの体たらくに、自分を呪のろいたくなる。

　周囲では、半分以下にまで減った傭よう兵へいたちが、キリエと共に四方を囲む獣アロステイアたちを牽けん制せいしている。既に退路はなく、今の兵力では撤退すらままならない。

「おぅ、やっとお目覚めか」

　獣アロステイアを斬きり伏せ、団長がこちらを向く。額に傷を負っており、流れ出た血が片目を塞ふさいでいた。

「うちの奴やつらは半分以上やられちまった。今は嬢ちゃんが頑張ってくれてるが、そうもたねぇぞ」

「絶体絶命、ってやつか……」

　苦々しくザックが呻うめく。

「てめぇは諦あきらめんのがはえぇんだよ。……ったく、しゃあねぇな」

　団長は腰からもう一本の剣を抜き、両手に一刀ずつを携える。

「ここは任せとけ」

　岩場から一歩出る団長の背に、ウェズリーは不穏なものを感じる。

「なにか策があるのか？」

「策なんて上等なもんじゃねぇさ。小僧の落とした魔力結晶はまだ爆発してねぇ。だったら、諦め悪くまた挑むだけだ」

　あっさり言うが、破界樹までの道は多数の獣アロステイアが塞いでいる。奇襲が失敗した以上、成功率はさっきよりも下がっている。

「だったら僕が行く！　最初からそういう話だっただろ！」

「そのザマでか？　怪け我が人にんはおとなしく休んでろよ」

「あんたじゃあ、魔力結晶を割った後の避難が間に合わない！」

　団長は答えずに口の端を吊つり上あげると、ウェズリーたちに背を向ける。

「ジジイ……死ぬ気か？」

　ザックの問いに、団長はすぐには答えなかった。

「──こういうのにはな、順番てもんがあんだよ。若い奴に限って、そういうのを守ろうとしやがらねぇ。人生の先輩にゃあ、もっと敬意を払えってんだ」

　その声に、悲壮な覚悟など欠片かけらもない。ただ、必要だからそうする──そんな割り切りがあった。

「つーわけだからよ──先にいくぜ、ガキども」

　そう言うと、団長は身を翻して敵の真っただ中へと切り込んでいった。




　当然のことではあるが──〝団長〟とだけ呼ばれる彼にも、名前はある。ただ、その名を気安く呼んでいた者たちは皆、既にこの世にはいない。

　──彼は決して、武勇の才を持って生まれたわけではなかった。

　優れた体格を持っているわけでもなく、智ち謀ぼう知略に秀でているということもない。魔術の才覚は凡庸で、せいぜい人並みの肉体強化ブースト系魔術が扱える程度だ。

　ただ──彼には、生き残るための嗅きゆう覚かくがあった。

　家族を早くに失なくした後、彼は食くい扶ぶ持ちを稼ぐために傭よう兵へい団に入り、幾多の戦場を渡り歩いた。何度も全滅の危機に陥りながらも、彼はしぶとく生き残り続けた。

　重要なのは、退ひくべき時と進むべき時を間違えないこと。その嗅覚が、彼が唯一他人より秀でたものだった。

　過信せず、慢心せず、怖おじ気けづかず、ただただ淡々と、『生き残る』ことに最適な一手を打つ──ただそれだけを繰り返し、十年が経たち、二十年が経った。その頃には、彼より長く生きていた者たちは皆死に、いつしか彼が傭兵団の長となっていた。

　何度も別れを経験した。古傷の痛みと共に思いだす敗走の記憶は数知れない。明日のことを考えはしても、一週間後のことまでは気が回らない──そんな生き方だった。

（それでも──まぁ、悪い人生じゃなかったわな）

　気の良い仲間がいた。慕ってくれる団員もいれば、生意気なのもいた。所帯をもって団を抜ける者もいれば、賭かけ事で全財産すって戻ってくる馬鹿もいた。

（楽しかったよなぁ──えぇ、おまえら？）

　仲間の屍しかばねを視界の端に捉とらえながら、団長は前へと進む。

　一人一人、名前も出身も、なにが好きでなにが嫌いかも覚えている。

（ここがオレらぼんくらの終着点なんだとすりゃ──まぁ、言うほど悪くもねぇやな。なんせ、世界を救うための戦いだ）

　団長は豪放磊らい落らくに笑う。

「──晴れの舞台、ってやつじゃねぇか」

　剣の基礎は少しだけ習い、後は我流だ。生き残るための戦いは、そのための剣技を磨かせた。両手の二刀を武器とは捉えない。これは、極めて攻撃的な防御の道具だ。

　筋肉の盛り上がった腕で振るう刃やいばは、最小の動きで獣アロステイアの爪つめを受け流す。そうして生み出した刹せつ那なの好機を縫い、あるかなきかの死線の隙すき間まを潜くぐり抜ぬけ、前へ出る。死を紙一重で避ける嗅覚と、長年戦場に身を置くことで会得した独自の勘が、彼を先へと進ませる。

　無傷ではない。避よけそこなった爪が皮膚を裂き、追おい縋すがる牙きばが肉を抉えぐる。それでも、彼は止まらない。

　鬼神のごとき戦いぶり、などという勇壮なものではない。どこまでも泥臭い、凡人の剣技だ。獣アロステイアを倒すことではなく、逃げ切ることに特化した戦い。

　その果てに──団長は獣アロステイアの包囲を抜けた。

　肉体強化ブースト系魔術で強化した脚力で、破界樹までの直線を一気に駆ける。

　潜んでいた二体の獣アロステイアが立ちふさがる。右の剣を投げ、喉のどに深々と突き刺す。その身体からだを踏み台にして跳躍し、落下地点にいたもう一体を左の剣で地面に縫い付けた。

　行く先に真紅の魔力結晶を見つけ、走りながら拾い上げる。壁と見まごうほどに巨大な大たい樹じゆは、もう目の前。

　辿たどり着ついた大樹の洞うろに、魔力結晶をねじ込む。

（我ながら、ちんけな人生だったな……けどまぁ──）

　全身を自らの血で彩った団長が、ふっと笑みを浮かべる。

「──最後くらいは、でかい花火、咲かせてやろうじゃねぇか」

　拳こぶし大の尖とがった石を拾い上げ──躊躇ためらいなく、大樹にねじ込んだ魔力結晶に叩たたきつける。

　魔力結晶に罅ひび割われが走る。

　結晶内の赤い光が、みるみる輝度を増していく。魔導船を浮かべられるほどの魔力が安定を失い、一気に解き放たれようとしている。

　膨れ上がる光に包まれながら、共に戦い散っていった仲間たちの顔を順に思い浮かべ──最後に、かつて自分のもとを去った悪ガキの成長した顔がよぎる。

（ああ……そうさな）

　満足そうな笑みを唇の端に刻み、光の中で団長は呟つぶやく。




「──今夜の酒は、美う味まそうだ」





　　　∞






『全部投げ出して、ここでずっと、俺おれと一緒にいるか？』

　──それは、真綿のように温かく、蜜みつのように甘い言葉だ。

　それができたらどんなにいいだろう。

　けれど、すぐに頷うなずかないフィオを見て、ヒューイットはふっと息を抜いて微笑ほほえむ。

「なんだ。ほんとはもう、決めてるんじゃねぇか」

　ヒューイットはフィオの頭をくしゃりと撫なで、涙を指先で掬すくい取とった。

　その仕し種ぐさは、本物のヒューイットとしか思えなくて。

「あなたは……今ここにいるヒューイット様は……わたしの夢なのですか……？」

　ヒューイットは紛まがい物ものとは思えない自然な動作で肩をすくめ、どこか優しさを感じさせる微苦笑を浮かべる。

「さてね。正しよう直じき、俺おれにもよくわからないんだ。けど──」

　まっすぐにフィオの瞳ひとみを覗のぞき込こみ、

「ここがおまえのいるべき場所じゃないのは、確かだ」

　それで、確信した。

　──ああ。この人は、本物のヒューイット様だ──

　優しくて厳しい、たった一人の主あるじ──自分だけはその本心を、見誤るはずもない。

　フィオの顔が悲痛に歪ゆがむ。

「ここが噓うその世界でも……誰かが作った偽物でも……ずっと、この時間が続けばいいって、そう思って……」

「ああ──そうだな。俺も、ここでの時間が終わるのは、正直惜しい」

　口の端に皮肉げな、それでいて残念そうな笑みを浮かべ、ヒューイットは言う。

「それでも──夢からは、いつか覚めないとな」

「……やっと、お帰りなさい、って……言えると、思ったのに……」

　最後にフィオがヒューイットにかけた言葉は、「いってらっしゃい」だった。

　送り出しはしても、もう、帰ることはないとわかっていた。「おかえり」は言えないはずだった。

　だから──この世界で最初にその言葉を口にした瞬間から、フィオは理解していた。

　──これが、幸福な夢なのだと。

「でも、ここは違うって、心のどこかでわかってて……」

　後から後からとめどなく溢あふれる涙を、しゃくりあげながら手の甲で拭ぬぐう。

「ここは、優しい場所です……優しすぎて、先へ進むのが怖くなってしまう」

　──幾度も、この世界への違和感を覚える機会はあった。けれど、それを追及して背を向けるには、ここはあまりにも優しすぎた。

　外の世界は痛みに満ちている。それでも──

「行くんだな？」

　ヒューイットの問いに、フィオは袖そでで涙を拭い、立ち上がる。

「──はい」

　泣き腫はらした目元は真っ赤だったが、もう涙は流さない。

「ここは、すごく優しくて、あったかい……けど、わたしがいるべきなのは、辛つらくて残酷な世界だから」

　世界は痛みに満ちている。それでも、生きている限り、人は痛みの中を歩んでいかなければならない。

　──泣くだけ泣いた。だから、涙はこの優しい場所に、全部置いていこう。

「そこがどんなに辛くても、ヒューイット様が守った世界だから。だから──わたしは、前に進みます」

　まっすぐにヒューイットの眼めを見つめて言うフィオに、ヒューイットはふっと息を吐ついて笑う。

「強くなったな。──それでこそ、俺おれの弟子だ」

　くしゃっと、フィオの頭を撫なでる。

　それは、初めて見る顔だった。優しいだけではない。慈しむだけでもない。誇らしさが、そこにはあった。それはきっと、弟子の成長を喜ぶ師の顔なのだろう。

　窓の外に広がっていた街並みは、いつしか果ての無い白い闇やみに変わっていた。フィオとヒューイットだけが、地平線もない世界に立っている。

　その世界も徐々に白く霞かすみ、実在感が薄れていく。

「名残惜しいが……どうやら、潮時みたいだな」

　泡沫うたかたの夢のように、この奇跡のように優しい場所が終わりを迎えるのだと悟る。

　ヒューイットはフィオから一歩離れると、ひとつ頷うなずいて言う。

「行ってこい、フィオ」

「──はい」

　ヒューイットの後押しに、フィオは強くはっきりと頷く。

「行ってきます──ヒューイット様」

　かつての別れの時とは違う、心からの笑みで、フィオは応こたえた。




　そして──世界は白に飲まれた。
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　破界樹の根元を爆心地とした莫ばく大だいな魔力の波動は周囲の一切の光景を押し流して迸ほとばしった。

　壁となって押し寄せる閃せん光こうに飲み込まれた獣アロステイアたちが、一瞬で塵ちりとなって消滅。魔ま導どう式しきを介さない純粋な魔力の爆発は辺り一帯の霊相をかき乱し、大気を撹かく拌はんする。

　ウェズリーたちは岩陰に伏せ、轟ごう々ごうと吹き荒れる大気の乱流に地面から引きはがされそうになるのを必死に耐える。ザックがなにか叫んでいたが、音さえもが引き千切られ、光と風の暴力に飲み込まれる。

　爆風をやり過ごし、一瞬の静寂が訪れた──かと思えば、真空状態となった爆心地へと一気に大気が逆流する。

　余波をやり過ごしてから、服に降り積もった土砂を落としながら立ち上がる。同様に身を伏せているキリエやザック、傭よう兵へいの生き残りが目に入った。

　獣アロステイアの姿がないのは、ほとんどすべての個体が団長を追っていったからだ。それらは皆、魔力結晶の閃せん光こうに飲み込まれて消滅していた。

「クソったれが……！」

　やるせない声をあげ、ザックが地面に拳こぶしを打ち付ける。

「かっこつけやがって……団長おやじ…………！」

　死にゆく者は、残される者がなにを思うか、知ることはない。残された者も、先に逝った者たちの心情を知ることはできない。ただ、受け取るしかないのだろう。誰かを失ったという現実と、その結果、繫つながれた未来を。

「ウェズリー……」

　そばに来たキリエが声をかけてくる。付き合いが短いとはいえ、見知った人間の死はキリエにも応こたえるらしい。

　ウェズリーは奥歯を嚙かみ、感傷を胸の奥に押し込める。

「キリエ……破界樹の状態を確認にいくぞ。最後まで気は抜けない」

「……うん」

　巻き上げられた土煙に閉ざされ、ここからでは破界樹の状態を確認することはできない。

「……俺おれも行くぞ」

　ザックが立ち上がり、据わった目で破界樹を睨にらみつける。

「団長の仕事を見届ける」

　ウェズリーは頷うなずくと、二人の先頭に立って歩き出した。




　破界樹に続く道には放射状の破壊の痕こん跡せきが見られた。魔力の奔ほん流りゆうは〈黙示録の獣アロステイア〉には特に効果があるらしく、獣アロステイアの姿は今やどこにも見られない。

　巻き上げられた土つち埃ぼこりで視界はほとんど利かない。この先に損傷一つない破界樹がそびえていたら、もうなすすべはない。

（これだけの衝撃を間近で喰くらったんだ……頼むから、壊れていてくれ……！）

　強風が土ぼこりを押し流す。

　息を吞のむ。

　──晴れた視界の中に映ったのは、形を保ったままの《破界樹イルミンスール》だった。

　団長が魔力結晶を設置したと思おぼしき根本付近は大きく抉えぐれているが、大たい樹じゆそのものを倒壊させるには至っていない。

「駄目だったのか……」

　団長が命を賭としてまで設置した魔力結晶の爆発にも耐えたというのか。

　視界が暗転するような絶望に膝ひざを屈しかけ、

「違うっ、ウェズリー！　よく見て！　上の方！」

　キリエに言われ、改めて大樹の様子を確認する。

　根元ばかりに目がいっていたが──遥はるか上空の天頂部、枝分かれして瘴しよう気きを放出していた部位は、枯死したように先端から破片をこぼしている。落ちてきた黒い破片が地面で砕け、霧となって散った。

「瘴気の放出が止まっている……末端部から死に始めているのか……？」

「そうだよっ、やったんだよ！　あたしらが勝ったんだ！」

　はしゃぐキリエの声に、ウェズリーは呆ぼう然ぜんとする。

（これで、終わったのか……？）

　あっけない幕切れとは言うまい。ここに到達するまで、多くの兵士たちが犠牲になった。傭よう兵へいたちは命を賭として血路を切り開き、団長はウェズリーの代わりに作戦を完遂させた。

（……結局僕は、助けられてばかりだな）

　いつも誰かが、自分の代わりになにかを成す。

　けれど、不思議と悔しさは感じない。

（要するに、それが僕の分相応ってことか……）

　憑つき物ものが落ちたような顔で、ウェズリーは嘆息する。

　──偽証の英雄としての役割はもうじき終わる。だが、まだすべきことはある。

　ザックはなにを思っているのか、崩れゆく破界樹を眺めている。あるいは、天を衝つく大たい樹じゆを団長の墓標にでも見立てているのか。

　しばらくはそっとしておこうと思い、破界樹に背を向けてキリエに向き直る。

「キリエ、生存者を連れて一度本隊に合流しよう。破界樹については、まだ様子を見る必要がある。応援が来るまでは僕が見張っておくから、ひとっ走りして──」

　──バギン！──

　なにかが──砕ける音がした。

　音はウェズリーの背後、かなり高い位置。キリエがその方向を──破界樹を見上げて硬直している。

（……なん、だ……？）

　背中越しにも、心臓を鷲わしづかみにされたような圧迫感プレツシヤーに息苦しさを覚える。

　背筋に鉄の杭くいを埋め込まれたように、身体からだが言うことを聞かない。

　それでも悪寒をねじ伏せて、どうにか振り返る。




　──破界樹の内側から突き出す、漆黒の腕があった。




　地上から五十メートルほどの位置。巨大な黒い腕が、樹皮を内側から突き破っている。腕だけで七、八メートルはあるように思えた。

　タイタン型を上回る長さだが、その腕は細長く、生物的な曲線を描いている。先端部には指らしきものも見えた。

　樹皮に生じた裂け目に、内側からもう一本の手であろう、指先がかけられる。

　二本の腕が強引に樹皮をバキバキと割り砕き、裂け目を広げていく。

　──そして、『それ』は姿を現した。

　全体の輪郭は人間に近い。二本の腕と二本の足を有し、頭部と思おぼしき部位も見受けられる。全高は十五メートルほど、身長に比して腕が長い。背部から生えているのは、自身の全高よりも長い尾だ。

　鎧よろいのような外殻に覆われている様子は、ヘカトンケイル型に似ている。しかし、武骨な兵器のような印象があったヘカトンケイル型に比べ、目の前の獣アロステイアは遥はるかにしなやかで、生物的な躍動感を感じる。肘ひじや膝ひざ、肩といった関節部には外殻が変形したような突起物が見られる。

　翼もなしに宙に浮いているのは、重力グラビテイ系魔術に類する力を持っているからか。

　誰も、なにひとつ声を発することができない。その存在感に吞のまれていた。

（あれは……獣アロステイア、なのか……？）

　状況からして、そうとしか思えない。

　しかし、あえて感じたままを言うのなら──その姿には、美しさすら感じた。

　神は自分の似姿として人を作ったと、神話では語られている。では、この怪物は異形の神か、はたまた地上に堕した半神ネフイリムか。

（僕たちは、最初から勘違いしていた……）

　ヴィクティムに集った者たちは皆、《破界樹イルミンスール》が神化個体に比肩しうるほどに強大な力を持った〈黙示録の獣アロステイア〉の進化形なのだと考えていた。大陸中に根を張っていた泥の獣アロステイアを苗床として、大陸を瘴しよう気きで汚染する脅威なのだと。

（違う……破界樹は……、破界樹自体が、こいつを生み出すための孵ふ卵らん器きだったんだ……ッ！）

　ヘカトンケイル型が果実のような塊から生まれる様を、ウェズリーたちはエールスベルクの山中で目撃している。

　それならば──これだけ巨大な『孵卵器』の中で生まれたこの獣アロステイアは、一体どれほどの力を有しているというのか？

〈黙示録の獣アロステイア〉は、人類を滅ぼすのに適した形態に自らを進化させてきた。その果てに辿たどり着ついたのが人の似姿だというのは、なんという皮肉だろう。

　獣アロステイアは緩やかに首を回し、周囲を睥へい睨げいする。

　誰も動けない。わずかな身じろぎすらも見み咎とがめられるのではないかという危機感が、呼吸すらも潜めさせる。

　初めて放ほうり出された外界に、獣アロステイアはなにを思うのか。それとも、なにかを感じるほどの知性はやはりないのか。

　不意に──獣アロステイアが空を仰いだ。

　その頭部に、裂け目のごとく口が開き──




『──ュゥゥゥルルルルルルルルルルルァァァァァァアア──────!!』




　一億のガラスを一斉に砕いたかのような叫びに、大気がひび割れる。

　その声だけで、ウェズリーたちは大地に縛り付けられた。

　それは果たして、生を受けたことを喜ぶ産声か。あるいは、地獄のような世界に放ほうり出されたことへの抗議だったのか。

　獣アロステイアの一挙手一投足から目を逸そらすことができない。次の行動がどんな結果をもたらすのか、予想すらつかない。

　と──

「な……なんだあれは!?」

　声に振り返ると、そこには兵士たちの一団がいた。恐らく、援護のために送られてきた部隊だろう。宙に浮く獣アロステイアを前に硬直している。

「こ、攻撃用意……！」

　援護部隊を指揮する兵士が、恐怖に耐えかねたように叫ぶ。

　その敵意を読み取ったのか、援護部隊に獣アロステイアの意識が向いた。

　獣アロステイアの指が自身の胸部の装甲にかけられる。メリメリと音を立て、胸部装甲が左右にこじ開けられた。

　そこから現れたのは、溶けた鉄鋼のごとく表面が流動する、半球状の真紅の器官。心臓の位置に埋め込まれたその器官に、高密度のエネルギーが凝縮され、みるみるうちに輝きが増していく。

「…………っ、来るなっ、もどれ──！」

　背筋を這はい上のぼる本能的な危機感に、ウェズリーは兵士たちに叫ぶ。

　──直後、迸ほとばしった熱線が大地を一いつ閃せんする。

　地殻の深くまで到達した高密度の熱エネルギーが、地下の岩石を溶かして膨張。大地の表層が赤熱して押し上げられ、次の瞬間には内圧に耐えかねた大地が間欠泉のように爆発。

　数十人もの兵士たちの姿が、高々と噴き上がった溶岩の中に吞のまれて消えた。
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　大地から噴き上がり続ける炎に照らされ、獣アロステイアの体表が黒く光る。

　それをきっかけに、獣アロステイアは自分がすべきことを察したとでもいうように。

　両の手の平に埋め込まれた胸部と同様の半球から、熱線を狙ねらいもつけずに撒まき散ちらし、周辺一帯を火の海に変えていく。手の平からの熱線は胸部のそれには及ばないが、その一発一発がウェズリーの最大火力を容易に凌りよう駕がしていた。

　──地獄は、ここにあった。

「はは……なんだよ、これ……」

　ザックが乾いた笑い声をあげる。

「こんなもん……どうしようもねぇじゃねぇか……」

　ヘカトンケイル型の砲撃などものの数にも入らない、圧倒的な力を前に、ザックは抗あらがう気力を失っていた。

　飄ひよう々ひようとしていた男の顔には、むしろ穏やかな諦てい念ねんがある。それが、真に絶望した者の顔なのだろう。抗う余地のない絶望は、むしろ人に安息を与えるらしい。

　生き残りの傭よう兵へいたちもまた、武器を持ち上げる気力すら湧わかないようだ。

　無理もあるまい。団長が命を賭として戦った、その結果がこれだ。

「……っ、怯ひるむな！　敵はまだそこにいるぞ！　立ち上がれッ！」

　ウェズリーの言葉が、絶望の戦場を上滑りしていく。キリエですら、身体からだが動かないらしい。

「……っ、この！」

　魔ま導どう式しきを練り上げ、遠距離魔術を放つ。しかし、魔術で生み出した氷柱つららは獣アロステイアの装甲にあっさりと弾はじかれた。

　狙われたわけではないだろうが、ウェズリーから十メートルほどの位置を熱線がなでる。その余波だけで、ウェズリーの身体は紙のように宙を舞った。

　凹凸の激しい大地を転がされ、身体のあちこちを打ちつける。節々が痛む身体に鞭むちを打って膝ひざ立ちになる。キリエとザックが離れた場所に倒れているのが見えた。

「奴やつは……どこだ!?」

　敵の姿を探し──ウェズリーに向け、今まさに胸部から熱線を放とうとしている獣アロステイアの姿を見た。

　獣アロステイアの口端が吊つり上あがり、笑みを形作る。

「あ…………」

　これまでにない濃密な死の実感が背中から這はい寄より、指先にまで絡みつく。

（これが、僕の限界か──）

　絶望が毒のように身体を侵し、無力感が抗う意志を塗りつぶしていく。

　──英雄を騙かたって人々を奮い立たせても、結局は兵士たちの命を散らせることしかできなかった。できたのは、ほんのわずかな時間稼ぎ──それももう、時間切れだ。

（それとも……最初から、希望なんてなかったのか……？）

《破界樹イルミンスール》による瘴しよう気き汚染を封じたところで、この獣アロステイアが大陸を滅ぼすのは時間の問題だろう。

　まもなく、この獣アロステイアは本隊を襲いに行く。抗あらがったところで、そう時間を置かずに壊滅するだろう。次に死ぬのはヴィクティムの街に避難している数千人だ。その後は、大陸の各地で同じ光景が繰り返されることになる。

　これが、自分が歩んできた道の終着点か。結局、人類の未来を繫つなぐためになにかを成せることもなく、大海に投げ込んだ石の波紋が波に吞のまれるように、なんの痕こん跡せきも残さずに消えていくのか。

　所しよ詮せん、自分はそんなちっぽけな存在だったのか──




「──ふざけるな」




　ウェズリーは立ち上がる。

「──おまえがどれだけ強力な獣アロステイアだろうが……誰が屈してやるか！」

　ここで散っていった人たちの人生を、無駄にはさせない。

　持ち上げた指先に、既に感覚はない。霊体アストラルたい強化薬の副作用だ。

「その身に刻め、獣アロステイア。これが、人間の怒りだ。おまえたちの憎悪なんかに屈しない、人間の力だ」

　震える指先で魔ま導どう式しきを描く。薬が切れかかっている今の状態では、せいぜい単発の中級魔術までしか撃てない。確実に、奴やつの熱線には競り負けるだろう。

　だから、これはただの意地だ。

　死にゆく最後の瞬間に、それでも屈しないと敵に示すための、それだけの意地。

　獣アロステイアの笑みが消える。吊つり上あがっていた口端が下がり、顎あごが嚙かみしめられる。それは、思い通りにならないことへの苛いら立だちだ。

「ああ、そうだ……自分の思い通りにならない存在を、おまえは力で消すしかない。おまえたちには、それしかできないッ！」

　獣アロステイアの胸部の半球が輝きを増す。

　迎え撃つべく展開した魔導式に、遍在魔力アストラルが注がれる。

「そんなやつらにッ！　僕がッ！　人類がッ！　──負けるものかよッッッ!!」

　獣アロステイアが吼ほえる。理解しがたいものの存在を拒否するように。

　その胸部から、万死をもたらす熱線が撃ち放たれる──その刹せつ那な。




　一条の流星が空を切り裂き、獣アロステイアを穿うがった。




　流星は獣アロステイアの頭部を直撃。その半分を削り取られ、獣アロステイアの体勢が大きく崩れる。仰のけ反ぞった拍子に放たれた熱線は空へと逸それた。

　安定を失った獣アロステイアが、地響きをあげて大地に沈む。

　なにが起こったのかわからず、ウェズリーは発動直前だった魔ま導どう式しきを持て余す。

　その背中を、誰かが後ろから抱きしめた。

　柔らかく、温かい感触。ふわりと鼻先をくすぐる香り。

　──その温かさには、覚えがあった。

　そっと、細い指先がウェズリーの右手に添えられる。硬直していた腕から力が抜け、魔導式が霧散する。

　振り返らずともわかった。この温ぬくもりを、間違えるはずがない。

「……遅いですよ」

　胸の奥から、こみ上げるものがあった。

　張りつめていたものが一気に解き放たれる。鉄砲水のように押し寄せた感情の奔ほん流りゆうは、心の防壁を容易たやすく決壊させ、熱い涙となってあふれ出す。







　──始まりは、ただの憧あこがれだった。

　物語に描かれる英雄に憧れた。行商人から聞く英雄の活躍に胸を躍らせた。勇壮な音楽と共に舞う、歌劇オペラの英雄に憧しよう憬けいした。

　憧憬はやがて目標となった。

　けれど、現実は理想に追いつくことなく、道が断たれた時、自分の矮わい小しようさを知った。

　長い、本当に長い夢から醒さめ──けれど開いた瞳ひとみに映るのは、悪夢以外のなにものでもなくて。

　それでも──守りたいものがあったから。

　手を伸ばしたのは、理想と正反対の紛まがい物もの。

　それは、自分の歩みをまるごと否定するも同じことで──それでも、理想の残ざん骸がいを踏みしめて、前へ進もうとした。

　その先に破滅しかなくても、たった一人の未来さえ守れれば、それでいい──その一心で、ここまできた。



















「……僕が、どれだけ苦労したか……」

　涙声になりそうなのを必死に堪こらえ、唇を嚙かみしめる。たぶん、そういうのは全部気づかれてるだろうけれど、それでも構わないと思えた。

「うん──よく、頑張ったね」

「…………っ」

　その一言は、どんな美辞麗句を並べた称賛よりも、ウェズリーには価値のあるもので。

「ありがとう、キリエちゃんを守ってくれて。ありがとう、みんなの支えになってくれて。──ありがとう。私の帰る世界を守ってくれて」

　そっと──回されていた腕が解かれる。

「だから──少し、休んでいてください」

　ウェズリーを追い越し、一歩前へ。

　小さな背中は、けれど他の誰よりも頼もしくて。

「──ここからは、私の出番です」

　言って──フィオレンツァ・アリギエーリは、凛りんとした眼まな差ざしで獣アロステイアを見据えた。
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「夢を、見ていました」

　ぽつりと──銀色の髪の少女は、吟じるように言葉を紡ぐ。

「それはとても温かくて、優しい夢で……そこにずっといたくなるような、目が覚めるのがもったいなくなってしまうような──そんな夢」

　フィオは微笑する。

「でも──ウェズリー君が、わたしの手を引いてくれた」

　エールスベルク近郊の山中で、光の中に溶けていきそうだったフィオ──不安に駆られ、ウェズリーはその手をつかんだ。

「それで、この世界にもわたしを待っててくれる人がいるって、思いだせました」

　そう言って、フィオは花が咲いたように頰ほおを綻ほころばせる。

　──言おうと思っていたことも、聞きたいことも山ほどあった。けれど、その微笑ほほえみを見たら、すべてどこかへ飛んで行ってしまった。それくらい、綺き麗れいな笑顔だった。

（……ずるいなぁ、もう）

　ウェズリーは恨みがましくフィオを見上げるが、当の本人はこちらの心中など知らずに首を傾かしげている。

「ししょー……？」

　呆ぼう然ぜんとした声に振り向くと、キリエが呆ほうけたような顔でフィオを見ていた。

「ただいま、キリエちゃん」

　フィオが微笑ほほえむと、キリエの顔が泣き出しそうに歪ゆがむ。その顔を隠すように俯うつむき、やがて深いため息を吐ついて顔を上げる。

「まったく……遅刻しすぎっしょ。こんな寝坊、あたしだってしたことないし」

「あ、その……ごめんなさい」

　ぺこりと謝るフィオ。

　その姿に、ウェズリーは噴き出すように笑った。

「ははは……ほんっと、緊張感の続かない人ですね、先生は」

「わ、笑わなくても……」

　ひとしきり声をあげて笑ってから、表情を引き締める。一気に力が抜けてしまったが、今はまだ安心できる状況ではない。

　巨大な足音が響く。フィオが吹き飛ばした獣アロステイアが立ち上がっていた。

　その頭部はフィオの魔術を受け、上半分が欠落している。しかし、既に内側から肉が盛り上がるように再生が始まっている。

「ウェズリー君、あれは？」

「そこにある樹きの中から出てきた個体です。両手と胸からの熱線に気を付けてください。上級魔術以上の威力です」

　獣アロステイアの意識がフィオに向き、威嚇するような唸うなり声ごえをあげる。

「どうやら、わたしに怒っているみたいですね。──二人とも、離れていてください」

　フィオの両手の指先が別々の生き物のように宙を躍り、瞬く間に魔ま導どう式しきが描かれていく。

「援護は？」

「大丈夫です。──こう言うのも、なんなんですけど」

　肩越しにウェズリーを振り返り、フィオは悪戯いたずらっぽく舌をちろりと出して見せ、

「──ちょっと、暴れたい気分なんです」

　微笑み、獣アロステイアに向き直る。

　そして、ためらいなくその言葉を呟つぶやく。

「第四門──解放」

　瞬間、その身体からだが白い光に包まれた。




　魔ま導どう式しきから飛び出した光の柱が空中で弾はじけ、数十条もの光の矢となって獣アロステイアに襲い掛かる。

　獣アロステイアは回避しようとジグザグの軌道で飛ひ翔しようするが、逃げ場を奪うように放たれた火柱が直撃。動きが止まったところに、追いついた光の矢が次々に着弾する。

　獣アロステイアの腕が焼け焦げ、全身に無数の穴が開く。獣アロステイアが焼け焦げた腕を自ら切り落とすと、即座に新たな腕が生える。穿うがたれた傷口は瞬時に塞ふさがった。

　獣アロステイアが空中で反転、フィオへと突進する。素早く書き上げた魔導式が発動。強烈な冷気の渦が獣アロステイアを迎え撃ち、氷漬けにする。続いて放たれた螺ら旋せんを描く衝撃波が氷漬けの獣アロステイアを砕く直前、獣アロステイアは氷の棺ひつぎを砕いて離脱した。

（これが、先生の本気……）

　ウェズリーは息を吞のむ。

　まるで初級魔術のような気軽さで上位魔術を連射しており、そのいずれもが本来の術の威力を大きく上回っている。英雄の恩寵グレイスが、魔術の効果を増強させているのだ。

（でも、それだけじゃない）

　英雄としての恩寵グレイスが威力を底上げしているのは確かだが、獣アロステイアを封殺するための魔術を状況に応じて選び、左右別々の魔導式を同時に、かつ正確に記述するのはフィオ自身の才覚と研けん鑽さんのなせる業だ。その集中力、精神力たるや、超人の域に達している。

　これまで、フィオはウェズリーの前ではほとんど英雄化を使ってこなかったし、エールスベルクでは霊体アストラルたい汚染により真の力を発揮できなかった。

　枷かせを外され、本気を出したフィオの力──それは、腕利きの魔術師メイガスを百人集めても届かないのではないかと思わせた。まさに、一人で万軍に匹敵するほどの力だ。

「……手出しする余地は、なさそうだな」

「……むしろ邪魔っぽい」

　改めて実感する。

　──これが、英雄。

　──これが、人類の希望。

　紛まがい物ものではない、本物の力。

　だが、それでもなお戦いに終わりは見えなかった。

　一撃一撃は確実に獣アロステイアの巨体に損傷を与えている。しかし、傷を負う端から凄すさまじい速度で傷が再生されていく。

　フィオの猛攻に、獣アロステイアは距離を詰められない状態が続いている。焦じれた獣アロステイアが手の平から熱線を放とうとすれば、狙ねらいをつけようとした矢先、手の平の半球にフィオの術が直撃して暴発させる。

　一見してフィオが優勢だが、これは互いの数手先を読み合って繰り広げられる、極限の戦いだ。獣アロステイアがフィオの攻撃速度を上回るか、フィオが魔術の制御を一度でもしくじれば、あっという間に形勢が逆転する。

　フィオの額には汗が滲にじみ始めている。集中力とて無限ではない。ましてや、フィオは昏こん睡すい状態が続いていた身だ。このままでは、いずれ破は綻たんが訪れる。

「あいつ、力に底がないの……!?」

　キリエが歯は嚙がみするが、ウェズリーはその言葉にはっとする。

（奴やつの力が無尽蔵……？）

　──否いな。そんなはずはない。そうであれば、人類はとっくに滅びている。五年前に現れたあの神化個体でさえ、英雄の力の前には滅び去ったのだ。

（なら、あの再生力はどこからくる？　大気中の遍在魔力アストラルを吸収して身体からだを再構成しているのか？）

　しかし、あのサイズであの再生力は、どう考えてもおかしい。

　人間が魔術を行使する際に必要となる魔導紋章イコンを背中に刻むのは、そこが人体でもっとも広い部分だからだ。遍在魔力アストラルを取り込む効率が面積だけで決まるというわけではないが、大気中の遍在魔力アストラルが流動するものである以上、無関係ではないはず。

（再生能力に身体の大きさは関係ないのか？　いや、それだったら他の獣アロステイアも同じことができるはず……奴だけの秘密が必ずある。それを見つけ出せば……！）

　自分の直感を信じ、目を皿のようにして敵の姿を見据える。

　と──唐突に、ウェズリーの頭ず蓋がいに痺しびれるような痛みが走り、視界が霞かすんだ。

「…………っ、無理しすぎたか……！」

　霊脈強化薬の副作用。ついには、視覚にまで及び始めたらしい。

　瞬まばたきを繰り返し、空を飛び回る獣アロステイアに焦点を合わせようとする。

　と──ぼやけ気味だった視界が、獣アロステイアの背後の『あるもの』を捉とらえた。

　いや、正確にはずっと視界の中にはあった。だが、これまでは意識の外にあった。

　破界樹。

　魔力結晶の爆発で樹皮の一部が崩れ落ちた大たい樹じゆ。今はもう、瘴しよう気きを放出することもなく沈黙している。機能を停止しているように思われたが──

　破界樹があまりに規格外の存在だったせいで、最も基本的な〈黙示録の獣アロステイア〉の性質を失念していた。

（〈黙示録の獣アロステイア〉は、死ねば瘴気の霧になって霧散する……なら、なんであの樹はまだ形を保っている……？）

　直感に突き動かされ、ウェズリーは目を凝らす。

　団長の命を賭とした自爆により、根元の樹皮は大きく抉えぐられている。その陥没の奥に、かすかに明滅する光を見た。

　脳裏でイメージが弾はじける。

（あの獣アロステイアが現れた時、孵ふ卵らん器きみたいだって思ったけど……）

　あの獣アロステイアは、幹の中に抱かれるようにして成長していた。

　破界樹の根は大地に深く根付いている。遍在魔力アストラルとは大気中のみならず、地中や海中といったあらゆる場所に存在すると言われている。

　ならば──大地から吸い上げた遍在魔力アストラルを養分としてあの獣アロステイアに送り、成長させていたということは十分に考えられる。

　そして──獣アロステイアが破界樹から分離した今も、それが続いているとしたら？

「キリエ……ここ、任せてもいいか？」

　訝いぶかしげにこちらを見るキリエ。

「僕はやることができた」

　なにを、とは聞かなかった。キリエは少し心配するようにウェズリーを見る。

「……一人でいいの？」

「ああ。おまえは先生についててくれ。いざとなったら、先生を守れるのはおまえしかいない」

　キリエの身のこなしなら、万が一、戦況が獣アロステイアの有利に傾いても、フィオを抱えたままいくらか攻撃をしのげるはずだ。

「……ウェズリー。無む茶ちやは、しないでよね」

　キリエの顔は浮かない。団長のことが脳裏をよぎっているのかもしれない。

「心配するな。──必ず戻るよ」

　そう言うと、ウェズリーはキリエに背を向け──爆炎渦巻く戦場を、破界樹へ向かって駆けだした。




　ウェズリーが動いても、獣アロステイアはこちらに注意を向けようとしない。

（眼中になし、か……それならそれで、好都合だ）

　目指すは《破界樹イルミンスール》。完全破壊しようにも、既に魔力結晶はない。

（少し不安はあるけど……信じるしかないな）

　ウェズリーは腰のベルトに括くくり付けた棒状の物体に触れる。

　魔力結晶の爆発と獣アロステイアの熱線が作った大地の起伏を越え、破界樹を目指す。

　ウェズリーが近づいても、先ほどのように根を動かしての迎撃はない。もうそれだけの力が残っていないのか。

　間もなく破界樹の幹に到達。魔力結晶が炸さく裂れつした箇所は、その三分の一ほどの深さまでが爆発によって抉えぐられていた。ささくれ立った幹の内側に触れると、結晶鉱物のようにぱらぱらと剝はがれ落おちる。

　魔力結晶の爆発は、見た目よりも深くまで衝撃が浸透していたらしい。

　拾った石で殴りつけ、幹の内部を掘り進める。幹は中心部から紫がかった光がかすかに漏れていたが、幹を削っていくと光が強くなっていく。光はよく見れば、下方から上方へと昇っているように見えた。

「高密度の汚染された魔力……思った通りだ」

　獣アロステイアは瘴しよう気きを撒まき散ちらすが、瘴気とは汚染された偏在魔力アストラルだというのが通説だ。では、大量の瘴気を空にばら撒く《破界樹イルミンスール》が、どこからその瘴気の素となる魔力を取り込み、汚染していたか？　──その答えが、ここにあった。

　樹木のような形状をしているからこそ、思いついた。樹きは大地から水と養分をくみ上げ、枝葉の先端まで行き渡らせる。

（こいつにとっては、大地を流れる魔力が養分なんだ）

　幹の内側を上る紫の光は、高密度の汚染魔力だ。これの一部を獣アロステイアに送り、残りを瘴気として空にばら撒いていたのだろう。しかし、魔力結晶の爆発でその機能が弱まり、今は取り込んだすべての魔力を獣アロステイアに回している。瘴気の放出が止まったのはそのためだ。

　だとすれば──この樹を完全に破壊すれば、あの獣アロステイアの再生力は失われるはず。

　腰に差していた棒状の物体を手にし、布を取り払う。

　ジルヴェステに渡された奇妙な剣。

　ウェズリーはこの剣を渡された時の、ジルヴェステの言葉を思い出す──




『それはいわば、剣の形状をした巨大な刻印板カースド・ギアだ。付与された機能はごく単純──瘴気の遮断だ』

『瘴気の遮断……？』

『原理を思いついたきっかけは、魔導通信がうまく機能しなかったことだ。魔導通信は大気中の遍在魔力アストラルを媒介に波長を伝えることで、受信機側に文字や音声を送る仕組みだ。しかし、獣アロステイアの襲撃があった際、これがうまく機能しなかった。つまり──瘴気と遍在魔力アストラルは干渉し合っていると推測される。魔導通信は広範囲に波を発信するからね。距離が開くほど強度が減衰してしまうんだ。だから、獣アロステイアの一斉蜂ほう起きにより大陸中の瘴気濃度があがって霊相が乱れ、通信が途絶した。しかし、波の強度をあげれば、逆に瘴気に干渉し、流れを遮る波を生み出すこともできるはずだ』

『それじゃあ……瘴気に汚染された土地を浄化できるということですか？』

『いや、現状の技術では、土地を汚染した瘴気を払えるほどの強い波を広範囲に放射することはできない。けれど──直接相手に叩たたきこむ形なら、極めて強い波長を流し込むことができる。それで、この形というわけだ。いわばこれは──』




「──獣アロステイア殺しの聖剣」

　お守り代わりに渡された、試作品の魔術剣。〈黙示録の獣アロステイア〉の軍勢に使用しようにも、あまりにリーチが短く、強度にも難があり、到底実用的ではなかった。

「まさか、最後の最後で、こんな酔狂なものに頼ることになるとはね……」

　苦笑し、ウェズリーは剣の柄つかに両手を添える。

（けど、まぁ……こういうのは、嫌いじゃないな）

　切っ先を幹の中心へ向ける。

『英雄には、剣が必要だとは思わないかい？』

　ジルヴェステの冗談めかした言葉が脳裏をよぎり、

「ああ──同感だッ！」

　魔力が流れる幹の中心に、刃やいばを突き立てた。




『それ』にとって、その人間は厄介な敵だった。

　胸部からの熱線を使うまでもなく、手足か尾の一撃を叩たたきこむだけで木っ端のごとく砕け散る、矮わい小しような存在──しかし、どうしても距離を詰めることができない。

　広範囲魔術による弾幕を回避するが、弾幕を抜けた直後、こちらの動きを読んでいたように魔術の狙そ撃げきが飛んでくる。その度に、獣アロステイアの身体からだは弾はじけ飛とぶ。

　わずかな苛いら立だちはあったが、『それ』にとってこの攻防は遊びのようなものだった。

『それ』は確信する。まもなく、あの人間には限界が訪れる。その瞬間が狩りの始まりだ。

　無尽蔵とも言える力の供給源がある以上、こちらに敗北など──

　──ノイズ。

『それ』の感覚が異常を捉とらえ、弾かれたように力の供給源──黒い大たい樹じゆへと意識を向ける。

　──なにか異常が起こっている。速やかに原因を排除しなければならない。

　異変を察知した『それ』が破界樹へ向かおうとした、その直後──魔術の弾幕がその身に相次いで直撃、爆炎に飲み込まれた。




「当たった……？」

　それまでかわされ続けていた牽けん制せい用の広範囲魔術が獣アロステイアに直撃したことに、むしろフィオは目を丸くして驚く。

　爆裂する火球の直撃を数発、立て続けに受けた獣アロステイアは、その体表が抉えぐれ、片足が千切れかかっている。しかも──

「ししょー、なんかあれ、治りが遅くなってない？」

　キリエの言う通り、獣アロステイアの再生速度が目に見えて低下している。

「まさか……ウェズリー君？」

　ウェズリーが破界樹へ向かったことは気づいていた。なにか策があるようだったが、それが効果をあげているのか。獣アロステイアの意識がこちらから逸それたのは、それが原因か。

　獣アロステイアが忌々しげに口角を吊つり上あげてこちらに敵意を向けるが、不意に背を向けると、一直線に破界樹へ向けて飛ひ翔しようする。

　フィオは魔ま導どう式しきを構築、巨大火球の散弾を獣アロステイアの進行方向へと飛ばし、その出鼻をくじく。

　獣アロステイアの頭部がフィオへ向けられる。真っ向から向けられる苛いら立だち紛まぎれの敵意に、しかしフィオは微み塵じんも怯ひるまない。

「──行かせませんよ」

　穏やかな彼女には珍しく、戦意に満ちた目で獣アロステイアを睨にらみつける。

「あなたの相手は、わたしです」




　鉱石のような破界樹の組織を砕き、刀身の半ばまでが幹に埋まる。

　ウェズリーは魔導紋章イコンから遍在魔力アストラルを取り込み、霊体アストラルたいを通して魔術剣へと注ぎ込む。

　刀身に刻まれた刻印が魔力の性質を変換。波動となって、破界樹内部を流れる汚染魔力に注ぎ込む。

　バヂン──！　と電光が爆はぜ、破界樹内の汚染魔力の光が明滅する。

　地鳴りのような振動が足元を突きあげた。身体からだの中で暴れる異物に対する拒絶反応か。

　大たい樹じゆを構成する組織が崩れ始め、欠片かけらが至る所で剝はく離りする。

　──効いている。獣アロステイア殺しの聖剣は、確実に破界樹を崩壊させつつある。

　だが、まだ足りない。効果はあるが、途方もなく巨大なこの大樹全体に力を作用させるには至っていない。

（問題は……このバカでかい樹きを滅ぼしきるまで、僕の身体が耐えられるかだ）

　魔導紋章イコンから流れ込む魔力が、度重なる酷使で澱よどみつつある霊体アストラルたいを迸ほとばしる。

　小川に無理やり大河の激流を流し込んでいるような状態だ。今この瞬間にも、水を詰め込みすぎた革袋のように、全身の霊体アストラルたいがはじけ飛ぶのではないか──そんなイメージもあながち妄想とは言い切れない。

　これまでは霊体アストラルたい強化薬でしのいできたが、今はその効果もない。ましてやここは獣アロステイアの腹の中。遍在魔力アストラルに交じって取り込まれる高濃度の瘴しよう気きが、ウェズリーの霊体アストラルたいを汚染していく。

　このまま続けることで霊体アストラルたいに重篤な障害が残れば、英雄の弟子どころか一介の魔術師メイガスとして再起することすら不可能になるだろう。それは、ウェズリーの夢が本当の意味で断たれることを意味する。

（──それがどうしたッ！）

　歯を食いしばり、さらに魔術剣へ注ぎ込む魔力の密度をあげる。

「今だけもてばいい……！　これが、最後になったとしてもッ！」

　──認めよう。僕は凡人だ。

　その凡人が、世界を滅ぼしかねない最悪の獣アロステイアを倒そうというのだ。

　ならば──この身ひとつなど、奇跡の代価としては安いもの。

　剣でこじ開けた幹の裂け目から汚染魔力が噴き出し、ウェズリーの全身にまとわりつく。

「ぐっ、がぁあぁぁああッ……！」

　可視化されるほどの高密度の汚染魔力だ。まるで強酸のプールに身を浸したような痛みが、全身の神経を焼く。薬の副作用で瘴しよう気きへの抵抗力が下がっているウェズリーの霊体アストラルたいが、みるみる侵食される。

　瞬く間に肉体にまで影響が及び、指先から細胞が壊え死しし始めた。

　想像を絶する激痛に、意識が弾はじけ飛とびそうになる。

　剣の柄つかから腕が離れかけ──

「……っ、まだ、だぁぁああああああ！」

　一層の力を込め、剣の根元までを突き刺す。

　これはもはや、意地の張り合いだ。取り込んだ魔力圧による内側からの痛みと、瘴気による外側からの侵食に耐えきれずに倒れるのが先か。それとも、破界樹の崩壊が先か。

「〈黙示録の獣アロステイア〉……おまえらにひとつ、教えてやる──」

　息を吸い。

「僕は──しつこいッ!!」

　なにしろ、誰に何を言われても英雄になることを諦あきらめず、ついにはこんなところにまで来てしまったくらいだ。

（僕の命でよかったら、おまえにくれてやる……だからッ！）

「おまえはここでぇ……朽ち果てろぉおおおおおおおおおッ！」

　破断の音を立て、破界樹の中心部に罅ひび割われが走った。




　破界樹の外皮が剝はく離りし、崩れていく。

　獣アロステイアが咆ほう哮こうをあげる。破界樹の状態に、明らかに焦っていた。

（ウェズリー君が頑張ってくれてる……！）

　どんな方法を使っているかはわからないが、安全な状態とも限らない。早急にこの敵を滅ぼさなければならない。

「《焼き滅ぼせ・断罪の劫火アグニ・フレア》ッ！」

　鋼鉄を飴あめ細工のように溶解させるほどの超高温の火柱が、陽炎かげろうを尾と引きながら獣アロステイアに向かって直進する。

　獣アロステイアは回避行動をとらず、右腕で火柱を受け止めて強引に軌道を逸そらした。結果、右腕が肩からごっそり炭化して崩れる。

「右腕を犠牲にした!?」

　獣アロステイアは崩れた腕を再生せず、胸部の装甲を開く。現れた半球状の器官は、既に目を灼やかんばかりの赤しやつ光こうに輝いている。

「しまっ……！」

　半球から放たれたのは、灼しやく熱ねつの熱線の無差別放射。狙ねらいをつけず、数十条の熱線ががむしゃらに大地を暴れまわる。一本一本の熱線は、収束した時の一撃には遠く及ばない。だが、まだ周囲には負傷して動けない傭よう兵へいたちがいる。

「《退けよ・聖光の盾アイギス》──！」

　フィオは咄とつ嗟さに防御の魔ま導どう式しきを構築。生み出した巨大な光の盾が熱線を弾はじき、拡散させる。盾を隔てた向こうで、いくつもの爆炎が噴き上がり、炎のベールとなって視界が塞ふさがれる。

　一瞬、獣アロステイアの位置を見失う。直後、視界の端で土煙を割って飛びだす獣アロステイアの姿が見えた。まっすぐに向かう先は、破界樹──ウェズリーのいる方向だ。

「いけない……！」

　焦燥の声をあげるフィオの横を、赤い光を帯びた少女が、解き放たれた矢のように駆け抜けた。




『それ』はまっすぐに、天を衝つく大たい樹じゆを目指す。

　ままならない状況に、『それ』は苛いら立だちを募らせていた。

　卑小なものとして見逃した小さな存在が今、自分を脅かしている。

　怒りと焦りが、『それ』に注意を怠らせた。

　警戒すべきは砲撃を繰り返す敵と、破界樹を内側から壊そうとしている敵──それだけだと思っていた。

　突如、背部に衝撃。損傷していた箇所に突き立てられた異物が、身体からだの前面まで貫通。『それ』の巨体を大地に堕おとした。




　獣アロステイアの背中に突き立てられたのは、刃幅二メートル、長さ十メートルを超える巨大な剣だ。

　獣アロステイアの巨体に相応ふさわしい剣は、その巨体を串くし刺ざしにし、地面に縫いつけていた。

「あたしをシカトしてくれてんじゃねっつーの」

　剣の柄つか頭がしらに立ち、キリエは左右の指先で魔導式を構築する。

「こっから先へは行かせない。あいつの邪魔する奴やつは、あたしが邪魔する──それが、あたしが決めたあたしの役割だ」

　魔導式から錬製された剣をつかみ取ると、キリエは獣アロステイアへと投とう擲てきする。

　獣アロステイアの背中へ、投とう擲てきされた刃やいばが次々に突き立つ。

　獣アロステイアが絶叫をあげ、一本だけ残った左腕で大地をつかみ、無理やり身体からだを起こそうとする。ますます深く巨大剣が食い込むが、少しずつ地面から抜けていく。

「いい加減おとなしく……、……ッ!?」

　視界の端を、鞭むちのようにしなる獣アロステイアの尻尾しつぽがよぎる。

　咄とつ嗟さに自ら飛びのきながら剣を交差させて防御するが、尻尾の薙なぎ払はらいはキリエの身体を容易たやすく弾はじき飛とばした。




　大地から引き抜いた剣を自分の身体に埋め込んだまま、『それ』は立ち上がり、破界樹へと這はいずるように近づいていく。

　破界樹の根元、抉えぐれた幹の内部で、剣を突き立てる敵の姿が見えた。

　腕を伸ばす。指先が届けば、それでいい。少し力を籠こめるだけで、無防備な敵の身体はひしゃげるだろう。

　破界樹に空いた穴に手を伸ばし、今まさに敵をつかもうとした、その一瞬前──『それ』の側頭部に、飛来したなにかが直撃。解放された青白い閃せん光こうが、獣アロステイアを真横に殴り飛ばした。




　頭を削られた獣アロステイアが横倒しになるのを眺め、ザックは長銃を下ろした。

「……最後の魔力結晶弾だ。味はどうだよ、クソ野郎」

　懐から出した煙草たばこを咥くわえ、マッチで火をつける。

　舌を痺しびれさせる苦みを味わいながら、ザックは目を眇すがめて破界樹を眺める。

「俺おれにあんたみたいな生き方ができるかはわからないけどよ……とりあえず、あんたの代わりに一矢報いたぜ──団長」

　ザックは紫煙を細く吐はき出すと、煙草を手の中で握りつぶし、

「──やっちまえ、ウェズリー……！」

　自分とは違う道を辿たどった少年の名を呼んだ。




　頭部を削られた獣アロステイアの動きが止まっていたのは、せいぜい数秒。最低限しかない再生力を頭部に集中させ、ようやく動きを再開させる。

　しかし──その数秒は、両者の趨すう勢せいを分かつ数秒だ。

　突如、獣アロステイアの足元から光が立ち上がり、獣アロステイアに巻きつく。獣アロステイアの巨体を何重にも縛り上げるのは、光の鎖だ。光の鎖は腕と尻尾をもろともに獣アロステイアを締めつけ、大地に縛り付ける。

　獣アロステイアは拘束を振りほどこうともがくが、光の鎖はびくともしない。

「──どこへ行くつもりですか」

　声は、獣アロステイアと大たい樹じゆの間から聞こえた。

　銀髪。尖とがった耳。凛りんとした眼まな差ざし。

「行かせないと、言いました」

　腕を横に振ると、獣アロステイアの頭上にその巨体をまるごと収められるほどの巨大な五重魔ま導どう式しきが浮かび上がる。さらに、大小無数の魔導式が、獣アロステイアの周囲をあらゆる方向から囲む。

　それは魔導式の檻おりだ。

「発動直前で保持ストツクした魔導式の並列起動──ウェズリー君みたく、魔導式を合成するような器用なことはできませんけど……英雄の力があれば、真ま似ねごとくらいはできます」

　獣アロステイアに逃げ道はない。周囲を囲む大小無数の魔導式が、一斉に回転し始める。

　余剰魔力の青白い火花が、獣アロステイアの周囲で弾はじける。

『ュゥルルルルルルルルァァアアアアアアアアアアアアアアアアアア──！』

　獣アロステイアが叫ぶ。そこに込められた感情は、恐怖か。

　フィオは右手を天に掲げ、

「終わりです」

　指を弾く。

　獣アロステイアを囲む無数の魔導式が、連鎖的に一斉起動する。




《破界樹イルミンスール》の崩壊は進む。

　最後のあがきとばかり、魔力と瘴しよう気きの奔ほん流りゆうが、互いを飲み込もうと食い合う。

　雷華咲き乱れる力の奔流の中心で、少年は命の炎を燃やす。

　ウェズリーを中継して剣へと注ぎ込まれる高圧魔力に耐えきれず、肉体と霊体アストラルたいの双方が秒刻みで崩壊していく。雷光のごとく迸ほとばしる余波がウェズリーを打ち据え、皮膚が裂けて血が噴き出す。強こわ張ばった指は自らの握力で折れてしまいそうだ。

　バヂン、と弾けるような音が頭ず蓋がいの内側に響き、ウェズリーの左目に激痛が走る。

「づぁ……ッ！」

　目を開けても視界が半分塞ふさがっているのは、視神経をやられたからか。

　それでもウェズリーは剣を手放さず、よりいっそう刃やいばをねじ込む。

「いい加減に……ッ、砕けろぉおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　放出された波動が逆流してくる瘴気を押しのけて破界樹の中心部を駆け上り、幹を引き裂く──




　フィオの魔術が発動。

　膨大な魔力が檻となった魔導式によって収束し、凝縮された力の奔流が獣アロステイアの身体からだを微細な塵ちりにまで分解する。

　身体からだを削られながら、獣アロステイアが最後の叫びをあげ──やがて、それも光の柱に飲み込まれて消える。

　あふれ出した光は柱となって天を貫き、雲を散らした。

　同時に、漆黒の大たい樹じゆ全体に罅ひび割われが走り、内側から光があふれ出す。

　ついに、大樹は光の内圧に耐えかねたように──砕ける。

　甲かん高だかい鈴鳴りのような破砕音が、荒野の空を駆け渡る。

　それは禍まが々まがしい様相に反し、美しい音だった。

　真っ二つに裂けた破界樹が、さらに細かな破片に砕かれていき、砂さ礫れきとなって風に散る。

《破界樹イルミンスール》の最期だった。




　その光景は、数キロ離れた本隊からも確認できた。

「破界樹が……砕けた」

　ソーニャは呆ほうけたようにつぶやき、破顔する。

「あやつら……やりおった！」

　確信があった。ついに、彼らが使命を果たしたのだと。

　兵士たちから歓声があがる。

　残る〈黙示録の獣アロステイア〉はわずか。そう時間をかけずに殲せん滅めつできるだろう。

「ウェズリー……ついにやったのぅ……」

　英雄の代わりを務めると言いだした時は、なにを無む茶ちやなと思ったものだ。

　だが、無茶や無謀をやり通すのが英雄だ。ならば、ウェズリーはもう、英雄候補でも偽証の英雄でもない。

　ウェズリーの名を、兵士たちが口々に叫ぶ。

　──英雄という称号は、誰かに与えられるものではない。それに相応ふさわしい者の名が、自然と語られるものだ。

　だから──これはきっと、新たな英雄の名が歴史に刻まれた瞬間なのだろう。





　　　２






「……リー君……ウェズリー君っ！」

　誰かが叫んでいる。

　それが自分の名前だと気づくと、声を道しるべとするように、闇やみの底に沈んでいた意識が緩やかに浮上していった。

　うっすら目を開けると、半分ぼやけた視界に、綺き麗れいな銀色の髪の少女の姿が見えた。どうやら、膝ひざ枕まくらをされているようだ。

　少女は安心したのか、気が抜けたように微笑ほほえむ。

「よかった……もう目覚めないんじゃないかと……大丈夫ですか？」

　記憶を辿たどる。

（ああ……そうか。破界樹を倒して、そのまま意識を……）

　我ながら、最後まで本物の英雄には程遠い体たらくだと苦笑する。

「……敵は？」

「みんな倒しました。本隊の方も片がついて、もうじき迎えが来ます」

「……そうですか」

　ほっと、息を吐つく。

　何度も駄目だと思った。絶望に吞のまれかけもした。

　けれど──どうにか未来を繫つなぐことができたらしい。

　ウェズリーはため息を吐く。

「まったく……先生はほんと、美お味いしいところだけ持っていくんだから……僕なんて、結局大したことはできなかったな……」

「そんなことないです」

　ふわりと微笑み、フィオの指がウェズリーの頰ほおを撫なでる。

「ウェズリー君がいたから勝てたんです。わたし一人だったら、どうなっていたか……」

「買かい被かぶりすぎですよ」

　もしあの時、ウェズリーが務めを果たせなくても、フィオは最後の奥の手を使ってどうにかしただろう。けれどその場合、今度こそフィオはこの地上からいなくなっていたかもしれない。

　頰に触れるフィオの指が、ひんやりと冷たく心地いい。

（ああ……この感触、久しぶりだな──）

　今こうして、この人が、この世界で微笑んでいる。

（それだけは、誇りに思ってもいいよな）

　ほっとした途端、急に眠気が襲ってきた。

「おーい、フィオー、ウェズリー！」

「あ、ソーニャ様です。迎えが来ましたよ、ウェズリー君」

　フィオの声は紗しや幕まくを通したかのように、どこか遠く聞こえる。

　身体からだ中じゆうから力が抜けていく。

　けれど、その脱力感はどこか心地よくもあり──

　ウェズリーは睡魔に身をゆだねるように目を閉じた。




　ソーニャに手を振って場所を知らせ、フィオはウェズリーに語りかける。

「ウェズリー君──この世界で生きるのは、とても厳しく、辛つらいです。きっとこれからも、たくさんの苦しいことや、悲しい別れがあるんだと思います。それを簡単に乗り越えられるとは思わないけど……ウェズリー君が助けてくれたら、きっとどうにかなると思います。……楽観的だって、また怒られちゃいますかね」

　フィオは苦笑する。

「でも──君と一緒なら、そういう世界も悪くないんじゃないかな、って思えるんです。だから、こんな頼りない師匠ですけど──これからも、わたしの生徒でいてくれますか？」

　そこでウェズリーを見下ろし、フィオは首を傾かしげる。

「ウェズリー君、寝ちゃったんですか？」

　返事は──ない。







「…………ウェズリー君？」










　三か月後──聖王都レスパイオス。

　聖王の住まう宮殿の一画にて、絢けん爛らん豪ごう華かな立食パーティが開かれていた。数多くの重鎮が着飾る中に、正装のエドアルトとジルヴェステの姿もまたあった。

　人ごみを外れ、二人はバルコニーの手すりを背にワイングラスを傾ける。

「なにも、このタイミングで無理やりこんな贅ぜい沢たくをしなくてもいいだろうに」

　慣れないドレスに窮屈そうにしながら、ジルヴェステがぼやく。

「一種のパフォーマンスだよ、ジル。聖王陛下が無事逃げおおせていたのは僥ぎよう倖こうだが、一時的とはいえ宮殿を空にしたことを気にしている者たちがいる。そういった権威主義者たちを安心させるには、余裕をアピールするのが一番だ。先ほどの式典はいわば、大陸が平時に戻ったという宣言だよ」

「そういうことなら、不平は飲み込んでおくがね。しかし──誰のための式典なのだか」

　ワイングラスを揺らしながら、ジルヴェステは遠い目をする。

「エドは数多くの人命を救助し、また〈黙示録の獣アロステイア〉との戦いを勝利に導いた功績を認められ、フラダリア地方北部の森の所有権を認められた。随分とうまみの少ない土地を望んだものだ。……エルフたちへの義理立てか？」

「形式上、保護区に指定するかたちとなるだろうがね。奴隷制度の改革については、長期的に働きかける必要がある。同胞の功績に報いるには、まだまだ不十分だよ。──君も勲章が授与されていたな。今後は予算も大幅に増額されるのではないか？」

「ああ。おかげで、午前の式典では私の研究を鼻で笑っていた奴やつらのマヌケ面を見ることができた。あれはなかなか愉快な見世物だった」

　意地悪そうに笑うジルヴェステ。

「そういう意味では、そう悪い結果ではないな。ただ──」

　エドアルトは視線を人ごみから遠くの空に逃がし、声のトーンを一段下げて言う。

「それだけに──今日という日に彼の功績が称たたえられないこと、残念に思うよ」

「…………」

　ジルヴェステもまた、物憂げな視線をグラスの中の波打つ液体に向ける。

　沈黙をワインと共に飲み下し、ジルヴェステは話題を変える。

「ところでエド、肝心のあの娘この姿が見えないようだが」

「ああ──フィオ君は、会いに行っているよ」

　誰に、とは問わなかった。

　ジルヴェステは物憂げな瞳ひとみのまま、「そうか」とだけ応こたえた。







　エドアルトたちが聖王都の宮殿にいる頃──フィオの姿はヴィクティム外縁部にあった。

　人家を寄せ付けない一角に整然と並ぶのは、寒々しい色合いの墓標だ。街の歴史そのもののような墓標群の中、比較的新しい墓標の前で、フィオは膝ひざをついて祈っていた。

　胸の前で両手を組み、目を伏せていたが、

「……なにに祈ればいいのか、よくわかりませんね。あなたは、神に救いを求めるような人ではありませんでしたから」

　寂しげな微笑を浮かべ、フィオは立ち上がった。

　その墓標に、名は刻まれていない。

　人知れず戦い、誰にその最後を知られることもなく散った彼は、称賛される暇もないままに逝ってしまった。

　ひどく理不尽なことにも思えるが、恐らく、彼は盛大な別れなど望まなかっただろう。

　無欲な人だった。他の誰かのために、自分を犠牲にできる人だった。だから、そんな彼のそばにいたいと思い──そんな彼だからこそ、それは叶かなわなかった。

　なんでも自分でやり遂げようとして、一人でボロボロになる──そんな姿ばかりが印象に残っている。

「本当は、もっと一緒に背負わせて欲しかったんですよ？　だって、わたしはあなたの──」

　そこで、フィオは口を噤つぐみ、はにかむように微笑ほほえんだ。

「もう行きますね」

　墓標に背を向け、墓地の出口へ向かう。最後にもう一度振り返り、

「──また来ます」

　そう、囁ささやいた。




「用事は済みましたか？」

　アーチ状の門をくぐった途端、柱にもたれかかっていた人物に声をかけられる。

　そこには、真新しい砂さ塵じん除よけの外がい套とうを羽織った少年がいた。

「はい……お待たせしました」

「それじゃあ、行きましょうか」

　言って、少年──ウェズリーは石畳にカツっと杖つえの音を響かせた。




　──《破界樹イルミンスール》を破壊後、意識を失なくしたウェズリーは二週間に渡って眠り続けた。

　霊脈強化薬を服用した上での高位魔術の度重なる使用は、霊体アストラルたいに負荷を蓄ちく積せきさせた。さらには破界樹撃破の際に膨大な瘴しよう気きを浴びたことで、その霊体アストラルたいはひどく汚染されていた。

　廃人になってもおかしくない状況だったが、一命を取り留められたのはジルヴェステの手腕によるところが大きい。とはいえ、完全回復とはいかず──

「足の具合、どうですか……？」

　不安げなフィオに、ウェズリーは苦笑いして見せる。

「まぁ、そうよくはないですね。それでも、少しずつ動かせるようにはなってきているので、そのうち杖なしでも歩けるようになるでしょう。……こっちの方は、望みが薄いですけど」

　言って、自分の左目を指さして見せる。その瞳ひとみは、光を映していない。

「眼帯でも用意しようかと思うんですけど、ハーシェル博士が義眼を作るって言うんですよね。あの人のことだから、なんか余計な機能をつけられそうで怖いんですけど……」

　心底嫌そうな顔をするウェズリーに、フィオはくすくすと控えめに笑う。

　杖を突いたウェズリーに合わせた歩みは緩やかなものだ。

　少し前まで、生き急いでいるような人生だった。だから、こうしてゆっくりと歩きながら目に映る風景は、ウェズリーの右目に新鮮に映る。

「今頃、エドアルト様たちは聖王都で勲章でも授与されてる頃ですね」

「ええ」

　言葉少ななウェズリーの顔を、フィオは見上げるように覗のぞき込こむ。

「……残念でしたよね」

　ウェズリーは三秒ほど沈黙し、

「──そんなことは、ないですよ」

　心からの言葉を口にした。

　──破界樹討伐戦で大きな功績をあげたウェズリーだったが、その働きは実質、なかったことにされた。ウェズリーが英雄を騙かたっていたことが、その理由だ。

　本来ならば偽証罪や騒乱罪が適用されるような行為だが、事態の緊急性を鑑かんがみ、不問とされた。ただし、ウェズリーの功績が大々的に発表されることもなかった。

　仕方のないことではある。あれは、十九代目の英雄であるフィオが昏こん睡すい状態にあったための緊急措置だ。そのフィオが復帰した今、二十代目の英雄はなかったこととなった。

　混乱を起こさないようにするための措置として理解できる。ソーニャなどはこの決定に憤慨していたが、ウェズリーにしてみればそれでよかったと思っている。

（ああ──これでいい）

　隣を見れば、そこにフィオがいる。

「……きっと、誰だっていいんですよ、英雄になるのは。僕じゃなくても。誰が英雄になっても、それを支える人がいれば、世界に希望はなくならない」

　たくさんの命が失われた。その一人一人には、世界を救うほどの力はなかったけれど、だからといって彼らに英雄と呼ばれる資格がなかったなんて、誰に言えるだろう。

「ウェズリー君……変わりましたね」

　フィオがしみじみとした口く調ちようで言う。

「そうですか？」

「はい。大人になった感じです。だいぶ背も伸びたんじゃないですか？」

　手を伸ばして背比べをするフィオ。自然と顔が近くなり、ウェズリーはどきりとする。

「いや、あの、というか……」

「というか？」

「……なんでもありません」

「えー、気になるじゃないですか。なんて言おうとしたんですか？」

「なんでもないですって」

　ごまかした言葉を、ウェズリーは胸中で続ける。

（僕が変わったとしたら……それはたぶん、気づいただけだ）

　世界なんていうつかみどころのないものを守ると息巻いて心を砕くより、もっと身近にいる一人を守れれば、それで十分だと──

　と。

「あ、来たっ！　おーい！」

　突然、前方から大声で呼びかける者がいた。

　キリエだ。ヴァルトシュタイン邸の門前で、眉まゆをハの字にし、不機嫌そうに腰に手を当てている。

「もうっ！　遅いってば！」

「最初から遅くなるかもって言っただろ。こっちは病人だってのに」

　キリエのそばには、エドアルトの代わりに屋敷を預かっているソーニャとヘルベルカの姿がある。

「すみません、ソーニャ様。ちょっと、ゆっくりしちゃいました」

「うむ、気にするでない。なんだったら、もっと滞在してくれてもいいくらいじゃ」

「その間に、わたくしもキリエに家事を叩たたきこめますしね」

　ヘルベルカの言葉に、キリエが「げっ！」と嫌そうな顔をする。

　門前には、荷物を満載した二頭立ての馬車が用意されている。

「しかし……お主らもせっかちじゃな。なにも、こんなに早く旅を再開せずともいいじゃろうに」

　呆あきれたように言うソーニャに、ウェズリーが首を振る。

「むしろ遅いくらいですよ。騒動を鎮めたとはいえ、〈黙示録の獣アロステイア〉の一斉蜂ほう起きが人々に与えた不安は大きいです。それに……獣アロステイアの残党はまだ残ってます」

　そう──破界樹の統制がなくなったとはいえ、人里に現れた獣アロステイアは野放しのままだ。

　復興は進みつつあるが、各地の集落への散発的な獣アロステイアの襲撃は続いている。

　言葉を引き継ぐように、フィオが口を開く。

「まだまだ、この世界には獣アロステイアの脅威があります。なら──みんなの不安を取り除くのは、やっぱり英雄の役割なんだと思います。それに、わたしがヒューイット様から託されたこの力を、次の英雄に渡す方法を見つけなければいけませんから」

「……わかった。もう止めはせぬ。これじゃあ、わらわが聞き分けのない子供みたいじゃ」

　ソーニャはため息を吐つき、それから笑みを浮かべる。

「息災でな」

「はい──ソーニャ様も」




　カラカラと。舗装された街道を、馬車の車輪が鳴らしながら行く。

「案外、あっさりした別れでしたね」

　御者席のウェズリーがぽつりと漏らすと、隣に座っているフィオが微笑ほほえみを向けてくる。

「いいんですよ。また会えるんですから」

「……それもそうですね」

　大おお袈げ裟さに別れを惜しまなければならないほど、浅い付き合いではないということか。

「これから、どこへ行きます？」

「そうですね……とりあえず、西へ。わたしの力を必要としている人がいるところに」

「合わせて、情報収集ですね」

「はい。西部へは足を延ばしたことがなかったので、新しい情報が手に入るといいのですが……」

「手伝いますよ。その方が、コレットさんとこそこそやってた時より、ずっと効率がいいでしょ」

「や、やっぱり怒ってますか？　力を継承できないのを、黙ってたこと……」

　不安そうな眉まゆ尻じりをさげるフィオに、ウェズリーはそっけなく言う。

「当然です。ずっとのけ者にされてたわけですからね。そう簡単には許してあげません」

「そ、そんなぁ……」

　しょげるフィオに、ウェズリーは表情を崩して噴き出す。

「冗談ですよ。──その件についてはもういいです。嘆いてたって、なにも始まりませんから」

　すっきりした顔で青空を見上げ、ウェズリーは続きを胸中で呟つぶやく。

（それに……僕は、先生を守れるだけの力があれば、それでいい）

　たった一人にとっての英雄になれれば上出来。それくらいが、自分にとっての分相応だ。

「おーい、御者ー。道逸それてるしー」

　憮ぶ然ぜんとした声に、慌てて手綱を操る。

　後ろを見上げれば、客車の屋根にあぐらをかいたキリエが半眼で見下ろしてくる。

「イチャつくのは勝手だけどさ。道逸れて馬車だめにしないでよね」

「い、イチャついてなんてっ、ないですっ」

　フィオは慌ててウェズリーから身を離す。顔を背けているが、尖とがった耳が赤くなっているのが丸見えだ。

「……ていうか、キリエ。僕はまだ身体からだが本調子じゃないんだから、おまえが御者をやってもいいんだぞ」

「あたしはそういうの専門外でーす。つべこべ言わず、リハビリだと思って御者に励め」

「まったく……」

　げんなりとため息を吐つくが、吐息はすぐに苦笑になった。

　──世間はまだ慌ただしく、復興と獣アロステイアへの対処に追われている。

　それでも、日常に戻ってきたという感覚があった。

（あんな戦いを乗り越えたからかな）

　以前であれば、気が緩んでいる自分を戒めているところだが、

「ま──そんな暢気のんきな救世の旅も、悪くはないか」

　自然と、そう思えた。




　二本の轍わだちを刻みながら、馬車は走る。

　まだ見ぬ道の先になにがあるのか──それはまだ、見えてはこない。

　けれど、未来なんていうのは本来、そんなものだろう。

　だったら、暗いことばかり考えていたって仕方がない。

（──せっかく繫つながった未来だ。希望を持って生きたって、罰は当たらないだろう？）

　どんな過酷な世界でも、前に進み続ける限り、希望は繫がるのだから──














　フィオレンツァ・アリギエーリに残された時間、あと──





あとがき







　二巻からお待ちいただいた皆様、お待たせいたしました。こうして無事三巻をお届けできる運びとなりました。これも一巻、二巻とお読みいただいた読者様のおかげです。

　表紙イラストに惹かれてきまぐれにこの本を手に取られた方。こちらはシリーズ三巻となっております。その場合、シリーズ一巻『奴隷エルフちゃんを英雄にプロデュースします！』を手に取るといいですよ。きっと幸せになります。秋あき月つきが。




　本編について。

　一巻からクライマックスな感じで始まった本作ですが、今回もクライマックスです。これまでは一冊で完結のお話ばかり書いていたので、二巻から続く大きな流れに決着をつけるこの三巻はこれまでにない苦労がありました。その苦労の分、読み応ごたえのある内容になっていれば幸いです。

　まぁ、大変なのは秋月よりも本編中の登場人物な気もしますが。どうにかこうにか共に走りぬくことができました。お互いにお疲れさまという感じです。




　最近の秋月。

　たまに仕事と遊びを兼ねて東京周辺に出没しつつも、基本はやはりインドア派です。言うても、ゲームしてて仕事をおろそかにしているわけではないですよ。いやマジで。

　でもニーアは素晴らしかった。音楽、キャラクター、シナリオ、映像、すべてが美しく調和していて。廃墟の街というビジュアルも琴線に触れるものがあります。あんなにゲームに没頭したのは久しぶりでしたね。いや仕事はしてます。




　ここからは出版までにご尽力いただいた皆様に感謝の言葉を。

　水鏡みかがみまみず様。特にカラーページは色彩豊かで、目にするたびに感激しております。文章ではできないことをイラストで表現していただいて初めて、本作は完成しているのだと思います。

　担当編集様。特にこの三巻は難産でした。形にできたのもご尽力あってこそです。

　校正様、出版に関かかわった皆さま。今回もお世話になりました。

　そしてこの本をお買い上げ頂いた読者様。より満足度の高い作品をお届けできるよう、これからも精進していきますので、今後とも秋月をよろしくお願いします！

　それでは、また次の本でお会いしましょう！


平成29年７月　秋月煌こう介すけ

















特別付録　書き下ろし短編







　ヴァルトシュタインの屋敷。客間のベッドで物言わず横たわるウェズリーを見下ろし、キリエはやるせないように吐息をこぼす。

「ほんと、バカだよね。──死んじゃったら、元も子もないってのにさ……」

　握っていた拳を開き、ウェズリーへと花を振りまく。

　弔いの花びらが舞い、横たわるウェズリーの顔の周りが花で覆われていく。

　キリエはなおも花を振りまく。振りまく。振りまく。瞼に乗せる。振りまく。鼻に乗せる。振りまく。髪に挿し込む。振りまく──

「……おい」

「あ、起きた」

　わなわなと震えながら、ウェズリーは花を払いのけて身体を起こした。

「人が寝てる間に何してくれてるっ！　常識ってもんがないのかおまえは！」

「頭に花乗せた人に言われても。ぷふっ」

「おまえが乗せたんだろうがっ！　っ、ゲホっ、ゲホっ……くそっ、花粉が鼻に……」

「あひゃひゃひゃひゃっ！　バカみてー！」

「おまえが言うなっ！」

　と、部屋の入り口から声がかかる。

「……なにしてるんですか？　キリエちゃん」

「あ、ししょーだ」

「えっと、お見舞いに来たんですけど……この大量の花はどこから？」

「そりゃあ、庭の花壇から──」

「──ほう」

　地を這うような殺意を孕んだ声に、キリエは硬直。

「花壇が荒らされていたので、どこの狼藉者かと思えば、あなたでしたか」

　ヘルベルカは深々と嘆息し、一転、蛙を捕食する蛇のごとき眼光でキリエを睨む。

「少しは見どころがあったかと思えば──そこに直りなさい。筋金入りに捻じ曲がったその根性、徹底的に叩き直してあげます」

「や、やだなぁ、ベル先生。それがあたしの個性だしぃ」

「鉄も熱すれば矯正できましょう。どうやら、あなたには飴と鞭では生ぬるいようですからね。──ウェズリー様が療養している間、火と鉄槌をもって再教育するとしましょう」

　ガシャーン。躊躇いなく窓を突き破って飛びだしたキリエを追い、ヘルベルカもまた窓の外へと消える。

「成長しないやつだ……」

「あははは……」

　顔を見合わせ、苦笑する二人だった。
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